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1. 背景と目的 

河川に生息する水生生物は、河川の様々な環境要素によって構成されていると考えら

れる。主な要素として、水量、ＢＯＤなどを含む水質、河床材料、河川の形状などが挙

げられる。   

当市では、水質汚濁防止法に基づき、昭和 46 年から市内河川の常時監視を行っており、

現在では、毎月 12か所を水質分析している。主な測定項目は、ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、Ｓ

Ｓ等であり、これらは生活環境項目と呼ばれている。河川の水質調査は、①理化学的な

水質調査、②生物学的な水質調査(水生生物調査)の 2 つの方法が主に知られている。当

市が行っている分析方法は、理化学的な水質調査であり、この方法では瞬間的な水質状

態を把握することができる。しかし、一般に河川の水質は時々刻々と変化しており、理

化学的な水質調査では平均的な水質の状態を把握することは難しい。一方で水生生物を

利用した生物学的な水質調査では、正確な水質を数値で示すことはできないが、水質変

動の平均的な状況を反映する。従って、理化学的な水質調査では把握しにくい面を、生

物学的な水質調査で補うことができる。 

当市では、昭和 58年から昭和 60 年にかけて、水生生物調査を市内河川の 7地点で行

った。その調査の結果、ほとんどの地点で水質状態が悪かった。この理由として、当時

の河川周辺は、下水道が整備されていない地域が多く、浄化槽からの生活排水により河

川が汚染されている状況であったためと考えられる。実際、毎月の水質調査においても、

多くの地点でＢＯＤ等が環境基準を超過していた。その後、現在までに、下水道普及率

が大幅に増加したこと、浄化技術の進歩、時代の変化に伴う環境保全への意識向上など

により、水質が改善傾向にある。そのことは、毎月の水質調査結果から読み取ることが

できる。しかし、水生生物調査は約 35年行っていないため、長期な水質の状況、水生生

物の生息状況については不明な状態にある。 

そこで、本調査は、市内河川における水生生物、魚類、付着藻類の種類や生息状況を

把握し、その調査結果から生物学的水質判定を行うことで、35 年前の判定結果と比較す

ることを目的としている。 
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2. 調査内容 

2.1. 調査地点 

水質及び河川生物の調査地点を表 2-1 及び図 2-1 に示す。なお、各調査地点の詳細図

は資料編（P.1-21）に示す。 

 

表 2-1 調査地点 

地点 河 川 名 調 査 地 点 本調査年度 既往調査の有無 

Ａ 

柳瀬川 

大鐘橋 令和３年度調査地点 〇 

Ｂ 二柳橋 令和元年度調査地点 × 

Ｃ 松戸橋 令和３年度調査地点 〇 

Ｄ 清柳橋 令和元年度調査地点 〇 

Ｅ 

東川 

狭山湖橋 令和２年度調査地点 × 

Ｆ 弘法橋 令和２年度調査地点 〇 

Ｇ 中橋 令和元年度調査地点 × 
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図 2-1 調査地点概要 
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2.2 調査日時 

水質及び河川生物調査は、表 2-2 に示すとおり実施した。 

 

表 2-2 調査日時 

地点 河川名 調査地点 調査日時 

Ａ 

柳瀬川 

大鐘橋 令和 3年 7月 26 日 9：15～11：20 

Ｂ 二柳橋 令和元年 8月 5日 9：00～12：00 

Ｃ 松戸橋 令和 3年 8月 2日 9：30～12：00 

Ｄ 清柳橋 令和元年 8月 6日 9：00～12：15 

Ｅ 

東川 

狭山湖橋 令和 2年 8月 7日 9:20～11:15 

Ｆ 弘法橋 令和 2年 8月 6日 9:30～13:00 

Ｇ 中橋 令和元年 8月７日 9：20～11：30 

 

2.3. 調査項目 

調査は、水質、水生生物、魚類及び付着藻類の 4項目について実施した。 

 

2.4. 調査方法 

2.4.1. 水質 

水質の調査項目及び分析方法を表 2-3 に示す。 

  

表 2-3 調査項目及び分析方法 

調 査 項 目 分 析 方 法 単 位 

水素ｲｵﾝ濃度(pH) JIS K 0102-12.1 - 

生物化学的酸素要求量(BOD) JIS K 0102-21 mg/L 

溶存酸素量(DO) JIS K 0102-32.1 mg/L 

浮遊物質量(SS) 環境庁告示第 59 号付表 9 mg/L 

透視度 JIS K 0102 9 ｍ 

流量調査 水質調査方法 環水管第３０号 昭和49年９月30日 ｍ３/sec 

 

 

2.4.2 水生生物 

水生生物は、河川内の微小環境（水深・流れ・底質等）に適応して生息するため、採

集場所が僅かに異なるだけでも種組成に違いがみられる場合が多い。そこで、本調査で

はサーバーネットを用いた定量採集調査の他に、調査地点周辺における水生生物の生息
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状況を把握することを目的とした定性採集調査を実施した。水生生物及び魚類の採捕に

使用した器材を表 2-4 に示した。 

 

① 定量採集調査 

定量採集調査とは、水深が浅く、瀬または瀬に類似する場所において、生物学的水

質判定のための試料を得る調査である。サーバーネット（孔径 0.493mm）を用いて河

床に生息する生物を河床の砂礫ごと攪拌しながら採集し、砂礫等を取り除いた後、保

存用のポリ瓶に移した。採集した試料は、ホルマリンで固定保存し、試験室に持ち帰

り分析に供した。なお、採集は 25cm×25cm 方形枠を 3 回（0.1875 ㎡）とした。持ち

帰った試料は、分析ふるい（42メッシュ、孔径 0.35mm）を用いて砂泥の微粒子を洗い

流した後、実体顕微鏡（6.3～40 倍）及び生物顕微鏡（100～400 倍）により、種の同

定、計数を行った。 

 

② 定性採集調査 

定量採集調査地点の上下流各 50～100ｍ程度の範囲について、瀬・淵などを問わず

タモ綱・サデ綱による任意採集を行った。採集した試料はホルマリンで固定保存し、

試験室に持ち帰り分析に供した。 

採集した試料は大型の個体であるため、直接、実体顕微鏡（6.3～40 倍）及び生物

顕微鏡（100～400 倍）により、各生物種の同定を行った。 

 

 

2.4.3. 魚類 

 各調査地点において、投網、タモ網、サデ網、網かご等を用いて魚類を採捕して現地

で種の同定、体長の計測を行った後に放流した。この他、目視観察による結果も記録に

含めた。 

 

 

2.4.4. 付着藻類 

付着藻類調査では、瀬または瀬に類似する場所の水底からコブシ大～人頭大の礫を拾

い上げ、ゴム製のコドラート(5cm×5cm)を当てて、バットの中で礫に付着している藻類

をブラシでこすり落とし、採集した。なお、採集は 5cm×5cm 方形枠を 5回とし、保存用

のポリ瓶に移した。採集した試料は、ホルマリンで固定保存し試験室に持ち帰り分析に

供した。 

珪藻類は、珪素からなる半透明の蓋付き箱状の殻を持つ藻類である。類似した種が多

いために、殻の形状や表面の模様、原形質部の色素体の形状などから種の同定を詳細に

行う必要がある。そこで、珪藻類の殻上の模様を見るために硫酸による酸処理を行い、

殻を開けて内容物を空にし、分析を行った。 

種の同定には生物顕微鏡を用い、珪藻類は試料を酸処理して検鏡した。なお藍藻類と

緑藻類は酸処理によって細胞が破壊されるため、酸処理をせずに分析を行った。 
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表 2-4 採捕器材一覧 
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3. 調査結果 

3.1 水質 

調査結果を表 3-1 に、現地調査時の状況を資料編（P.22）に示す。 

各調査地点における生活環境項目（ｐＨ、ＤＯ、ＢＯＤ、ＳＳ）は、弘法橋において、

ｐＨが 9.2 と環境基準（Ｃ類型）を超過した。その他の各調査地点では、全ての生活環

境項目が環境基準に適合する値であった。 

 

 

表 3-1 水質調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A B C D E F G

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

2021年7月
26日

  9:15 ～
11:20

2019年8月
5日

  9:15 ～
12:00

2021年8月
2日

  9:30 ～
12:00

2019年8月
6日

  9:00 ～
12:15

2020年8月
7日

  9:20 ～
11:15

2020年8月
6日

  9:30 ～
13:00

2019年8月
7日

  9:20 ～
11:30

晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

28.0℃
9:25

32.0℃
11:00

28.0℃
10:30

31.5℃
9:20

28.5℃
9:25

31.0℃
9:50

32.0℃
9:30

26.4℃
9:25

26.0℃
9:20

26.8℃
10:30

21.7℃
9:20

22.0℃
9:25

26.4℃
9:50

27.2℃
9:30

0.0059 0.43 0.38 1.5 0.030 0.093 0.045

1.000< 1.000 < 1.000< 1.000 < 1.000 < 1.000 < 0.655

7.3 8.1 7.9 7.7 7.4 9.2 7.9
6.5以上
8.5以下

8.3 9.2 8.9 9.6 10 12 8.6
5mg/L以

上

1 0.7 1 0.5 2.3 1.3 1.5
5mg/L以

下

3 2 1 1 2 1 6
50mg/L以

下

天候

　
地点

　項目

環境基準
（Ｃ類
型）

柳瀬川 東川

年月日 /調査時間

BOD （mg/L）

SS （mg/L)

注）環境基準は、柳瀬川ではＣ類型が適用される。東川においては類型指定はされていないが、第三期所沢市環境基本計
画（2019～2028）において所沢市が独自に定めた環境管理目標を設定している（柳瀬川に適用する環境基準と同様の基

準）。

気温 (℃)
測定時刻
水温 (℃)
測定時刻

流量 (m
3
/S)

透視度 （m）

pH

DO （mg/L）
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3.2. 水生生物 

3.2.1 生息確認種 

本調査で確認された水生生物を表 3-2 に示す。また、確認された水生生物の一覧表を

資料編（P.23-29）に、各種の解説について資料編（P.44-46）に示す。 

 本調査における水生生物の確認種の合計は、扁形動物門 1種、軟体動物門 7 種、環形

動物門 8 種、節足動物門クモ綱 1 種、軟甲綱 7種、昆虫綱 72種の計 96 種であった。確

認種は昆虫綱が多く、中でもハエ目、カゲロウ目の出現が目立った。確認種は平野部の

河川に一般的に生息する種が多かった。調査地点別では大鐘橋で39種、二柳橋で42種、

松戸橋で 40 種、清柳橋で 39 種、狭山湖橋で 23 種、弘法橋で 29 種、中橋で 29 種が確

認された。東川の各調査地点と比較して、柳瀬川の各調査地点で確認種類数が多い傾向

にあった。各調査地点別の個体数は、大鐘橋でオナシカワゲラ属、二柳橋でウデマガリ

コカゲロウ、松戸橋でミツオミジカオフタバコカゲロウ、清柳橋でウルマーシマトビケ

ラ、狭山湖橋でミズミミズ属、弘法橋でナミコガタシマトビケラ、中橋でコガタシマト

ビケラがそれぞれ最も多かった。 
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表 3-2 水生生物確認種リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

門名 綱名 目名 科名

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

1 扁形動物 有棒状体 三岐腸 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ Girardia dorotocephala ○ ○ ○ ○ ○

2 ｶﾜﾆﾅ ｶﾜﾆﾅ Semisulcospira libertina ○ ○

3 ﾀﾆｼ ﾋﾒﾀﾆｼ Sinotaia quadrata histrica ○

4 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 Lymnaeidae gen. sp. ○ ○

5 ｻｶﾏｷｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ Physa acuta ○ ○ ○ ○

6 ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ Menetus dilatatus ○ ○

7 ｼｼﾞﾐ ｼｼﾞﾐ属 Corbicula sp. ○ ○

8 ﾏﾒｼｼﾞﾐ ﾏﾒｼｼﾞﾐ属 Pisidium sp. ○

9 ｴﾗﾐﾐｽﾞ Branchiura sowerbyi ○

10 ﾕﾘﾐﾐｽﾞ属 Limnodrilus sp. ○ ○ ○ ○

11 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Nais sp. ○ ○ ○

12 ﾃﾝｸﾞﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 Stylaria sp. ○

13 ﾋﾙﾐﾐｽﾞ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ科 Branchiobdellidae gen. sp. ○

14 吻蛭 ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ科 Glossiphoniidae gen. sp. ○ ○

15 ｲｼﾋﾞﾙ ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ Dina lineata ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 ｲｼﾋﾞﾙ科 Erpobdellidae gen. sp. ○ ○ ○

17 ｸﾓ ﾀﾞﾆ ﾅｶﾞﾚﾀﾞﾆ ﾅｶﾞﾚﾀﾞﾆ属 Sperchon sp. ○ ○ ○ ○

18 ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ Crangonyx froridanus ○ ○ ○

19 ﾅｷﾞｻﾖｺｴﾋﾞ ｺｼﾞﾏﾁｶﾖｺｴﾋﾞ Eoniphargus kojimai ○

20 ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼ ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼﾞ Talitridae gen. sp. ○

21 ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ Asellus hilgendorfi ○ ○ ○ ○ ○ ○

22 ﾇﾏｴﾋﾞ ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 Neocaridina  sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23 ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽｼﾞｴﾋﾞ Palaemon paucidens ○ ○ ○

24 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ Procambarus clarkii ○ ○ ○ ○

25 ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ Ephemera strigata ○

26 ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Teleganopsis punctisetae ○

27 ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ Torleya japonica ○ ○ ○

28 ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Acentrella gnom ○ ○ ○

29 ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ Baetiella japonica ○ ○ ○

30 ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ Baetis sahoensis ○

31 ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ Baetis taiwanensis ○ ○ ○

32 ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ Baetis thermicus ○ ○ ○

33 Dｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. D ○ ○

34 Fｺｶｹﾞﾛｳ Nigrobaetis sp. F ○

35 ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ Labiobaetis atrebatinus orientails ○ ○

36 ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ属 Nigrobaetis sp. ○

37 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ Tenuibaetis flexifemora ○ ○ ○ ○ ○

38 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ Ecdyonurus yoshidae ○ ○ ○ ○ ○

39 ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ Atrocalopteryx atrata ○ ○ ○

40 ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ Anax parthenope julius ○

41 ﾔﾏｻﾅｴ Asiagomphus melaenops ○ ○

42 ｵﾅｶﾞｻﾅｴ Melligomphus viridicostus ○ ○ ○

43 ｺｵﾆﾔﾝﾏ Sieboldius albardae ○ ○ ○

44 ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ Anotogaster sicboldii ○ ○

45 ﾄﾝﾎﾞ ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ Orthetrum melania ○

46 ｶﾜｹﾞﾗ ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ Nemoura sp. ○

47 ｱﾒﾝﾎﾞ Aquarius paludum paludum ○ ○ ○ ○ ○ ○

48 ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ Gerris gracilicornis ○

49 ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ Mctrocoris histrio ○

50 ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ Parachauliodes japanicus ○

51 ｾﾝﾌﾞﾘ ﾈｸﾞﾛｾﾝﾌﾞﾘ Sialis japonica ○

52 ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche brevilineata ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Cheumatopsyche infascia ○ ○ ○

54 ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ Hydropsyche orientalis ○ ○ ○ ○ ○

55 ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属 Psychomyia  sp. ○ ○ ○

56 ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ Stenopsyche marmorata ○ ○ ○

57 ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属 Hydroptila  sp. ○

58 ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ Goera japonica ○ ○ ○

59 ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属 Lcpidostoma sp. ○

60 ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ族 Mystacides sp. ○

61 ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Antocha sp. ○ ○ ○

62 ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属 Tipula sp. ○ ○

63 ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ属 Psychoda sp. ○

64 ﾇｶｶ ﾇｶｶ科 Ceratopogonidae gen. sp. ○ ○

65 ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Rheopelopia  sp. ○ ○

66 ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属 Paramerina sp. ○

67 ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科 Tanypodinae gen. sp. ○ ○ ○ ○

68 ﾊﾀﾞｶﾕｽﾘｶ属 Cardiocladius sp. ○

69 ﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Cricotopus  sp. ○ ○ ○

70 ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Eukiefferiella sp. ○ ○ ○ ○ ○

71 ﾑﾅﾄｹﾞﾕｽﾘｶ属 Limnophyes sp. ○ ○

72 ｴﾘﾕｽﾘｶ属 Orthocladius  sp. ○ ○ ○

73 ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属 Rheocricotopus  sp. ○ ○ ○ ○

74 ﾑﾅｸﾎﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属 Synorthocladius  sp. ○ ○ ○

75 ﾕｽﾘｶ属 Chironomus sp. ○

76 ﾇｶﾕｽﾘｶ属 Thienemanniella  sp. ○ ○

77 ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属 Tvetenia sp. ○

78 ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科 Orthocladiinae gen. sp. ○ ○ ○ ○ ○

79 ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属 Cryptochironomus  sp. ○ ○ ○

80 ﾎｿﾐﾕｽﾘｶ属 Dicrotcndipcs sp. ○

81 ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属 Polypedilum  sp. ○ ○ ○ ○ ○

82 ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属 Rheotanytarsus sp. ○ ○ ○

83 ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属 Tanytarsus  sp. ○ ○ ○ ○

84 ﾕｽﾘｶ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

85 ｶ ﾅﾐｶ亜科 Culicinae gen sp. ○

86 ﾎｿｶ ﾎｿｶ属 Dixa sp. ○

87 ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属 Simulium  sp. ○

88 ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属 Eusimulium  sp. ○

89 ﾐｽﾞｱﾌﾞ Allognosta属 Allognosta sp. ○

90 ｷﾍﾞﾘﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ Enochrus japanicus ○

91 ﾋﾒｶﾞﾑｼ Sternolophus rufipes ○

92 ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ ｱｼﾅｶﾞﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ属 Stenelmis  sp. ○

93 ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ Ectopria opaca opaca ○

94 ｸｼﾋｹﾞﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Eubrianax granicollis ○ ○ ○ ○

95 ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Mataeopsephus japonicus ○ ○ ○

96 ﾏｽﾀﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ Malacopsephenoides japonicus ○

4門 8綱 20目 52科 39種 42種 40種 39種 23種 29種 29種

№

種名

96種

和名 学名
柳瀬川 東川

汎有肺

新生腹足

ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ

ｱﾒﾝﾎﾞｶﾒﾑｼ

腹足軟体動物

軟甲

ｴﾋﾞ

二枚貝

ﾖｺｴﾋﾞ

環形動物

節足動物

ﾐﾐｽﾞ ｲﾄﾐﾐｽﾞ ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ

ﾋﾙ

吻無蛭

昆虫

ｺｶｹﾞﾛｳ

ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ

ﾄﾝﾎﾞ

ﾄﾋﾞｹﾗ

ｶｹﾞﾛｳ

ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ

ﾕｽﾘｶ

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ

ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ

ｺｳﾁｭｳ

ﾊｴ

ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ

ﾌﾞﾕ

ｶﾞﾑｼ科
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3.2.2. 重要種 

本調査で確認された水生生物のうち「環境省レッドリスト 2020」（令和 2 年 3 月、環

境省）及び「埼玉県レッドデータブック動物編 2018」（平成 30 年 3月、埼玉県環境部み

どり自然課）に記載されている重要種を表 3-3 に示す。埼玉県レッドデータブックの概

要を資料編（P.52-53）に示す。 

本調査で確認された重要種は、大鐘橋でヤマサナエ、オナシカワゲラ属及びヤマトク

ロスジヘビトンボ、松戸橋でヤマサナエ、清柳橋でマスダチビヒラタドロムシが確認さ

れた。埼玉県レッドデータブック 2018 では地帯別区分がなされており、調査地点のうち

清柳橋を除く地点が台地・丘陵帯、清柳橋が荒川以西に区分される。荒川以西ではマス

ダチビヒラタドロムシの評価はないが、全県で評価されていることから重要種とした。 

 

表 3-3 水生生物重要種リスト 

 地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

門名 綱名 目名 科名

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋 台地・丘陵帯 荒川以西 全県

ｺｳﾁｭｳ ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ ﾏｽﾀﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ ○ NT1 NT1

ﾄﾝﾎﾞ ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏｻﾅｴ ○ ○ NT2 NT2

ｶﾜｹﾞﾗ ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 ○ DD VU VU

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ○ NT2 NT2

1門 1綱 4目 4科 4種 3種 0種 0種 1種 0種 0種 0種

注1) 重要種の選定基準・カテゴリー
 ・「環境省レッドリスト2020」(令和2年3月、環境省)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
本調査では該当種なし

 ・「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種
EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、
NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

注2) 埼玉県レッドデータブック2018動物編ではオナシカワゲラ(Nemoura fulva)が掲載されている。今回の調査では幼虫により
　　 オナシカワゲラ属が確認された。同属は幼虫による種の同定が困難であり、オナシカワゲラの幼虫である可能性があるため
　　 重要種に含めた。

種名

選定基準

昆虫節足動物

柳瀬川 東川 埼玉県レッド2018
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3.2.3. 外来種 

本調査で確認された外来種を表 3-4 に示す。 

本調査では外来種が 9 種確認された。確認された外来種は昆虫類以外の分類群であっ

た。調査地点別では、大鐘橋 3種、二柳橋 5種、松戸橋 3 種、清柳橋 3 種、狭山湖橋 4

種、弘法橋 6 種、中橋 6種の外来種が確認された。いずれの地点においても特定外来生

物は確認されなかった。 

モノアラガイ科、シジミ属、ヒルミミズ科、カワリヌマエビ属の 4 種は種の特定はで

きなかったが、その形態や分布等から外来種と判断された。 

 

 

表 3-4 水生生物外来種リスト 

 

  

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ
№ 門名 綱名 目名 科名

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

1 扁形動物 有棒状体 三岐腸 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ ○ ○ ○ ○ ○ 国外

2 軟体動物 腹足 汎有肺 ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科 ○ ○ 国外

3 ｻｶﾏｷｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ ○ ○ ○ ○ 国外

4 ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ ○ ○ 国外

5 二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ ｼｼﾞﾐ ｼｼﾞﾐ属 ○ 国外

6 環形動物 ﾋﾙ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ科 ○ ○ 国外

7 節足動物 軟甲 ﾖｺｴﾋﾞ ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ○ ○ その他の総合対策外来種

8 ｴﾋﾞ ﾇﾏｴﾋﾞ ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 国外

9 ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ○ ○ ○ ○ ○ 緊急対策外来種

4門 5綱 6目 9科 9種 3種 5種 3種 3種 4種 6種 6種

注）外来種の選定基準・カテゴリー

・「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

・「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

・「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

種名 外来種カテゴリー柳瀬川 東川



12 

 

3.3. 魚類 

3.3.1 生息確認種 

本調査で確認された魚類を表 3-5 に示す。また、確認された魚類の一覧表を資料編

（P.30-36）、各種の解説について資料編（P.47-48）に示す。 

 確認された魚類は 5 目 7 科 21 種であった。確認種は河川の中流から下流にかけて一

般的に生息する種であった。調査地点別では大鐘橋で 5種、二柳橋で 7 種、松戸橋で 5

種、清柳橋で 11 種、狭山湖橋で 2 種、弘法橋で 5 種、中橋で 5 種が確認された。採捕

個体数は大鐘橋で 73 個体、二柳橋で 56 個体、松戸橋で 128 個体、清柳橋で 43 個体、

狭山湖橋で 4 個体、弘法橋で 121 個体、中橋で 13個体であった。カワムツ、オイカワ、

アユの採捕個体数が多かった。 

 

表 3-5 魚類確認種リスト 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋
1 コイ ○ 〇 1 ○ 6
2 フナ類 ●
3 ギンブナ 1
4 オイカワ 38 87 20 44
5 カワムツ 59 2 31 70 3
6 タモロコ 8 2 2
7 カマツカ 1 1
8 スナゴカマツカ 2
9 ニゴイ ○
10 ドジョウ 1
11 ドジョウ(外来系統) 2 2
12 ヒガシシマドジョウ ● 5
13 サケ アユ アユ 1 3 15
14 カダヤシカダヤシ カダヤシ ●
15 ダツ メダカ ミナミメダカ 1 1
16 マハゼ 1
17 ヌマチチブ 2
18 トウヨシノボリ類 5 5
19 旧トウヨシノボリ類 13
20 ウキゴリ 3
21 タイワンドジョウ カムルチー ●

個体数 73 56 128 43 4 121 13

種類数 5種 7種 5種 11種 2種 5種 5種

注）○は目視による確認
　　●は現地踏査時の目視による確認

5目 7科 21種

種名

ハゼ

ドジョウ

コイコイ

スズキ

東川柳瀬川№ 目名 科名
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3.3.2. 重要種 

本調査で確認された魚類のうち「環境省レッドリスト 2020」（令和 2年 3月、環境省）

及び「埼玉県レッドデータブック動物編 2018」（平成 30 年 3月、埼玉県環境部みどり自

然課）に記載されている種を表 3-6(1)、(2)に示す。 

本調査で確認された重要種は、ドジョウ及びミナミメダカの 2 種で、ドジョウは狭山

湖橋、弘法橋及び中橋で、ミナミメダカは二柳橋及び中橋で確認された。 

ドジョウは水田の減少や水田と水路の分断により、繁殖環境が減少しており個体数が

減少している。また、カラドジョウ等の外来の近縁種との交雑が懸念されている。ミナ

ミメダカはドジョウと同様に繁殖環境である水田や用水路の環境悪化による個体数の減

少、飼育個体や飼育品種の放流による遺伝子汚染が懸念されている。 

 

表 3-6(1) 魚類重要種リスト 1/2 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-6(2)  魚類重要種リスト 2/2 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ

環境省レッド 埼玉県レッド

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 2020 2018

1 コイ ドジョウ ドジョウ NT

2 ダツ メダカ ミナミメダカ ○ VU NT2

合計 2目 2科 2種 0種 1種 0種 0種

No. 目名 科名 種和名 柳瀬川

選定基準

地点Ｅ 地点F 地点Ｇ

環境省レッド 埼玉県レッド

狭山湖橋 弘法橋 中橋 2020 2018

1 コイ ドジョウ ドジョウ ○ ○ ○ NT

2 ダツ メダカ ミナミメダカ ○ VU NT2

合計 2目 2科 2種 1種 1種 2種

注)重要種の選定基準・カテゴリー

・「環境省レッドリスト2020」(令和2年3月,環境省)の掲載種

　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

・「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

　EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

　NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、

　RT：地帯別危惧

選定基準

東川No. 目名 科名 種和名
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3.3.3. 外来種 

本調査で確認された外来種を表 3-7 に示す。本調査では、国内外来種についての選定

基準である「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(平成 27年

3 月、環境省)及び「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平

成 16 年 6月 2日法律第 78 号)に該当する外来種は、特定外来生物であるカダヤシ、カム

ルチーの 2種であった。清柳橋の現地踏査時にカダヤシ、大鐘橋の現地踏査時にカムル

チーが確認された。 

外来生物法では、海外から日本に持ち込まれた生物(国外由来の外来種)に焦点を絞り、

人間の移動や物流が盛んになり始めた明治時代以降に導入されたものを対象としている。

カムルチーは 1923～1924 年に中国大陸や朝鮮半島から国内に導入されたが、江戸時代に

既に国内に持ち込まれていたとする説があり、また、生態系に被害を及ぼした明確な被

害状況が確認できていないことから、上記選定基準に掲載されていない。 

また、国外からの外来種ではないが、カワムツ、タモロコ及びカマツカの 3 種は関東

平野に自然分布しておらず、人為的に移植された種である。カマツカはこれまで 1 種と

して扱われてきたが、平成 30年にカマツカ、ナガレカマツカ及びスナゴカマツカの 3

種に分けられた。このうち関東平野に自然分布するのはスナゴカマツカであるが、本調

査で確認されたのはカマツカであった。 

 

 

表 3-7 魚類外来種リスト 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 二柳橋 中橋

1 カダヤシ カダヤシ カダヤシ ○ 特定外来、重点対策外来種

2 スズキ タイワンドジョウ カムルチー ○ 国外由来

合計 1目 1科 1種 1種 0種 0種 1種 0種 0種 0種

外来種の選定基準・カテゴリー

・「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

・「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

・「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

外来種カテゴリーNo. 目名 科名 種和名 柳瀬川 東川
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3.4 付着藻類 

3.4.1. 生息確認種 

本調査で確認された付着藻類を表 3-8 (1)、(2)に示す。また、確認された付着藻類の

一覧表を資料編（P.37-43）、各種の生態について資料編（P.49-51）に示す。 

本調査で確認された付着藻類は 4綱 12 目 22 科 98 種であった。確認種の構成は、珪藻

類が他の藻類に比べて特に多く確認され、河川における一般的な傾向を示した。確認種

類数は大鐘橋 6種、二柳橋 53種、松戸橋 33種、清柳橋 65種、狭山湖橋 33 種、弘法橋

43 種、中橋 27種で、清柳橋で確認種類数が特に多かった。 

 

表 3-8(1) 付着藻類確認種リスト 1/2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

1 藍藻 ｸﾛｵｺｯｶｽ ｴﾝﾄﾌｨｻﾘｽ ｴﾝﾄﾌｨｻﾘｽ Entophysalis lemaniae ○ ○ ○ ○ ○

2 ｶﾏｴｼﾌｫﾝ ｶﾏｴｼﾌｫﾝ ｺﾝﾎﾞｳﾗﾝｿｳ Chamaesiphon minutus ○ ○

3 ｺｳﾎﾞｳﾗﾝｿｳ Chamaesiphon confervicola ○ ○ ○

4 ﾈﾝｼﾞｭﾓ ﾋｹﾞﾓ ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾗﾝｿｳ Homoeothrix janthina * ○ ○ ○ ○ ○

5 ﾕﾚﾓ ｻﾔﾕﾚﾓ Phormidium  sp. ○ ○ ○

6 紅藻 ｵｵｲｼｿｳ ｵｵｲｼｿｳ ｵｵｲｼｿｳ Compsopogon coeruleus ○ ○

7 ｱｸﾛｶｴﾁｳﾑ ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ Audouinella sp. ○ ○ ○ ○

8 珪藻 中心 ﾀﾗｼｵｼﾗ ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ Cyclotella meneghiniana ○ ○

9 ﾒﾛｼﾗ ｽｼﾞﾀﾙｹｲｿｳ Aulacoseira ambigua ○

10 ｽｼﾞﾀﾙｹｲｿｳ Aulacoseira granulata ○ ○

11 ﾁｬﾂﾞﾂｹｲｿｳ Melosira varians ○ ○ ○ ○ ○

12 ｱﾅｳﾙｽ ｻﾝｶｸｶﾞｻﾈｹｲｿｳ Hydrosera triquetra ○

13 羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ ｲﾀｹｲｿｳ Diatoma vulgaris ○ ○ ○

14 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria capitellata ○

15 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria fasciculata ○ ○

16 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria rumpens ○

17 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria vaucheriae ○ ○

18 ｵﾋﾞｼﾞｭｳｼﾞｹｲｿｳ Staurosira construens  var. venter ○

19 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria lanceolata ○ ○ ○ ○ ○

20 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria pseudogailonii ○ ○ ○

21 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria ulna ○ ○ ○

22 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria ulna  var. oxyrhynchus ○ ○

23 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria ulna var. ulna ○ ○

24 ﾅﾋﾞｸﾗ ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Amphora montana ○ ○

25 ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Amphora pediculus ○ ○

26 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cymbella tumida ○ ○

27 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cymbella turgidula ○ ○

28 ﾊﾗﾐｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Encyonema leei ○ ○

29 ﾊﾗﾐｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Encyonema prostratum ○

30 ﾊｽﾌﾈｹｲｿｳ Frustulia vulgaris ○ ○

31 ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ Gomphoneis heterominuta ○ ○ ○ ○

32 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema augur ○

33 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema clavatum ○

34 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema gracile ○ ○

35 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema inaequilongum ○

36 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema lagenula ○ ○ ○ ○ ○ ○

37 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema parvulum ○ ○ ○ ○ ○ ○

38 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema pseudoaugur ○ ○ ○ ○

39 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema pseudosphaerophorum ○

40 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema truncatum ○ ○ ○

41 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema pumilum var. rugidum ○ ○

42 ﾆｾﾒｶﾞﾈｹｲｿｳ Goyrosigma scalproides ○ ○

43 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cryptocephala ○ ○ ○ ○

44 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cryptotenella ○ ○ ○ ○ ○

45 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula decussis ○ ○

46 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula goeppertiana ○

47 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula gregaria ○ ○ ○ ○

48 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula minima ○ ○ ○

49 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula molestiformis ○

50 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula nipponica ○ ○ ○

東川No. 綱名 目名 科名

　　　種　　　名　

柳瀬川
和名 学名
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表 3-8(2) 付着藻類確認種リスト 2/2 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

51 珪藻 羽状 ﾅﾋﾞｸﾗ ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula pseudacceptata ○

52 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula rostellata ○ ○ ○ ○

53 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula saprophila ○ ○ ○

54 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula seminulum ○ ○ ○ ○ ○

55 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula subminuscula ○ ○ ○ ○

56 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula subrostellata ○ ○ ○ ○

57 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula sprinii ○

58 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula symmetrica ○ ○ ○ ○

59 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula tripunctata ○

60 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula trivialis ○ ○ ○

61 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula veneta ○ ○ ○

62 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula viridula ○

63 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula yuraensis ○ ○

64 ｶｲｺﾏｹｹｲｿｳ Reimeria sinuata ○ ○

65 ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Rhoicosphenia abbreviata ○ ○ ○ ○

66 ﾌﾈｹｲｿｳ Sellaphora japonica ○ ○ ○ ○

67 ｴﾘﾂｷｹｲｿｳ Sellaphora pupula ○ ○ ○

68 ｱｸﾅﾝﾃｽ ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium clevei ○

69 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium exiguum ○

70 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium japonicum ○ ○ ○

71 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium minutissimum ○

72 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium subhudsonis ○ ○

73 ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeis pediculus ○ ○ ○ ○

74 ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeis placentula var. linearis ○ ○ ○ ○ ○ ○

75 ﾌﾄｽｼﾞﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Planothidium lanceolatum ○ ○ ○ ○

76 ﾊﾈｹｲｿｳ ﾊﾈｹｲｿｳ Pinnularia gibba ○

77 ﾆｯﾁｱ ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia amphibia ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia inconspicua ○ ○ ○ ○

79 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia linearis ○ ○ ○

80 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia palea ○ ○ ○ ○ ○

81 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia paleacea ○ ○

82 ｽﾘﾚﾗ ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella angusta ○ ○ ○

83 ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella bifrons ○

84 緑藻 ｸﾛﾛｺｯｸﾑ ｸﾛﾛｺｯｸﾑ ｶﾗｷｳﾑ Characium  sp. ○

85 ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus acutiformis ○

86 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus acutus ○ ○

87 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus armatus ○

88 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus armatus var. ecornis ○

89 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus spinosus ○

90 ｱﾐﾐﾄﾞﾛ ｸﾝｼｮｳﾓ Pediastrum boryanum ○

91 ｶｴﾄﾌｫﾗ ｶｴﾄﾌｫﾗ ｸﾛﾆｵﾌｫﾗ Cloniophora plumosa ○ ○ ○ ○

92 ｷﾇﾐﾄﾞﾛ Stigeoclonium  sp. ○ ○ ○ ○ ○

93 ｶｴﾄﾌｫﾗ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） ○ ○ ○ ○ ○ ○

94 ｻﾔﾐﾄﾞﾛ ｻﾔﾐﾄﾞﾛ ｻﾔﾐﾄﾞﾛ Oedogonium sp. ○ ○ ○ ○

95 ﾐﾄﾞﾘｹﾞ ｼｵｸﾞｻ ﾐｿﾞｼﾞｭｽﾓ Chaetomorpha okamurai ○

96 ｼｵｸﾞｻ Cladophora glomerata ○ ○ ○

97 ﾈﾀﾞｼｸﾞｻ Rhizoclonium sp. ○ ○

98 ﾎｼﾐﾄﾞﾛ ﾎｼﾐﾄﾞﾛ ｱｵﾐﾄﾞﾛ Spirogyra  sp. ○

4綱 12目 22科 6種 53種 33種 65種 33種 43種 27種

細胞数（cells/cm2）

沈澱量（ml/125cm2 全試料)

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

98種

和名 学名
綱名 目名 科名

　　　種　　　名　

柳瀬川 東川No.
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3.4.2. 重要種 

本調査で確認された重要種を表 3-9 に示す。「環境省レッドリスト 2020」（令和 2年 3

月、環境省）及び「埼玉県レッドデータブック 2011（植物編）」（平成 24 年 3 月、埼玉

県環境部みどり自然課）に掲載されている種として、オオイシソウ（Compsopogon 

coeruleus）が確認された。 

本種は、小川や水路などの浅い流水で川底の石やコンクリート、水生植物などに着生

する淡水紅藻で、開発などの影響により全国的に生育地が減少している。「埼玉県レッド

データブック 2011（植物編）」では、鶴ヶ島市のみに生育しているとされているが、平

成 27年 8 月に川越市内で約 50年ぶりに確認された。本調査においても、狭山湖橋及び

中橋で確認された。 

 

表 3-9 付着藻類重要種リスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.4.3. 外来種 

本調査で確認された付着藻類に外来種は含まれていなかった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

環境省レッド 埼玉県レッド

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋 2020 2011

1 紅色植物 紅藻 ｵｵｲｼｿｳ ｵｵｲｼｿｳ ｵｵｲｼｿｳ Compsopogon coeruleus ○ ○ VU CR

合計 1門 1綱 1目 1科 0種 0種 0種 0種 1種 0種 1種

注)重要種の選定基準・カテゴリー

  ・「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

  ・「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、

DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

柳瀬川 東川

1種

選定基準

学名No. 門名 綱名 目名 科名 種和名
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4. 評価 

4.1 水質判定 

3.1 及び 3.4.1 で示した水生生物及び付着藻類の生息確認種の調査結果に基づき、以

下に示す①～⑥の方法で水質判定を行った。水生生物については①～⑥の方法、付着藻

類については③～⑥の 4つの方法により、水質判定を行った。判定方法の詳細は資料編

（P.56-64）に示す。①の記録用紙を資料編（P.65-108）に、②の記録用紙を資料編

(P.109-156)に示す。 

 

① 評価法マニュアル-日本版平均スコア法-（平成 29 年 3月，環境省） 

② 川の生きものを調べよう～水生生物による水質判定～（環境省・国土交通省） 

③ 優占種法 

④ Beck-Tsuda 法 

⑤ Kolkwitz 法 

⑥ 汚濁指数法 

 

 

4.1.1. 水生生物による水質判定の結果 

水生生物による生物学的水質判定の結果を表 4-1(1)、(2)に示す。水質判定方法と水

質階級を表 4-2 に示す。①～⑥の 6つの水質判定方法があるが、当市では、河川に暮ら

す一般に親しみのある底生生物を用いている ②「川の生きものを調べよう～水生生物に

よる水質判定～」（環境省・国土交通省）を主な評価基準としている。 

水質判定方法②では、大鐘橋が「きれいな水」(水質階級Ⅰ)、二柳橋、清柳橋、弘法

橋が「ややきれいな水」（水質階級Ⅱ）、松戸橋と中橋が「きたない水」（水質階級Ⅲ）、

狭山湖橋が「とてもきたない水」(水質階級Ⅳ)と判定された。 

水質判定方法①では、大鐘橋平均スコア 6.9 で「良好」、二柳橋は平均スコア 6.5 で「良

好」、松戸橋は平均スコア 6.5 で「良好」、清柳橋は平均スコア 6.6 で「良好」、狭山湖橋

は平均スコア 3.1 で「良好とはいえない」、弘法橋は平均スコア 5.3 で「やや良好」、中

橋は平均スコア 4.8 で「良好とはいえない」と判定された。 

また、水質判定方法③～⑥による総合判定では、大鐘橋、二柳橋、松戸橋、清柳橋及

び中橋はＯs(清冽な水域) ～ βm(やや汚い水域)、弘法橋はβm(やや汚い水域)、狭山湖

橋はβm(やや汚い水域) ～ αm(かなり汚い水域)と判定された。弘法橋と狭山湖橋は、

他の地点と比較すると、③～⑥の判定方法では、指数はそれぞれ汚濁が進んだ値を示し

た。 

これらのことから、大鐘橋、二柳橋、清柳橋及び弘法橋は比較的良好な水質で、松戸

橋、狭山湖橋及び中橋は他の地点と比較して、やや汚濁が進行した状況にあると考えら

れる。なお、松戸橋は、水質判定方法②では「きたない水」（水質階級Ⅲ）と判定された

が、その他の水質判定方法では良好な結果を示していることから、比較的良好な水質で

あると考えられる。 
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地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

狭山湖橋 弘法橋 中橋
平均スコア 3.1 5.3 4.8
判定結果 良好とはいえない やや良好 良好とはいえない
水質階級 Ⅳ Ⅱ Ⅲ

判定結果 とてもきたない水 ややきれいな水 きたない水

優占種 ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属 ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ
判定結果 αm Os βm

④ βm(17) Os(28) Os(25)
Ps(4) Ps(1) Ps（2）
αm(3) αm(6) αm（5）
βm(1) βm(5) βm（6）
Os(1) Os(6) Os（3）
不明(7) 不明(5) 不明（7）

判定結果 不明 αm 不明
⑥ αm(3.14) βm(2.23) βm(2.42)

βm～αm βm Os～βm

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

東川

① 日本版平均スコア法

②
川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判

定～

汚濁指数法
③～⑥　総合判定

③ 優占種法

Beck-Tsuda法

⑤ Kolkwitz法
出現種類数

表 4-1(1) 水生生物による生物学的水質判定(柳瀬川) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-1(2) 水生生物による生物学的水質判定(東川) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1.Beck-Tsuda 法の括弧内は生物指数、汚濁指数法における括弧内は汚濁指数を示す。 

2.Kolkwitz 法の括弧内は各水質階級における出現種類数を示す。 

  3.中橋のKolkwitz法の判定結果は水質階級が不明な種が最も多かったため不明とした。 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋
平均スコア 6.9 6.5 6.5 6.6
判定結果 良好 良好 良好 良好
水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅱ

判定結果 きれいな水 ややきれいな水 きたない水 ややきれいな水

優占種 ｵﾅｼｶﾜｹﾞﾗ属 ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ
判定結果 Os Os Os Os

④ Os(30) Os(44) Os(44) Os(41)
Ps(1) Ps（0） Ps(0) Ps（0）
αm(4) αm（6） αm(6) αm（5）
βm(8) βm（8） βm(9) βm（10）
Os(5) Os（13） Os(11) Os（12）

不明(8) 不明（7） 不明(9) 不明（5）
判定結果 βm Os Os Os

⑥ βm(2.09) βm(1.90) βm(1.95) βm(1.79)
Os～βm Os～βm Os～βm Os～βm

柳瀬川

⑤ Kolkwitz法
出現種類数

③～⑥　総合判定

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

① 日本版平均スコア法

②
川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判

定～

③ 優占種法

Beck-Tsuda法

汚濁指数法
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表 4-2 水質判定方法と水質階級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）優占種法及びKolkwitz 法の判定結果は生物学的水質階級が該当する。 

 

① 日本版平均スコア法

貧腐水性水域（Os） 7.5以上 水質階級Ⅰ

清冽な水域 とても良好 きれいな水

β中腐水性水域（βm） 6.0以上　7.5未満 水質階級Ⅱ

やや汚い水域 良好 ややきれいな水

α中腐水性水域（αm） 5.0以上　6.0未満 水質階級Ⅲ

かなり汚い水域 やや良好 きたない水

強腐水性水域（Ps） 5.0未満 水質階級Ⅳ

極めて汚い水域 良好とはいえない とても汚い水

② 川の生きもの
を調べよう

～水生生物によ
る水質判定～

④ Beck-
Tsuda法
生物指数

⑥ 汚濁指数法
   汚濁階級指

数
きれい

Ⅰ 20以上 1.0～1.5

③,⑤ 生物学的水質階級

0～5 3.5～4.0
汚い

11～19 1.5～2.5

Ⅲ 6～10 2.5～3.5

Ⅱ

Ⅳ

水
質
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4.1.2. 付着藻類による水質判定の結果 

付着藻類による生物学的水質判定の結果を表 4-3(1)、(2)に示す。水質判定方法と水

質階級を表 4-4 に示す。 

付着藻類による水質判定の結果は、総合判定で二柳橋、松戸橋、清柳橋、弘法橋及び

中橋 Oｓ（清冽な水域）～βm（やや汚い水域）、大鐘橋と狭山湖橋でβm(やや汚い水域)

と判定された。③～⑥の各判定方法においても各調査地点で同じ判定結果となったが、

狭山湖橋は他の地点と比較して、全ての判定方法で結果が低かったことから、調査地点

のなかでは汚濁が進行している状況が見られた。 

 

表 4-3(1) 付着藻類による生物学的水質判定(柳瀬川) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 4-3(2) 付着藻類による生物学的水質判定(東川) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
注）1.清柳橋の優占種法では優占種の水質階級が不明であった。 

2.Beck-Tsuda 法の括弧内は生物指数、汚濁指数法における括弧内は汚濁指数を示す。 

3.Kolkwitz 法の括弧内は各水質階級における出現種類数を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋
ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾗﾝｿｳ ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾗﾝｿｳ ｸﾛﾆｵﾌｫﾗ

Audouinella sp. Homoeothrix janthina Homoeothrix janthina Cloniophora plumosa 
判定結果 Os～βm Os～βm Os～βm －

④ αm(10) Os(72) Os(48) Os(91)
Ps（0） Ps（5） Ps（3） Ps（4）
αm（1） αm（5） αm（3） αm（10）
βm(4） βm（26） βm（18） βm（34）
Os（0） Os（3） Os（1） Os（4）
不明（1） 不明（14） 不明（8） 不明（13）

判定結果 βm βm βm βm
⑥ Os(1.40) Os～βm(2.11) Os(1.95) Os～βm(2.10)

βm Os～βm Os～βm Os～βm

柳瀬川

⑤ Kolkwitz法
出現種類数

総合判定

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

③ 優占種法
優占種

Beck-Tsuda法

汚濁指数法

地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

狭山湖橋 弘法橋 中橋
ﾌﾈｹｲｿｳ ｸﾛﾆｵﾌｫﾗ ｺﾝﾎﾞｳﾗﾝｿｳ

Navicula saprophila Cloniophora plumosa Chamaesiphon minutus
判定結果 βm～αm － Os～βm

④ Os(41) Os(59) Os(36)
Ps(6) Ps(7) Ps（3）
αm(7) αm(7) αm（1）
βm(11) βm(7) βm（11）
Os(1) Os(3) Os（1）

不明(8) 不明(7) 不明（11）
判定結果 βm βm βm

⑥ βm～αm(2.71) βm(2.38) Os～βm(2.09)
βm Os～βm Os～βm

Beck-Tsuda法

⑤ Kolkwitz法
出現種類数

汚濁指数法
総合判定

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

東川

③ 優占種法
優占種
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地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋
3.26 3.83 3.74 3.94 2.22 3.06 2.43
1.04 1.35 1.33 1.90 1.00 1.28 1.99
0.26 2.76 1.67 3.86 3.04 3.11 3.05

東川
　　　　地点名

　項目
水生生物

魚類
付着藻類

柳瀬川

表 4-4 水質判定方法と水質階級 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.2. 多様度指数 

現地調査結果に基づき、各調査項目の多様度指数の算出を行った。算出した多様度指

数を表 4-5 に示す。 

水生生物の多様度指数は 2.22～3.94 で清柳橋が最も高く、狭山湖橋が最も低い値を示

した。付着藻類の多様度指数は 0.26～3.86 で清柳橋が最も高く、大鐘橋が最も低い値を

示した。水生生物、付着藻類共に清柳橋における多様度指数が高く、複雑な群集を構成

していると考えられる。なお、多様性指数が高いほど、種数が多く、かつ各種の均等度

が高いことを表している。 

魚類については定量的な採集を実施していないため参考値とする。 

 

 

表 4-5 多様度指数 

 

 

 

 

 

注）魚類は定量的な調査を実施していないため参考値とする。 

 

貧腐水域（Os）

清冽な水域

β中腐水域（βm）

やや汚い水域

α中腐水域（αm）

かなり汚い水域

強腐水域（Ps）

極めて汚い水域

④ Beck-Tsuda法
生物指数

⑥ 汚濁指数法
   汚濁階級指数

きれい

20以上 1.65～2.30Ⅰ

③,⑤ 生物学的水質階級

汚い

11～19 1.95～3.25

6～10 2.40～3.15

0～5 2.90～4.00

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

水
質
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5. 考察 

5.1. 河川生物調査 

5.1.1. 水生生物 

本調査で確認された水生生物はいずれも河川や池沼に一般的に生息する種が多かった。

確認種類数は、大鐘橋 39種、二柳橋 42 種、松戸橋 40 種、清柳橋 39種、狭山湖橋 23 種、

弘法橋 29 種、中橋 29 種であり、東川の各調査地点より柳瀬川の各調査地点で多い傾向

にあった。多様度指数も柳瀬川の各調査地点が東川の各調査地点より高く、複雑な群集

を形成していると考えられる。また、全ての調査地点において、アメリカツノウズムシ、

サカマキガイ、フロリダマミズヨコエビといった外来種が多く確認されたことから、人

為的影響を受けやすい河川状況であると考えられる。 

大鐘橋は、柳瀬川の源流付近に位置し、流量が少なく河床には泥や落ち葉等の腐植質

の堆積も見られた。また、川岸には樹木が茂り、鬱閉した薄暗い環境が多かった。こう

した環境を反映して、トンボ類、ヤマトクロスジヘビトンボ、ネグロセンブリ等の泥底

に生息する種、落ち葉を利用して巣を作るカクツツトビケラ属、薄暗い環境に生息する

コセアカアメンボやシマアメンボが確認された。源流域に近いことから水温が低く、清

冽な水質を好むオナシカワゲラ属も確認され、水質が良好であることが伺われた。各水

質判定方法、水質調査の結果も良好な結果であったため、河川生物の生息に適した水質

であると考えられる。 

二柳橋は、平瀬が多く、早瀬や淵の規模は小さかった。こうした環境を反映して、コ

カゲロウ類やシマトビケラ類等の平地流の平瀬から早瀬に生息する種が確認された。各

水質判定方法、水質調査の結果も良好な結果であったため、河川生物の生息に適した水

質であると考えられる。 

松戸橋は、流量が多く、瀬・淵の区別がはっきりしていた。河床は礫や砂からなると

ころが多く、周辺は開放的な環境となっていた。こうした環境を反映して、早瀬ではコ

カゲロウ類やヒゲナガカワトビケラ等の流れの速い礫底に生息する種が確認された。流

れの緩やかな淵では、カワリヌマエビ属やヤマサナエといった緩流性の種が確認された。

また、左岸に見られた地下水の湧出部では、地下水性のコジマチカヨコエビが確認され

た。各水質判定方法では「川の生きものを調べよう」で「きたない水」(水質階級Ⅲ)と

判定されたが、その他の方法では良好な結果となっている。水質調査の結果も良好な結

果であったため、ある程度は河川生物の生息に適した水質であると考えられる。 

清柳橋は、各調査地点と比べて水量が多く、瀬、平瀬、淵といった各環境の規模が大

きかった。水際には、ツルヨシ等による植生は発達していた。こうした環境を反映して、

コカゲロウ類やヒゲナガカワトビケラ、シマトビケラ類、ヒラタドロムシ類等の流水性

の種が確認された。また、水際の植生においては、スジエビやハグロトンボなどの緩流

性の種が確認された。各水質判定方法、水質調査の結果も良好な結果であったため、河

川生物の生息に適した水質であると考えられる。多様度指数については、水生生物、府

付着藻類、魚類の全てで、全調査地点中で一番高い値であった。 

狭山湖橋は、河川の規模が小さく単調な環境であり、水の流れは緩やかであった。生

息環境として、平瀬、早瀬、水際の植生が存在し、河床は礫底及び砂底であった。こう
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した環境を反映して、礫底ではシマイシビル、砂底ではユリミミズ属など汚濁に対して

耐性を持っている種が多く確認された。各水質判定方法、水質調査どちらの結果におい

ても、汚濁が進んだ結果となっている。その結果を示すように、確認された種は汚濁に

耐性を持つ種が占める割合が高かった。 

弘法橋は、水の流れは緩やかであり、平瀬、早瀬、水際の植生、湛水域が存在し、河

床は上流側では主に礫底、下流側の湛水域では、コンクリートであった。こうした環境

を反映して、早瀬ではコカゲロウ類やシマトビケラ類、ヒラタドロムシ類等の流水性の

種が確認された。シロハラコカゲロウやウデマガリコカゲロウ、ウルマーシマトビケラ

といった汚濁に対して耐性を持たない種は、早瀬のみで確認された。各水質判定方法の

結果は良好であったが、水質調査ではｐＨが環境基準を超過した。弘法橋は光合成の影

響もあり、市の計画で毎月行っている水質調査においても、夏場はｐＨがアルカリ性を

示す傾向がある。弘法橋の現地調査の際は、藻類が多く繁栄していたことから、光合成

が原因でアルカリ性を示していたものと考えられる。なお、洗剤のような下水臭が感じ

られることもあり、生活排水も一因であると思われる。ＢＯＤが高いときもあるが、汚

濁に耐性を持たない種も確認されていることから、ある程度は河川生物の生息に適した

水質であると考えられる。 

中橋は、水量が少なく早瀬や淵の規模が小さい単調な環境であった。こうした環境を

反映して、早瀬ではコカゲロウ類やシマトビケラ類等の流水性の種が確認された。緩流

部で確認された種の多くは汚濁に対する耐性を持つ種が多かったが、シロハラコガケロ

ウやウルマーシマトビケラといった汚濁に対して敏感な種も確認された。各水質判定方

法では「川の生きものを調べよう」で「きたない水」(水質階級Ⅲ)と判定されたが、そ

の他の方法では良好な結果となっている。水質調査の結果も良好な結果であったため、

河川生物の生息に適した水質であると考えられる。 

 

 

5.1.2. 魚類 

 本調査で確認された魚類は河川の中流から下流にかけて一般的に生息する種が多かっ

た。確認種はいずれも汚濁に耐性を持つ種であった。 

 大鐘橋では、5 種 73 個体の魚類が確認された。確認種はいずれも緩流性で細流に生息

することが多い種で、流量が少なく流れの緩やかな本調査地点の環境を反映したもので

あったが、例外的にカムルチーが確認されている。本種は全長 1 m を超えることから、

水量の少ない本調査地点は、恒常的な生息地ではないと考えられる。人為的に放流され

たか、増水時に周辺水域から移動してきた可能性が考えられる。 

二柳橋では 7種 56 個体の魚類が確認された。本調査地点は平瀬が多く、早瀬や淵の規

模は小さい。こうした本調査地点の環境を反映し、開放的な平瀬を好むオイカワの個体

数が多かった。このほか砂底に依存するカマツカや礫底を好む旧トウヨシノボリ類が確

認され、本調査地点の底質環境を反映した結果であった。 

 松戸橋では、5種 128 個体の魚類が確認された。本調査地点は、開放的な平瀬及び早瀬

が多く、比較的大きな淵も見られた。こうした環境から、オイカワ、カワムツ及びアユ
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等の開けた瀬に生息する種が確認され、また、淵では緩やかな流れを好むコイなどが確

認された。河床が砂からなる場所では、砂地に依存するスナゴカマツカが確認された。

全調査地点中、最も個体数が多かった。 

清柳橋では、11 種 43 個体の魚類が確認され、確認種は全調査地点中で最も多かった。

本調査地点は他の調査地点と比較して水量が多く、早瀬、平瀬、淵といた各環境の規模

が大きい。また、ツルヨシ等による水際の植生が発達しており、魚類の隠れ家となる環

境を提供している。早瀬ではアユが多くみられ、平瀬ではオイカワの個体数が多かった。

また、淵では緩流性のコイやフナ類、ニゴイ等が確認された。底生魚では砂底に生息す

るカマツカ、礫底に生息するヌマチチブが確認され、水際の植生ではウキゴリが確認さ

れた。確認種のうちアユ、ヌマチチブ、ウキゴリは両側回遊魚（孵化後海域に流下し、

再び淡水域に戻る回遊魚）であり、また、海域から汽水にかけて生息するマハゼが確認

されていることから海域とのつながりを伺わせる。 

 狭山湖橋では、2種 4個体の魚類が確認された。本調査地点は河川規模が小さく、平瀬

が続く単調な環境であり、流れは緩やかで河床は礫底及び砂底であった。こうした環境

を反映し、緩流～止水域環境を好むタモロコ及びドジョウ(外来系統)が確認された。全調

査地点中、最も確認種類数、個体数が少なかった。 

 弘法橋では、5種 121 個体の魚類が確認された。確認種は緩流性のものが多く、流れの

緩やかな本調査地点の環境を反映したものであった。弘法橋より上流側は水際の植生が

存在する平瀬となっており、個体数は少ないがドジョウ(外来系統)やヒガシシマドジョ

ウが確認された。弘法橋より下流側は植生がなく開放的な湛水域となっており、こうし

た開けた環境に多く見られるコイやオイカワ、カワムツが多く確認された。 

中橋では 5種 13 個体の魚類が確認され、種類数、個体数ともに少なかった。確認種は

緩流性のものが多く、水量が少なく流れの緩やかな環境である本調査地点の環境を反映

したものであった。ドジョウ及びミナミメダカは河川にも生息するが水路や細流に多く

見られる種である。他の調査地点で見られたカマツカやハゼ科の底生性の魚類は確認さ

れなかった。 

 

5.1.3. 付着藻類 

本調査で確認された付着藻類は河川の中流から下流にかけて一般的に生息する種が多

かった。 

調査地点別にみると、大鐘橋 6種、二柳橋 53 種、松戸橋 33種、清柳橋 65種、狭山湖

橋 33種、弘法橋 43種、中橋 27 種であった。確認種類数は清柳橋が最も多く、大鐘橋が

最も少なかった。傾向としては、大鐘橋を除く柳瀬川の調査地点で確認種類数が多くな

った。また、重要種としてはオオイシソウ（Gomphonema coeruleus）が狭山湖橋及び中

橋で確認された。また、重要種ではないがクサビケイソウ（Gomphonema augur）、ハリケ

イソウ（Ulnaria lanceolata）、フネケイソウ（Navicula trivialis）といった稀産種も

確認された。 

調査地点別の水質判定結果は、優占種法、Beck-Tsuda 法、Kolkwitz 法、汚濁指数法に

よる総合判定では、二柳橋、松戸橋、清柳橋、弘法橋、中橋においては Os～βm（清冽な
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水域～ややきれいな水域）、大鐘橋、狭山湖橋においてはβm(やや汚い水域)と判定され

た。大鐘橋においては、水生生物による判定結果や水質調査の結果が良好であったが、

付着藻類による判定結果は、全調査地点中、一番低い結果となった。この理由として、

大鐘橋は、河川規模が小さく、河床に泥が多く、付着藻類の付着基盤となる礫が少なか

った。また、河川周辺には樹木が茂り日照が少なく、水温も低いことから生育できる付

着藻類が限られ、確認種類が少なかった可能性が考えられる。 

本調査において出現した種は、各調査地点とも、好汚濁性種（汚濁した水域に出現す

ることが多い種）、好清水性種（清冽な水域に出現することが多い種）、広適応性種（好

汚濁性種・好清水性種のどちらでもない種）と幅広く確認された。また、調査時のｐＨ

は 7.3～9.2 でややアルカリ性に偏っていた。こうした水質を反映して確認種の多くは中

性種（ｐＨが中性周辺の幅広い範囲の水域に出現する種）～好アルカリ性種（ｐＨが中

性以上のアルカリ水域で多産するが、ｐＨ9.0 以上の水域では優占しない種）であった。 

 

5.2. 既往調査(昭和 58～昭和 60 年）との比較 

5.2.1 水生生物 

各調査地点において、昭和 58年から昭和 60年の 3 年間及び平成 29年に実施された既

往調査結果との比較を行った。各調査地点のうち二柳橋、狭山湖橋及び中橋は既往調査

と同一地点ではないため、既往調査地点の中で最も近傍の調査地点との比較を行った。

二柳橋の類似地点は松戸橋、狭山湖橋の類似地点は St.5(橋名なし)、中橋の類似地点は

弘法橋とした。本調査と既往調査時の確認種を資料編（P.155-160）に示す。 

本調査における地点別確認種類数は 23～42 種で、既往調査では 16～30 種であり、確

認種類数は本調査の方が多かった。既往調査時はミミズ類や昆虫類のハエ目の確認種が

多かったが、本調査では既往調査時の確認種に加え、カゲロウ類やトビケラ類等の水生

昆虫類の確認種類数が大幅に増加している。優占種については既往調査ではイトミミズ

類やセスジユスリカに代表される極めて汚濁した水域の指標となる種が優占し、本調査

においてはコガタシマトビケラやコカゲロウ類等の清冽な水域～やや汚濁した水域の指

標種が優占した。このことから既往調査時と比較して水質が改善され、生息種が増加し

たと考えられる。また、既往調査時の優占種は砂泥質で緩流～止水環境を好む種であっ

たのに対し、本調査の確認種は礫底の流水環境を好む種が多いことから流況や底質にも

変化があったものと推察される。 

この他、既往調査時に確認された外来種はサカマキガイ 1 種であったのに対し、本調

査で確認された外来種はアメリカツノウズムシやフロリダマミズヨコエビ等、9 種に増加

している。本調査で確認された外来種はその移入経路が明確でない種も多いが、食用（シ

ジミ属）や釣り餌（カワリヌマエビ属）、観賞魚や水草に混入（サカマキガイ）等、様々

な目的で輸入された生物やそれらに混入した生物であると考えられている。こうした人

による利用に付随して移入されることから人為的影響が大きい地域で外来種は増加する

傾向にある。本調査河川は流域の多くが市街地であることから、人為的影響を受けやす

く、外来種が増加したと考えられる。 
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5.2.2. 魚類 

本調査と既往調査(平成 29 年)の確認種を資料編(P.161)に示す。なお、魚類の既往

調査は平成 29 年度の大鐘橋のみの実施であるため、本項では大鐘橋のみ本調査と既

往調査の比較を行った。確認種の詳細については、資料編（P.47-48）に示す。 

  大鐘橋では、本調査で 5 種、既往調査で 6 種が確認された。確認種を比較すると、

本調査ではギンブナ及びカムルチーが新たに確認され、既往調査で確認されたモツ

ゴ及びヤリタナゴは確認されなかった。 

  魚類については、蓄積されたデータが少ないため、今後も継続して調査を実施す

ることが望ましいと考えられる。 

 

5.2.3. 付着藻類 

本調査と既往調査(昭和 58～昭和 60 年)の確認種を資料編（P.162-167）に示す。 

本調査の地点別確認種類数は 6～65 種で、既往調査の地点別確認種類数は 6～42 種であ

り、ほとんどの調査地点において本調査の方が確認種類数は多かったが、大鐘橋は既往

調査より確認種類数が減少した。 

優占種については、既往調査では、ハリケイソウ（Ulnaria ulna var. ulna）、クサビ

ケイソウ（Gomphonema parvulum）、ササノハケイソウ（Nitzschia palea）等が優占した。 

これらの種は中性～好アルカリ性種であり、また、好汚濁性種（汚濁がみられる水域に

多く出現する種）、または広適応性種（汚濁した水域と清冽な水域の双方で出現する種）

であっても汚濁した水域を好む種である。 

本調査においても、既往調査時の優占種は確認されているが、本調査の優占種は既往調

査と異なっている。本調査の優占種は、大鐘橋がオオジュイネラ(Audouinella sp.）、二

柳橋、松戸橋、中橋がビロウドランソウ（Homoeothrix janthina）、清柳橋、弘法橋がク

ロニオフォラ（Cloniophora plumosa）、狭山湖橋がフネケイソウ（Navicula saprophila）

であった。これらの種のうちビロウドランソウは、好清水性種(清冽な水域に出現するこ

とが多い種)である。 

全体的に本調査、既往調査共に好汚濁性種、広適応性種が幅広く出現しており、また

中性種～好アルカリ性種が多く出現した。大鐘橋では、既往調査時には確認されていな

いオオジュイネラが優占していたことから、生育条件に変化があった可能性が考えられ

る。 

 

5.2.4. 水質判定結果 

本調査地点別の本調査と既往調査の水生生物及び付着藻類による水質判定結果を表

5-1(1)～(7)及び表 5-2 (1)～(7)に示す。 

大鐘橋については、本調査と既往調査で共通の調査地点であるため、そのまま比較を

行った。判定方法①では、既往調査時の平均スコアは昭和 58年度～昭和 60年度までは、

5.0～5.9 でいずれも「やや良好」と判定された。平成 29 年度の調査では 6.2 で「良好」

と判定された。本調査の平均スコアは 6.9 で「良好」と判定された。判定方法②では、

既往調査は「きれいな水」(水質階級Ⅰ)～「ややきれいな水」(水質階級Ⅱ)と判定され、
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本調査では、「きれいな水」(水質階級Ⅰ)と判定された。判定方法③～⑥では、既往調査

は、昭和 58 年度 Os(清冽な水域)、昭和 59 年度～昭和 60 年度 Os(清冽な水域)～βm(や

や汚い水域)と判定された。いずれの方法においても、既往調査と本調査で大きな変化は

なく、良好な判定結果であった。付着藻類による判定方法③～⑥の判定結果は、既往調

査はβm(やや汚い水域)と判定され、本調査でもβm(やや汚い水域)であり、水質の変化

は見られなかった。 

二柳橋については、本調査と既往調査で共通の地点で調査を行っていないため、二柳

橋の近傍の調査地点である松戸橋と比較した。水生生物による判定結果は、判定方法①

で既往調査時の平均スコアは 2.0～4.3 で「良好とはいえない」と判定された。本調査で

はスコア値は 6.5 で「良好」と判定された。判定方法②では既往調査は「ややきれいな

水」(水質階級Ⅲ)～「とてもきたない水」（水質階級Ⅳ）と判定され、本調査では「やや

きれいな水」（水質階級Ⅱ）と判定された。どちらの判定方法においても、本調査が良好

な結果となった。この他の判定方法③～⑥では既往調査はαm（かなり汚い水域）～Ps（極

めて汚い水域）と判定されたが、本調査では Os（清冽な水域）～βm（やや汚い水域）と

判定された。いずれの方法においても判定結果は本調査が良好な結果となった。付着藻

類による判定方法③～⑥による判定結果は、既往調査ではβm(やや汚い水域)～Ps(極め

て汚い水域)と判定され、本調査では Os(清冽な水域)～βm(やや汚い水域)であった。水

生生物と同様に本調査が良好な判定結果であった。 

松戸橋については、本調査と既往調査で共通の調査地点であるため、そのまま比較を

行った。水生生物による判定結果は、判定方法①では既往調査時の平均スコアは 2.0～4.3

でいずれも「良好とはいえない」と判定されたが、本調査では平均スコアは 6.5 で「良

好」と判定された。判定方法②では、既往調査は昭和 58 年度(10 月)を除いて、「とても

きたない水」(水質階級Ⅳ)と判定され、本調査では「きたない水」(水質階級Ⅲ)と判定

された。判定方法③～⑥では、既往調査は Ps(極めて汚い水域)と判定されたが、本調査

では Os(清冽な水域)～βm(やや汚い水域)と判定された。いずれの方法においても、本調

査の方が良好な結果となった。付着藻類による判定方法③～⑥の判定結果は、既往調査

は昭和 59 年度にαm(かなり汚い水域)、昭和 60 年度にβm(やや汚い水域)～Ps（極めて

汚い水域）と判定されたが、本調査では Os(清冽な水域)～βm(やや汚い水域)と判定され、

本調査の方が良好な結果となった。 

清柳橋については、本調査と既往調査で共通の調査地点であるため、そのまま比較を

行った。水生生物による判定結果は、判定方法①で既往調査時の平均スコアは 2.0～3.3

で「良好とはいえない」と判定された。本調査ではスコア値は 6.6 で「良好」と判定さ

れた。判定方法②では、既往調査はすべて「とてもきたない水」（水質階級Ⅳ）と判定さ

れ、本調査では「ややきれいな水」（水質階級Ⅱ）と判定された。どちらの判定方法にお

いても今回の方が良好な結果となった。この他の判定方法③～⑥では既往調査はαm（か

なり汚い水域）～Ps（極めて汚い水域）と判定されたが、本調査では Os（清冽な水域）

～βm（やや汚い水域）と判定された。いずれの方法においても判定結果は本調査の方が

良好な結果となった。付着藻類による判定方法③～⑥による判定結果は、既往調査では

βm(やや汚い水域)～Ps(極めて汚い水域)と判定され、本調査では Os(清冽な水域)～β
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m(やや汚い水域)であった。水生生物と同様に本調査の方が良好な判定結果であった。 

狭山湖橋については、本調査と既往調査で共通の地点で調査を行っていないため、狭

山湖橋の近傍の調査地点である St.5(橋名不明)と比較した。水生生物による判定結果は、

判定方法①では既往調査時の平均スコアは 2.3～4.5 でいずれも「良好とはいえない」と

判定され、本調査でも平均スコアは 3.1 で「良好とはいえない」と判定された。判定方

法②では、既往調査は「とてもきたない水」(水質階級Ⅳ)と判定され、本調査でも「と

てもきたない水」(水質階級Ⅳ)と判定された。判定方法①と②では、水質の変化は見ら

れなかった。判定方法③～⑥では、既往調査は Ps(極めて汚い水域)と判定されたが、本

調査では、βm(やや汚い水域)～αm(かなり汚い水域)と判定され、判定結果は本調査が

良好な結果となった。付着藻類による判定方法③～⑥による判定結果は、既往調査は 

αm(かなり汚い水域)と判定されたが、本調査ではβm と(やや汚い水域)と判定され、本

調査が良好な結果となった。 

 弘法橋については、本調査と既往調査で共通の調査地点であるため、そのまま比較

を行った。水生生物における判定結果は、判定方法①では既往調査時の平均スコアは 2.4

～3.4 でいずれも「良好とはいえない」と判定され、本調査では 5.3 で「やや良好」と判

定された。判定方法②では、既往調査は「きたない水」(水質階級Ⅲ)～「とてもきたな

い水」(水質階級Ⅳ)と判定され、本調査では「ややきれいな水」(水質階級Ⅱ)と判定さ

れた。判定方法③～⑥では、既往調査はαm(かなり汚い水域)～Ps(極めて汚い水域)と判

定されたが、本調査ではβm(やや汚い水域)と判定された。いずれの方法においても、判

定結果は本調査が良好な結果となった。付着藻類による判定方法③～⑥による判定結果

は、既往調査はβm(やや汚い水域)～αm(かなり汚い水域)と判定されたが、本調査では

βm と(やや汚い水域)と判定され、本調査が良好な結果となった。 

 中橋については、本調査と既往調査で共通の地点で調査を行っていないため、中橋

の近傍の調査地点である弘法橋と比較した。水生生物における判定結果は、判定方法①

では、既往調査時の平均スコアは 2.4～3.4 でいずれも「良好とはいえない」と判定され、

本調査では 4.8 で「良好とはいえない」と判定された。判定方法②では、既往調査は「き

たない水」(水質階級Ⅲ)～「とてもきたない水」(水質階級Ⅳ)と判定され、本調査では

「きたない水」(水質階級Ⅲ)と判定された。判定方法③～⑥では、既往調査はαm(かな

り汚い水域)～Ps(極めて汚い水域)と判定されたが、本調査では Os(清冽な水域)～βm(や

や汚い水域)と判定された。いずれの方法においても、判定結果は、①では既往調査と同

じ判定になったが、数値は増加しているため、どの判定方法においても、本調査が良好

な結果となったといえる。付着藻類による判定方法③～⑥による判定結果は、既往調査

はβm(やや汚い水域)～αm(かなり汚い水域)と判定されたが、本調査では Os(清冽な水

域)～βmと(やや汚い水域)と判定され、本調査が良好な結果となった。 

  いずれの調査地点も、既往調査に比べて本調査が良好な判定結果となる傾向が見られ

たことから、既往調査時と比較して柳瀬川と東川の水質は改善していると考えられる。 
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表 5-1 (1)  水質判定結果の既往調査との比較 大鐘橋 (地点Ａ) (水生生物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-1 (2) 水質判定結果の既往調査との比較 二柳橋 (地点Ｂ) (水生生物)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-1 (3) 水質判定結果の既往調査との比較 松戸橋 (地点Ｃ) (水生生物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度調査 令和３年度調査

地点Ａ 地点Ａ

柳瀬川 柳瀬川

大鐘橋 大鐘橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月 7月

平均スコア 5.3 5.4 5.9 5.6 5.0 5.9 6.2 6.9

判定結果 やや良好 やや良好 やや良好 やや良好 やや良好 やや良好 良好 良好

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅱ Ⅰ

判定結果 きれいな水 ややきれいな水 きれいな水 ややきれいな水 きれいな水 ややきれいな水 ややきれいな水 きれいな水

③ Os Os βm βm βm βm - Os

④ Os(23) Os(20) Os(27) Os(29) Os(22) Os(29) - Os(30)

⑤ Os Os Os Os Os Os - βm

⑥ βm(1.9) βm(2.0) βm(1.7) βm(2.0) βm(1.9) βm(1.8) - βm(2.09)

Os Os Os～βm Os～βm Os～βm Os～βm - Os～βm

- Os～βm

昭和60年度調査

St.1

柳瀬川

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

昭和58年度調査 昭和59年度調査

大鐘橋 大鐘橋

① 日本版平均スコア法

St.1 St.1

柳瀬川 柳瀬川

大鐘橋

優占種法

Beck-Tsuda法

Kolkwitz法

汚濁指数法

③～⑥季別総合判定

Os Os～βm③～⑥年間総合判定 Os～βm

令和元年度調査

地点Ｂ

柳瀬川

二柳橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月

平均スコア 3.3 4.3 2.3 3.0 3.8 2.0 6.5

判定結果 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好

水質階級 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅱ

判定結果 とてもきたない水 ややきれいな水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 ややきれいな水

③ Ps Ps Ps Ps Ps Ps Os

④ Ps(4) Ps(5) αm(6) Ps(4) αm(8) αm(9) Os(44)

⑤ Ps βm,Ps Ps Ps Ps Ps Os

⑥ Ps(3.8) αm(3.5) Ps(3.9) Ps(4.0) αm(3.5) Ps(3.6) βm(1.9)

Ps Ps Ps Ps αm～Ps Ps Os～βm

Os～βmPs

昭和59年度調査 昭和60年度調査

St.2

柳瀬川 柳瀬川 柳瀬川

松戸橋

St.2 St.2

Ps Ps

松戸橋 松戸橋

③～⑥季別総合判定

③～⑥年間総合判定

①

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

日本版平均スコア法

優占種法

Beck-Tsuda法

Kolkwitz法

汚濁指数法

昭和58年度調査

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

令和３年度調査

地点Ｃ

柳瀬川

松戸橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月

平均スコア 3.3 4.3 2.3 3.0 3.8 2.0 6.5

判定結果 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好

水質階級 Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

判定結果 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 きたない水

③ Ps Ps Ps Ps Ps Ps Os

④ Ps(4) Ps(5) αm(6) Ps(4) αm(8) αm(9) Os(44)

⑤ Ps βm～Ps Ps Ps Ps Ps Os

⑥ Ps(3.8) αm(3.5) Ps(3.9) Ps(4.0) αm(3.5) Ps(3.6) βm(1.95)

Ps Ps Ps Ps αm～Ps Ps Os～βm

Os～βm

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

昭和58年度調査 昭和59年度調査

St.2 St.2

昭和60年度調査

St.2

柳瀬川

松戸橋

Beck-Tsuda法

柳瀬川 柳瀬川

松戸橋 松戸橋

① 日本版平均スコア法

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

優占種法

Ps Ps

Kolkwitz法

汚濁指数法

③～⑥季別総合判定

③～⑥年間総合判定 Ps
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表 5-1 (4) 水質判定結果の既往調査との比較 清柳橋 (地点Ｄ) (水生生物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-1 (5) 水質判定結果の既往調査との比較 狭山湖橋 (地点Ｅ) (水生生物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-1 (6) 水質判定結果の既往調査との比較 弘法橋 (地点Ｆ) (水生生物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年度調査

地点Ｆ

東川

弘法橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月

平均スコア 2.4 3.4 2.7 2.4 2.7 3.3 5.3

判定結果 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない やや良好

水質階級 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅱ

判定結果 とてもきたない水 とてもきたない水 きたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 ややきれいな水

③ Ps Ps Ps Ps Ps Ps Os

④ αm(7) βm(12) Ps(3) αm(9) αm(8) βm(13) Os(28)

⑤ Ps βm,Ps Ps Ps Ps βm αm

⑥ Ps(3.8) αm(3.0) Ps(3.7) αm(3.4) αm(3.2) αm(2.9) βm(2.23)

Ps βm～Ps Ps αm～Ps αm～Ps βm～αm βm

βmαm③～⑥年間総合判定

Kolkwitz法

汚濁指数法

③～⑥季別総合判定

αm～Ps Ps

昭和58年度調査 昭和59年度調査

弘法橋 弘法橋

昭和60年度調査

St.6 St.6 St.6

東川 東川 東川

弘法橋

優占種法

Beck-Tsuda法

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

① 日本版平均スコア法

令和２年度調査

地点Ｅ

東川

狭山湖橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月

平均スコア 4.2 3.3 2.3 3.0 4.0 4.5 3.1

判定結果 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない

水質階級 Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ

判定結果 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水

③ Ps Ps Ps Ps Ps Ps αm

④ Ps(4) Ps(4) Ps(3) Ps(2) Ps(5) αm(7) βm(17)

⑤ Ps Ps Ps Ps Ps Ps 不明

⑥ Ps(3.7) αm(3.4) Ps(4.03.9) Ps(4.0) Ps(3.8) αm(3.2) αm(3.14)

Ps Ps Ps Ps Ps αm～Ps βm～αm

βm～αmPs

Kolkwitz法

汚濁指数法

③～⑥季別総合判定

③～⑥年間総合判定 Ps Ps

① 日本版平均スコア法

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

優占種法

Beck-Tsuda法

東川 東川 東川

上流 上流 上流

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

昭和58年度調査 昭和59年度調査 昭和60年度調査

St.5 St.5 St.5

令和元年度調査

地点Ｄ

柳瀬川

清柳橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月

平均スコア 3.3 2.8 3.0 2.0 2.3 3.0 6.6

判定結果 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好

水質階級 Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅱ

判定結果 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 ややきれいな水

③ Ps Ps Ps Ps Ps Ps Os

④ αm(6) αm(9) αm(6) Ps(5) αm(7) βm(16) Os(41)

⑤ Ps Ps Ps Ps Ps Ps Os

⑥ Ps(3.7) αm(3.4) Ps(3.8) Ps(4.0) Ps(3.6) αm(3.3) βm(1.79)

Ps αm～Ps Ps Ps Ps αm～Ps Os～βm

Os～βmPs

St.4

柳瀬川

昭和60年度調査

清柳橋

③～⑥季別総合判定

③～⑥年間総合判定

St.4 St.4

柳瀬川

清柳橋 清柳橋

①

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

日本版平均スコア法

Ps Ps

優占種法

Beck-Tsuda法

Kolkwitz法

汚濁指数法

柳瀬川

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

昭和58年度調査 昭和59年度調査
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表 5-1 (7) 水質判定結果の既往調査との比較 中橋 (地点Ｇ) (水生生物) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 (1） 水質判定結果の既往調査との比較 大鐘橋 (地点Ａ) (付着藻類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 (2) 水質判定結果の既往調査との比較 二柳橋 (地点Ｂ) (付着藻類)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度調査

地点Ｇ

東川

中橋

6月 10月 5月 10月 5月 10月 8月

平均スコア 2.4 3.4 2.7 2.4 2.7 3.3 4.8

判定結果 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない 良好とはいえない

水質階級 Ⅳ Ⅳ Ⅲ Ⅳ Ⅳ Ⅳ Ⅲ

判定結果 とてもきたない水 とてもきたない水 きたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 とてもきたない水 きたない水

③ Ps Ps Ps Ps Ps Ps βm

④ αm(7) βm(12) Ps(3) αm(9) αm(8) βm(13) os(25)

⑤ Ps βm,Ps Ps Ps Ps βm 不明

⑥ Ps(3.8) αm(3.0) Ps(3.7) αm(3.4) αm(3.2) αm(2.9) βm(2.42)

Ps βm～Ps Ps αm～Ps αm～Ps βm～αm Os～βm

Os～βm

東川

昭和59年度調査昭和58年度調査 昭和60年度調査

St.6

弘法橋 弘法橋 弘法橋

St.6 St.6

αm～Ps Ps αm

東川 東川

①

②
川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定
～

　　　　　　　　　　　地点名

　　判定方法

日本版平均スコア法

③～⑥季別総合判定

③～⑥年間総合判定

優占種法

Beck-Tsuda法

Kolkwitz法

汚濁指数法

令和３年度調査

地点Ａ

柳瀬川

大鐘橋

5月 10月 5月 10月 7月

③ 優占種法 βm～Os βm～Ps Os～βm 不明 Os～βm

④ Beck-Tsuda法 Os(34) βm(14) Os(36) Os(32) αm(10)

⑤ Kolkwitz法 βm βm βm βm βm

⑥ 汚濁指数法 βm(2.3) αm(2.8) βm(2.1) βm(2.1) Os(1.40)

βm βm βm βm βm

βm

季別総合判定

年間総合判定 βm βm

　　　　　　　地点名

　
　　判定方法

昭和59年度調査 昭和60年度調査

St.1 St.1

柳瀬川 柳瀬川

大鐘橋 大鐘橋

令和元年度調査

地点Ｂ

柳瀬川

二柳橋

5月 10月 5月 10月 8月

③ 優占種法 βm～Ps Os～αm βm αm～Ps Os～βm

④ Beck-Tsuda法 αm(10) βm(18) Os(25) βm(15) Os(72)

⑤ Kolkwitz法 αm βm βm αm βm

⑥ 汚濁指数法 Ps(3.6) αm(3.4) αm(3.1) Ps(3.6) Os～βm(2.105)

αm βm βm αm～Ps Os～βm

Os～βmβm～Psαm

昭和59年度調査 昭和60年度調査　　　　　　　地点名

　
　　判定方法

季別総合判定

年間総合判定

St.2

柳瀬川

松戸橋

St.2

柳瀬川

松戸橋
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表 5-2 (3) 水質判定結果の既往調査との比較 松戸橋 (地点Ｃ) (付着藻類)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 (4) 水質判定結果の既往調査との比較 清柳橋 (地点Ｄ) (付着藻類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 (5) 水質判定結果の既往調査との比較 狭山湖橋 (地点Ｅ) (付着藻類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度調査

地点Ｃ

柳瀬川

松戸橋

5月 10月 5月 10月 8月

③ 優占種法 βm～Ps Os～αm βm αm～Ps Os～βm

④ Beck-Tsuda法 αm(10) βm(18) Os(25) βm(15) Os(48)

⑤ Kolkwitz法 αm βm βm αm βm

⑥ 汚濁指数法 Ps(3.6) αm(3.4) αm(3.1) Ps(3.6) Os(1.95)

αm βm αm αm～Ps Os～βm

Os～βm

季別総合判定

年間総合判定 αm βm～Ps

　　　　　　　地点名

　
　　判定方法

昭和59年度調査 昭和60年度調査

St.2 St.2

柳瀬川 柳瀬川

松戸橋 松戸橋

令和元年度調査

地点Ｄ

柳瀬川

清柳橋

5月 10月 5月 10月 8月

③ 優占種法 βm～Ps βm βm～Ps αm～Ps －

④ Beck-Tsuda法 βm(17) αm(9) βm(17) βm Os(91)

⑤ Kolkwitz法 βm βm～Ps βm βm～αm βm

⑥ 汚濁指数法 αm(3.3) αm(3.3) Ps(3.6) Ps(3.6) Os～βm(2.099)

βm αm βm～αm αm Os～βm

Os～βmβm～αmβm～αm

昭和59年度調査 昭和60年度調査

St.4

柳瀬川

清柳橋

St.4

柳瀬川

清柳橋

季別総合判定

年間総合判定

　　　　　　　地点名

　
　　判定方法

令和２年度調査

地点Ｅ

東川

狭山湖橋

5月 10月 5月 10月 8月

③ 優占種法 βm～Ps αm～Ps αm～Ps αm～Ps Os～βm

④ Beck-Tsuda法 αm(6) βm(12) αm(8) βm(19) Os(72)

⑤ Kolkwitz法 αm βm βm～αm αm βm

⑥ 汚濁指数法 Ps(3.9) αm(3.4) Ps(3.7) αm(3.4) Os～βm(2.105)

αm βm αm αm Os～βm

Os～βm

東川

上流

St.5

東川

上流

St.5

季別総合判定

年間総合判定 αm αm

　　　　　　　地点名

　
　　判定方法

昭和59年度調査 昭和60年度調査
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表 5-2 (6) 水質判定結果の既往調査との比較 弘法橋 (地点Ｆ) (付着藻類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-2 (7) 水質判定結果の既往調査との比較 中橋 (地点Ｇ) (付着藻類) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.3. 水質の経年変化と河川生物 

当市では、昭和 48年から令和 3年まで河川の常時監視を行っている。昭和 48 年から  

 令和 2 年までの水質（ｐＨ・ＤＯ・ＢＯＤ・ＳＳ）の経年変化を図 5-1(1)～(4)に示し  

 た。大鐘橋は、平成 26年度から水質調査を開始したため、それ以前については近傍地点 

である高橋の調査結果を用いて評価した。 

各調査地点において、ｐＨ(環境基準6.5以上 8.5以下)の経年変化を図5-1(1)に示す。

ｐＨは測定開始時から現在に至るまで、環境基準内の値を推移している。調査地点別で

は、近年、弘法橋がやや高い傾向にある。弘法橋の本調査時の値は 9.2 と環境基準を満

たさなかったが、常時監視の測定データでは月ごとの値が 9.0 以下を示すこともあり、

変動の範囲内と考えられる。 

ＤＯ（環境基準 5mg/L 以上）の経年変化を図 5-1(2)に示す。ＤＯは平成 10 年ごろま

令和２年度調査

地点Ｆ

東川

弘法橋

5月 10月 5月 10月 8月

③ 優占種法 βm～Ps αm～Ps αm～Ps βm～Ps Os～βm

④ Beck-Tsuda法 βm(13) βm(14) αm(9) βm(14) Os(36)

⑤ Kolkwitz法 βm～αm βm～αm βm～αm βm 不明

⑥ 汚濁指数法 Ps(3.6) αm(3.3) Ps(3.6) αm(3.4) Os～βm(2.086)

βm αm αm βm Os～βm

Os～βm

弘法橋

St.6

東川

弘法橋

　　　　　　　地点名

　
　　判定方法

昭和59年度調査 昭和60年度調査

季別総合判定

年間総合判定 βm～αm βm～αm

St.6

東川

令和元年度調査

地点Ｇ

東川

中橋

5月 10月 5月 10月 8月

③ 優占種法 βm～Ps αm～Ps αm～Ps βm～Ps Os～βm

④ Beck-Tsuda法 βm(13) βm(14) αm(9) βm(14) Os(36)

⑤ Kolkwitz法 βm～αm βm～αm βm～αm βm 不明

⑥ 汚濁指数法 Ps(3.6) αm(3.3) Ps(3.6) αm(3.4) Os～βm(2.086)

βm αm αm βm Os～βm

Os～βm

昭和59年度調査 昭和60年度調査

βm～αm βm～αm

弘法橋

東川

St.6 St.6

東川

弘法橋

季別総合判定

年間総合判定

　　　　　　　地点名

　
　　判定方法
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では、大鐘橋で 3.3～4.7 mg/L、平成 4 年ごろまでは、二柳橋で 3.3～5.4 mg/L と低い

傾向にあり、現在の環境基準に適合しない時期もあった。平成 10年以降は増加傾向であ

り、近年は各地点で比較的高い値を保っている。狭山湖橋では、昭和 62 年度の調査開始

時から 3.0～5.1 mg/L と低い傾向にあり、環境基準に適合していなかったが、徐々に増

加し、平成 11年以降はほとんどの年で環境基準を満たし、近年は微増傾向にある。 

 ＢＯＤ（環境基準 5mg/L 以下）の経年変化を図 5-1(3)に示す。ＢＯＤは昭和 48年に清

柳橋、弘法橋、中橋、昭和 55年に松戸橋で極端に 19～95 mg/L と高い値を示したが、そ

の後増減はあるものの減少傾向にあり、平成 14 年以降は 2.0～12 mg/L と低い値で安定

している。一方で狭山湖橋では、平成 12 年以降、7～17 mg/L と高い数値を示しており、

環境基準を超過していることが多くみられる。 

ＳＳ（環境基準 50mg/L 以下）の経年変化を図 5-1(4）に示す。ＳＳは平成 10 年ごろ

までは 2～154 mg/L と広い範囲で変動していた。中でも平成 4 年と平成 9 年の清柳橋に

おける 112 mg/L と 154 mg/L というＳＳ値が目立つ。その後は各地点とも減少傾向にあ

り、平成 18 年以降は 1～6 mg/L と低い値で推移している。 

 各調査地点において、水質調査項目のうちＤＯ、ＢＯＤ、ＳＳの 3項目は昭和 48年か

ら平成 10 年ごろまでは不安定で河川生物の多くにとって生息に適さない環境であった。

当時は周辺の人口増加に伴う開発や河川改修工事による汚染があったと考えられる。近

年は開発がひと段落し、さらに下水処理技術の向上、周辺住民の環境意識の高まり等に

より、汚濁した状況が改善され、河川生物が生息しやすい環境になってきていると考え

られる。 
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図 5-1(1)  ｐＨの経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1(2)  ＤＯの経年変化 
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図 5-1(3) ＢＯＤの経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1(4)  ＳＳの経年変化 
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6. まとめ 

本調査結果及び考察内容を整理し、表 6-1(1)～(7)に示す。 

本調査結果を既往調査と比較すると、本調査結果の方が良好な結果となった。よっ

て、市内河川の柳瀬川及び東川の水質は、調査地点に多少の差があるが、水生生物、

付着藻類、水質調査結果のどの観点からの判定においても、改善されていると考えら

れる。また、既往調査時より、水生生物及び付着藻類の確認種類数が増加したことか

ら、多様性も大きくなったと考えられる。 

  一方で、水生生物ではサカマキガイ等の外来種が 9種確認され、魚類ではカダヤシ   

 等の外来種が 2 種確認されたことから、人為的影響を受けやすい河川であると考えら

れる。
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表 6-1 (1) 総括表 大鐘橋 (地点Ａ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ａ

柳瀬川
大鐘橋

調査年度 本調査
R3

既往調査
水生生物：S58～S60,H29

魚類調査：H29
付着藻類：S59～S60,H29

調査年月日・時刻 令和3年7月26日　9：15～11：20 -

調査結果

水質

流量(㎥/s) 0.0059 -

透視度(m) 1.000≦

ＢＯＤ(mg/L) 1.0 -

ＳＳ(mg/L) 3 -

-

ｐＨ 7.3 -

ＤＯ(mg/L） 8.3 -

水生生物

確認種類数 39種 16～30種

重要種
ヤマサナエ、オナシカワゲラ属、

ヤマトクロスジヘビトンボ

カワコザラガイ、オナシカワゲラ属、
ヤマトクロスジヘビトンボ、

ホソバトビケラ

外来種
サカマキガイ、カワリヌマエビ属、ア

メリカザリガニ
カワリヌマエビ属、アメリカザリガニ

魚類

確認種類数 5種 6種

重要種 なし ヤリタナゴ、ミナミメダカ

外来種 カムルチー なし

付着藻類

確認種類数 6種 35～42種

重要種 なし なし

外来種 なし なし

水生生物

①日本版平均スコア法 良好 良好～やや良好

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅰ(きれいな水)
Ⅰ(きれいな水）～
Ⅱ(ややきれいな水)

③優占種法 Os

⑥汚濁指数法 βm βm

③～⑥の総合判定 Os～βm Os～βm

Os～βm

④Beck-Tsuda法 Os Os

⑤Kolkwitz法 βm Os

⑥汚濁指数法 Os βm～αm

③～⑥の総合判定 βm βm

付着藻類

③優占種法 Os～βm Os～Ps

④Beck-Tsuda法 αm Os～βm

⑤Kolkwitz法 βm βm

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、いずれも環境基準（Ｃ類型）に適合
する値であった。

＜水生生物＞
　本調査の確認種は39種で既往調査よりも増加した。既往調査と比較する
と、カワニナやオナシカワゲラ属、ヌカカ等の比較的清冽な水域に生息する
種が継続して確認されており、安定して良好な水質を保っているものと推察
される。

＜魚類＞
　本調査では、5種の魚類が確認された。流量が少なく、流れの緩やかな本調
査地点の環境を反映し、緩流性で細流に生息することの多い種が主に確認さ
れた。外来種は、新たにカムルチーが確認され、既往調査で確認されたヤリ
タナゴ及びミナミメダカは確認されなかった。

＜付着藻類＞
　確認種は6種で既往調査よりも減少した。本調査地点は河床の泥が多く、付
着基盤となる礫が少ないことや、日当たりの悪さ等の影響で、生息可能な付
着藻類が少ないことが考えられる。また、既往調査で確認されていないオオ
ジュイネラ(Audouinella sp.)が優占しており、既往調査時と比べて付着藻類
の生育条件に変化があった可能性も考えられる。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は比較的良好な結果であり、既往調査
と比較すると大きな変化はないため、良好な水質が維持されていると考えら
れる。

＜多様度指数＞
　他の柳瀬川の各調査地点と比較すると、水生生物の多様度指数は低い値で
あった。また、付着藻類の多様度指数は柳瀬川の各調査地点中最も低い値で
あった。

多様度指数

水生生物 3.26 -

魚類 1.04(参考値) -

付着藻類 0.26 -



40 

 

表 6-1 (2) 総括表 二柳橋 (地点Ｂ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ｂ

柳瀬川
二柳橋

調査年度 本調査
R1

既往調査
水生生物：S58～S60
付着藻類：S59～S60

調査年月日・時刻 令和元年8月5日　9：15～12：00 -

調査結果

水質

流量(㎥/s) 0.43 -

透視度(m) 1.000≦

ＢＯＤ(mg/L) 0.7 -

ＳＳ(mg/L) 2 -

-

ｐＨ 8.1 -

ＤＯ(mg/L） 9.2 -

水生生物

確認種類数 42種 7～11種

重要種 なし なし

外来種
アメリカツノウズムシ、モノアラガイ
科、シジミ属、フロリダマミズヨコエ

ビ、カワリヌマエビ属
サカマキガイ

魚類

確認種類数 7種 -

重要種 ミナミメダカ -

外来種 なし -

付着藻類

確認種類数 53種 19～27種

重要種 なし なし

外来種 なし なし

水生生物

①日本版平均スコア法 良好 良好とはいえない

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅱ(ややきれいな水)
Ⅱ(ややきれいな水)～
Ⅳ(とてもきたない水)

③優占種法 Os

⑥汚濁指数法 βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm Ps

Ps

④Beck-Tsuda法 Os αm～Ps

⑤Kolkwitz法 Os βm～Ps

⑥汚濁指数法 Os～βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm βm～Ps

付着藻類

③優占種法 Os～βm Os～Ps

④Beck-Tsuda法 Os Os～αm

⑤Kolkwitz法 βm βm～αm

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、いずれも環境基準（Ｃ類型）に適合
する値であった。

＜水生生物＞
　本調査の確認種は42種で既往調査よりも増加した。既往調査時はミミズ類
やハエ目の緩流～止水の泥底に生息する種が多かったが、本調査では流水性
で礫底に生息する種が多く確認され、既往調査時以降、流況及び底質に変化
があったものと考えられる。

＜魚類＞
　本調査では、7種の魚類が確認された。比較的確認種が少ない理由は、平瀬
の面積が広く、単調な河川環境が連続することが要因と考えられる。
　重要種はミナミメダカが確認された。外来種は確認されなかったが、確認
種のうちカワムツ及びカマツカは国内移入種である。

＜付着藻類＞
　確認種は53種で既往調査よりも増加した。確認種は、アルカリ性の水質を
好む種及び幅広いpHに適応する種が多く、既往調査で確認された酸性の水域
を好む種は確認されなかった。また、重要種及び外来種は確認されなかっ
た。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は比較的良好な結果であり、既往調査
と比較すると良好な結果であり、水質は改善していると考えられる。

＜多様度指数＞
　水生生物の多様度指数は比較的高い数値を示した。

多様度指数

水生生物 3.83 -

魚類 1.35(参考値) -

付着藻類 2.76 -
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表 6-1 (3) 総括表 松戸橋 (地点Ｃ) 

 

 

 

 

注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ｃ

柳瀬川
松戸橋

調査年度 本調査
R3

既往調査
水生生物：S58～S60
付着藻類：S59～S60

調査年月日・時刻 令和3年8月2日　9：30～12：00 -

調査結果

水質

流量(㎥/s) 0.38 -

透視度(m) 1.000≦

ＢＯＤ(mg/L) 1.0 -

ＳＳ(mg/L) 1 -

-

ｐＨ 7.9 -

ＤＯ(mg/L） 8.9 -

水生生物

確認種類数 40種 7～11種

重要種 ヤマサナエ なし

外来種
アメリカツノウズムシ、

フロリダマミズヨコエビ、
カワリヌマエビ属

サカマキガイ

魚類

確認種類数 6種 -

重要種 なし -

外来種 なし -

付着藻類

確認種類数 33種 19～27種

重要種 なし なし

外来種 なし なし

水生生物

①日本版平均スコア法 良好 良好とはいえない

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅲ(きたない水)
Ⅱ(ややきれいな水)～
Ⅳ(とてもきたない水)

③優占種法 Os

⑥汚濁指数法 βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm Ps

Ps

④Beck-Tsuda法 Os αm～Ps

⑤Kolkwitz法 Os βm～Ps

⑥汚濁指数法 Os αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm βm～αm

付着藻類

③優占種法 Os～βm Os～Ps

④Beck-Tsuda法 Os Os～αm

⑤Kolkwitz法 βm βm～αm

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、いずれも環境基準（Ｃ類型）に適合
する値であった。

＜水生生物＞
　本調査の確認種は40種で既往調査よりも増加した。既往調査時はイトミミ
ズ類やセスジユスリカ(汚濁した水域の指標となる種)が優占していたが、本
調査ではミツオミジカオフタバコカゲロウ、ウデマガリコカゲロウ(比較的清
冽な水域の指標種)が優占しており、水質は改善されていると考えられる。

＜魚類＞
　本調査では、6種の魚類が確認された。開放的な平瀬及び早瀬が多く、比較
的大きな淵もある本地点の環境を反映して、オイカワやカワムツ、アユ等の
開けた瀬に生息する種が確認された。また、淵では緩やかな流れを好むコイ
が確認された。河床が砂からなる場所では、砂地に依存するスナゴカマツカ
が確認された。

＜付着藻類＞
　確認種は33種で既往調査よりも増加した。確認種の多くは中性種(pHが中性
周辺の幅広い水域に出現する種)～好アルカリ種(pHが中性以上のアルカリ水
域で多産するが、pH9.0以上の水域では優占しない種)であった。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は比較的良好な結果であり、既往調査
と比較すると良好な結果であり、水質は改善していると考えられる。

＜多様度指数＞
　水生生物の多様度指数は比較的高い数値を示したが、付着藻類の多様度指
数は、清柳橋、二柳橋より低かった。

多様度指数

水生生物 3.74 -

魚類 1.33(参考値) -

付着藻類 1.67 -
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表 6-1 (4) 総括表 清柳橋 (地点Ｄ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ｄ

柳瀬川

清柳橋

調査年度 本調査

R1

既往調査

水生生物：S58～S60
付着藻類：S59～S60

調査年月日・時刻 令和元年8月6日　9：00～12：15 -

調査結果

水質

流量(㎥/s) 1.5 -

透視度(m) 1.000≦

ＢＯＤ(mg/L) 0.5 -

ＳＳ(mg/L) 1 -

-

ｐＨ 7.7 -

ＤＯ(mg/L） 9.6 -

水生生物

確認種類数 39種 8～16種

重要種 マスダチビヒラタドロムシ なし

外来種

アメリカツノウズムシ、

フロリダマミズヨコエビ、
カワリヌマエビ属

サカマキガイ

魚類

確認種類数 11種 -

重要種 なし -

外来種 カダヤシ(特定外来生物) -

付着藻類

確認種類数 65種 16～18種

重要種 なし なし

外来種 なし なし

水生生物

①日本版平均スコア法 良好 良好とはいえない

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅱ(ややきれいな水) Ⅳ(とてもきたない水)

③優占種法 Os

⑥汚濁指数法 βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm αm～Ps

Ps

④Beck-Tsuda法 Os βm～Ps

⑤Kolkwitz法 Os Ps

⑥汚濁指数法 Os～βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm βm～αm

付着藻類

③優占種法 不明 βm～Ps

④Beck-Tsuda法 Os βm～αm

⑤Kolkwitz法 βm βm～Ps

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、いずれも環境基準（Ｃ類型）に適合
する値であった。BODは各調査地点中最も良好な値を示した。

＜水生生物＞
　本調査の確認種は39種で既往調査よりも増加した。既往調査時はミミズ類
やハエ目の緩流～止水の泥底に生息する種が多かったが、本調査地点では流
水性の礫底に生息する種が多く確認され、既往調査時以降、流況及び底質に
変化があったものと考えられる。また、重要種としてマスダチビヒラタドロ
ムシが確認された。

＜魚類＞
　本調査では、各調査地点中最も多い11種の魚類が確認された。これは本調
査地点の流量が多く、瀬や淵の規模が大きく水際の植生も発達し、多様な環
境が調査範囲内に存在するためと考えられる。
　外来種は、特定外来種であるカダヤシが確認された。確認種のうちカマツ
カは国内移入種である。また、重要種は確認されなかった。

＜付着藻類＞
　確認種は65種で既往調査よりも増加した。各調査地点中最も確認種が多
かった。確認種のアルカリ性の水質を好む種及び幅広いpHに適応する種が多
く、既往調査で確認された酸性の水域を好む種は確認されなかった。重要種
及び外来種は確認されなかった。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は比較的良好な結果であり、既往調査
と比較すると良好な結果であり、水質は改善していると考えられる。

＜多様度指数＞
　水生生物、付着藻類共に多様度指数は各調査地点中最も高い値を示した。
各調査地点の中で最も複雑な群集を構成していると考えられる。

多様度指数

水生生物 3.94 -

魚類 1.90(参考値) -

付着藻類 3.86 -
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表 6-1 (5) 総括表 狭山湖橋 (地点Ｅ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

βm～αm βm～Ps

④Beck-Tsuda法

③～⑥の総合判定 βm～αm Ps

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、いずれも環境基準（Ｃ類型）に適合
する値であった。

＜水生生物＞
　確認種は23種で既往調査よりも増加した。優占種は既往調査ではイトミミ
ズ類やセスジユスリカ(極めて汚濁した水域の指標となる種)で砂泥質で緩流
～止水環境を好む種であった。本調査地点の優占種はミズミミズ属(かなり汚
い水域の指標となる種）で、砂泥質で緩流を好む種であり、変化は特に見ら
れなかった。

＜魚類＞
　確認種は2種と各調査地点中最も少なかった。河床は礫底～砂底で、河川規
模が小さく流れが緩やかで単調な環境を反映して、タモロコ及びドジョウ(外
来系統)が確認された。

＜付着藻類＞
　33種の付着藻類が確認され、既往調査よりも増加した。確認種は、アルカ
リ性の水質を好む種及び幅広いpHに適応する種が多かった。重要種はオオイ
シソウが確認された。外来種は確認されなかった。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は各調査地点中最も汚濁が進行してい
る値を示した。既往調査と比較すると、良好な結果であり、水質は改善して
いると考えられる。

＜多様度指数＞
　各調査地点と比較すると、水生生物の多様度指数は最も低い値であった。
参考値ではあるが、魚類の多様度指数も各調査地点中最も低い値を示した。

Ⅳ（とてもきたない水)

多様度指数

水生生物 2.22 -

魚類 1.00(参考値) -

付着藻類 3.04 -

⑥汚濁指数法 βm～αm αm～Ps

③～⑥の総合判定 βm αm

付着藻類

③優占種法

αm Ps

④Beck-Tsuda法 βm αm～Ps

⑤Kolkwitz法 不明 Ps

水生生物

①日本版平均スコア法 良好とはいえない 良好とはいえない

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅳ (とてもきたない水）

③優占種法

Os βm～αm

⑤Kolkwitz法 βm βm～αm

⑥汚濁指数法 αm αm～Ps

付着藻類

確認種類数 33種 6～17種

重要種 オオイシソウ なし

外来種 なし なし

重要種 なし なし

外来種
サカマキガイ、ヒロマキミズマイマ

イ、カワリヌマエビ属、アメリカザリ
ガニ

なし

魚類

確認種類数 2種 -

重要種 なし -

外来種 ドジョウ(外来系統) -

調査結果

水質

流量(㎥/s) 0.03 -

透視度(m) 1.000≦

ＢＯＤ(mg/L) 2.3 -

ＳＳ(mg/L) 2 -

-

ｐＨ 7.4 -

ＤＯ(mg/L） 10 -

水生生物

確認種類数 23種 2～7種

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ｅ

東川
狭山湖橋

調査年度 本調査
R2

既往調査
水生生物：S58～S60
付着藻類：S59～S60

調査年月日・時刻 令和2年8月7日　9：20～11：15
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表 6-1 (6) 総括表 弘法橋 (地点Ｆ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

付着藻類

魚類

水生生物

付着藻類

3.06

-

-

-

-

-

サカマキガイ

確認種類数

重要種

外来種

5種

なし

-

-

ドジョウ(外来系統) -

確認種類数 43種 9～14種

重要種

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ｆ

東川
弘法橋

調査年月日・時刻 令和2年8月6日　9：30～13：00

本調査
R2

既往調査
水生生物：S58～S60
付着藻類：S59～S60

調査年度

調査結果

水質

流量(㎥/s)

透視度(m)

ｐＨ

ＤＯ(mg/L）

0.093 -

1.000≦

9.2

12

1.3ＢＯＤ(mg/L)

ＳＳ(mg/L)

水生生物

確認種類数 29種

1

3～13種

重要種 なし なし

外来種
アメリカツノウズムシ、モノアラガイ
科、サカマキガイ、カワリヌマエビ

属、アメリカザリガニ

なし なし

外来種 なし なし

良好とはいえない

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅱ(ややきれいな水）
Ⅲ（きたない水）～

Ⅳ（とても汚い水）

①日本版平均スコア法 やや良好

③優占種法 Os Ps

④Beck-Tsuda法 Os βm～Ps

⑤Kolkwitz法 αm βm～Ps

⑥汚濁指数法 βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm αm～Ps

③優占種法 不明 βm～Ps

④Beck-Tsuda法 Os βm～αm

⑤Kolkwitz法 βm βm～αm

⑥汚濁指数法 βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm βm～αm

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、pHが9.2となり、環境基準（Ｃ類
型）を超過した。その他の値は環境基準に適合する値であった。

＜水生生物＞
　確認種は29種で既往調査よりも増加した。外来種も多く人為的影響を受け
やすい河川状況が伺われた。優占種は既往調査ではイトミミズ類やセスジユ
スリカ(極めて汚濁した水域の指標となる種)で砂泥質で緩流～止水環境を好
む種であったが、今回はナミコガタシマトビケラ(清冽な水域の指標種)で礫
底の平瀬～早瀬といった流水環境を好む種となった。生息種の増加と水質の
改善、流況や底質の変化があったと推察される。

＜魚類＞
　5種の魚類が確認され、流れが緩やかで単調な環境を反映して緩流性の魚種
が多かった。国外外来種はドジョウ(外来系統)、国内移入種はカワムツ及び
タモロコが確認された。

＜付着藻類＞
　43種の付着藻類が確認され、既往調査よりも増加した。確認種は、アルカ
リ性の水質を好む種及び幅広いpHに適応する種が多かった。重要種及び外来
種は確認されなかった。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は既往調査と比較すると、良好な結果
であり、水質は改善していると考えられる。

＜多様度指数＞
　他の東川の各調査地点と比較すると、一番高い多様度指数であった。

多様度指数

水生生物

魚類

付着藻類

-

1.28(参考値) -

3.11 -
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表 6-1 (7) 総括表 中橋 (地点Ｇ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注)1.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　 2.魚類は定量的な採集を行っていないため、多様度指数は参考値とする。

　　　　　　　　　　　　　　　調査地点

　　項目

地点Ｇ

東川
中橋

調査年度 本調査
R1

既往調査
水生生物：S58～S60
付着藻類：S59～S60

調査年月日・時刻 令和元年8月7日　9：20～11：30

調査結果

水質

流量(㎥/s) 0.045 -

透視度(m) 0.655

ＢＯＤ(mg/L) 1.5 -

ＳＳ(mg/L) 6 -

-

ｐＨ 7.9 -

ＤＯ(mg/L） 8.6 -

水生生物

確認種類数 29種 10～14種

重要種 なし なし

外来種

アメリカツノウズムシ、サカマキガ
イ、ヒロマキミズマイマイ、ヒルミミ

ズ科、カワリヌマエビ属、

アメリカザリガニ

サカマキガイ

魚類

確認種類数 5種 -

重要種 ドジョウ、ミナミメダカ -

外来種 なし -

付着藻類

確認種類数 4種 17～21種

重要種 オオイシソウ なし

外来種 なし なし

水生生物

①日本版平均スコア法 良好とはいえない 良好とはいえない

②川の生きものを調べよう
～水生生物による水質判定～

Ⅲ(きたない水)
Ⅲ（きたない水）～

Ⅳ（とても汚い水）

③優占種法

⑥汚濁指数法 βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm αm～Ps

βm Ps

④Beck-Tsuda法 Os Ps

⑤Kolkwitz法 不明 βm～Ps

⑥汚濁指数法 Os～βm αm～Ps

③～⑥の総合判定 Os～βm βm～αm

付着藻類

③優占種法 Os～βm βm～Ps

④Beck-Tsuda法 Os βm～αm

⑤Kolkwitz法 βm βm～αm

考察・総括

＜水質＞
　生活環境項目（pH、DO、BOD、SS）は、いずれも環境基準（Ｃ類型）に適合
する値であった。本調査地点は。他の柳瀬川の各調査地点と比較すると、
DO、BOD、SSのいずれもやや汚濁が進行している値を示した。

＜水生生物＞
　確認種は29種で各調査地点中。最も確認種が少なかったが(弘法橋と同
数)、既往調査時と比較すると、確認種類数が増加した。一方で、外来種の確
認種類数は最も多く、人為的影響を受けやすい河川状況が伺われた。既往調
査時は、ミミズ類やハエ目の緩流～止水の泥底に生息する種が多かったが、
本調査では流水性の礫底に生息する種が多く確認され、既往調査時以降、流
況及び底質に変化があったものと考えられる。

＜魚類＞
　5種の魚類が確認された。流量が少なく環境が単調であることから、確認種
類数が少なかったと考えられる。
　重要種は、ドジョウ及びミナミメダカの2種が確認された。外来種は確認さ
れなかったが、確認種のうちカワムツ及びタモロコは国内移入種である。

＜付着藻類＞
　27種の付着藻類が確認され、既往調査よりも増加した。確認種は、アルカ
リ性の水質を好む種及び幅広いpHに適応する種が多かった。x
　重要種はオオイシソウが確認され、外来種は確認されなかった。

＜水質判定＞
　水生生物、付着藻類による水質判定は各調査地点と比較して、汚濁が進行
していると判定された。付着藻類による総合判定は、各調査地点と同じ水質
階級と判定されたが、生物指数及び汚濁指数は各調査地点より汚濁が進行し
ている値を示した。既往調査と比較すると、良好な結果であり、水質は改善
していると考えられる。

＜多様度指数＞
　各調査地点と比較すると、水生生物の多様度指数は低い値を示した。

多様度指数

水生生物 2.43 -

魚類 1.99(参考値) -

付着藻類 3.05 -
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図 1-1 調査地点詳細  大鐘橋（地点Ａ）水生生物採集地点 
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図 1-2 調査地点詳細  大鐘橋（地点Ａ）魚類調査地点
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図 1-3 調査地点詳細  大鐘橋（地点Ａ）付着藻類採集地点 
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図 2-1 調査地点詳細  二柳橋（地点Ｂ）水生生物採集地点 
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図 2-2 調査地点詳細  二柳橋（地点Ｂ）魚類調査地点 
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図 2-3 調査地点詳細  二柳橋（地点Ｂ）付着藻類採集地点 

 

 

 

 



7 

 

 

図 3-1 調査地点詳細  松戸橋（地点Ｃ）水生生物採集地点 
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図 3-2 調査地点詳細  松戸橋（地点Ｃ）魚類調査地点
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図 3-3 調査地点詳細  松戸橋（地点Ｃ）付着藻類採集地点 
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図 4-1 調査地点詳細  清柳橋（地点Ｄ）水生生物採集地点 
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図 4-2 調査地点詳細  清柳橋（地点Ｄ）魚類調査地点 
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図 4-3 調査地点詳細  清柳橋（地点Ｄ）付着藻類採集地点 
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図 5-1 調査地点詳細  狭山湖橋（地点Ｅ）水生生物採集地点 
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図 5-2 調査地点詳細  狭山湖橋（地点Ｅ）魚類調査地点 
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図 5-3 調査地点詳細  狭山湖橋（地点Ｅ）付着藻類採集地点 
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図 6-1 調査地点詳細  弘法橋（地点Ｆ）水生生物採集地点 
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図 6-2 調査地点詳細  弘法橋（地点Ｆ）魚類調査地点 
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図 6-3 調査地点詳細  弘法橋（地点Ｆ）付着藻類採集地点 
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図 7-1 調査地点詳細  中橋（地点Ｇ）水生生物採集地点 
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図 7-2 調査地点詳細  中橋（地点Ｇ）魚類調査地点 
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図 7-3 調査地点詳細  中橋（地点Ｇ）付着藻類採集地点 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 調 査 実 施 状 況
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市 町 村名 ：所沢市

河 川 名 ：柳瀬川、東川

A B C D E F G

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

N 35°46′35.03″
E 139°25′09.06″

N 35°46′31.27″
E 139°28′34.60″

N 35°46′53.21″
E 139°29′37.05″

N 35°48′17.34″
E 139°32′17.43″

N 35°47′399″
E 139°24′941″

N 35°47′503″
E 139°27′538″

N 35°47′43.16″
E 139°29′

21.90″

2021年7月26日
  9:15 ～11:20

2019年8月5日
  9:15 ～12:00

2021年8月2日
  9:30 ～12:00

2019年8月6日
  9:00 ～12:15

2020年8月7日
  9:20 ～11:15

2020年8月6日
  9:30 ～13:00

2019年8月7日
  9:20 ～11:30

晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ 晴れ

28.0℃
9:25

32.0℃
11:00

28.0℃
10:30

31.5℃
9:20

28.5℃
9:25

31.0℃
9:25

32.0℃
9:30

26.4℃
9:25

26.0℃
9:20

26.8℃
10:30

21.7℃
9:20

22.0℃
9:25

26.4℃
9:50

27.2℃
9:30

1.08 m 7.0 m 6.72 m 20.5 m 1.80 m 3.04 m 6.30 m

早瀬、平瀬、植生、
礫

平瀬
早瀬、植生、砂、淵、

湧水
平瀬

早瀬、植生、礫、
砂

早瀬、平瀬、植
生、礫、湛水

平瀬

15 cm 35 cm 35 cm 40 cm 20 cm 10 cm 40cm

0.0059 0.43 0.38 1.5 0.03 0.093 0.045

礫、泥、腐植質 浮石 礫、砂 礫・砂 砂礫、礫 砂礫、コンクリート 岩・浮石

にごり：なし
におい：弱土臭

にごり：なし
におい：弱、植物性臭気

にごり：なし
におい：弱土臭

にごり：なし
におい：無臭

にごり：なし
におい：なし

にごり：なし
におい：無臭

にごり：なし
におい：無臭

なし
コイ、シジュウカラ、
ヒヨドリ、キジバト

なし なし カルガモ
ドバト、

ヒガシニホントカゲ
スッポン

1.000< 1.000< 1.000< 1.000 < 1.000 < 1.000 < 0.655

7.3 8.1 7.9 7.7 7.4 9.2 7.9

8.3 9.2 8.9 9.6 10 12 8.6

1.0 0.7 1.0 0.5 2.3 1.3 1.5

3 2 1 1 2 1 6

なし なし
泡少しあり

湧水の水温22.8℃
橋の下流側に釣り人
多数

採水後、油が浮く
時間帯あり

・泡あり
・周辺に下水臭あ
り

地点番号

生物採取場所の水深
(cm)

流量 (m3/S)

生物採取場所の
川底の状態

調査実施状況 （様式ア）

調査地点

柳瀬川 東川

その他気がついたこと
(普段の様子と違う点、

人の利用状況、過去数日
の降雨状況など)

水温 (℃)
測定時刻

川幅(水面幅) (m)

生物を採取した場所

採取位置 (北緯 度.分.秒)
              (東経 度.分.秒)

年月日 (時刻)

天候

気温 (℃)
測定時刻

SS （mg/L）
(測定方法：環境庁告示第59号

（昭和46年）付表9)

pH
(測定方法：JIS K0102 - 12.1)

DO （mg/L）
(測定方法：JIS K0102 - 32.1)

BOD （mg/L）
(測定方法：JIS K0102 - 21)

水のにごり、におい、
その他

魚、水草、鳥、
その他の生物

透視度 （m）
(測定方法：JIS K0102 9)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 確認された河川生物の詳細 
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令和3年7月26日 水生生物出現種一覧表  (様式イ)

柳瀬川：大鐘橋（地点Ａ）

定量

採集

(早瀬)

①平瀬 ②植生 ③礫

任意

採集

合計

大鐘橋

総合計

1 軟体動物門 腹足綱 新生腹足目 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina 2 B βm 17 2 5 7 24

2 汎有肺目 サカマキガイ科 サカマキガイ Physella acuta 4 B ps 1 1 1 国外

3 二枚貝綱 マルスダレガイ目 マメシジミ科 マメシジミ属 Pisidium sp. - - - 2 1 1 3

4 環形動物門 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 ユリミミズ属 Limnodrilus sp. 4 B ps 32 32

5 節足動物門 軟甲綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi 3 B αm 4 1 1 5

6 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. - - - 4 4 4 8 国外

7 テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens 2 B βm 3 3 3

8 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii 4 B ps 1 1 1 緊急対策外来種

9 昆虫綱 カゲロウ目 モンカゲロウ科 モンカゲロウ Ephemera strigata 2 B βm 18 18

10 コカゲロウ科 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis - - - 7 1 1 8

11 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae 1 A Os 61 1 1 62

12 トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata 2 B βm 2 2 2

13 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops 2 B βm 1 1 1 NT2

14 コオニヤンマ Sieboldius albardae 2 B βm 2 3 5 5

15 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii 2 B βm 4 4 4

16 トンボ科 オオシオカラトンボ Orthetrum melania 3 B αm 1 1 1

17 カワゲラ目 オナシカワゲラ科 オナシカワゲラ属 Nemoura sp. 1 A Os 178 5 5 183 VU

18 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 3 B αm 1 1 1

19 コセアカアメンボ Gerris gracilicornis - - - 3 3 3

20 シマアメンボ Metrocoris histrio 2 B βm 1 2 2 3

21 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus 2 B βm 6 1 1 7 NT2

22 センブリ科 ネグロセンブリ Sialis japonica 2 B βm 10 8 8 18

23 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 2 B βm 18 18

24 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia 2 B βm 110 3 3 113

25 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica 1 A Os 4 4 4

26 カクツツトビケラ科 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. 1 A Os 2 1 1 3

27 ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. 2 B βm 7 2 2 9

28 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae gen. sp. 1 A Os 1 1

29 ユスリカ科 モンユスリカ亜科 Tanypodinae gen. sp. - - - 12 12

30 ムナトゲユスリカ属 Limnophyes sp. - - - 1 1

31 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae gen. sp. - - - 3 3

32 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp. 3 B αm 1 1

33 ホソミユスリカ属 Dicrotendipes sp. - - - 1 1 1

34 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. 3 B αm 4 4

35 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp. 1 - Os 13 2 2 15

36 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) - - - 1 1

37 ホソカ科 ホソカ属 Dixa sp. 3 B αm 2 2

38 ブユ科 ツノマユブユ属 Eusimulium  sp. - - - 29 29

39 ミズアブ科 Allognosta属 Allognosta sp. - - - 1 1 1

544 7 4 56 67 611

26 3 2 24 27 39

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

※4)外来種の選定基準ではカワリヌマエビ属は掲載されていないものの、今年度の調査で確認されたカワリヌマエビ属については、その形態や分布等から外来種と判断した。

3種
採集法、採集場所別出現種類数

合計 3門 5綱 13目 28科 39種
個体数合計　(/サンプル)

0種 0種 0種 3種

重要種

外来種
大鐘橋

A B C D
学名

汚濁階級

指数
耐忍性 水質階級

個体数

種和名No. 門名 綱名 目名 科名
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令和元年8月5日水生生物出現種一覧表  (様式イ)

個体数

定量
採集

(早瀬)

①平瀬 ②植生 ③蛇カゴ
任意
採集

合計

二柳橋

総合計

1 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala 2 2 4 4 国外

2 軟体動物門 腹足綱 汎有肺目 モノアラガイ科 モノアラガイ科 Lymnaeidae gen. sp. 1 1 1 国外

3 二枚貝綱 マルスダレガイ目 シジミ科 シジミ属 Corbicula sp. 1 1 2 2 国外

4 環形動物門 ヒル綱 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata 4 3 3 7

5 イシビル科 Erpobdellidae gen. sp. 1 1

6 節足動物門 クモ綱 ダニ目 ナガレダニ科 ナガレダニ属 Sperchon sp. 5 5

7 軟甲綱 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx froridanus 18 1 1 19 その他の総合対策外来種

8 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi 5 5

9 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. 2 3 1 6 6 国外

10 テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens 1 1 1

11 昆虫綱 カゲロウ目 マダラカゲロウ科 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica 9 9

12 コカゲロウ科 ミツオミジカオフタバコカゲロウ Acentrella gnom 3 3

13 フタバコカゲロウ Baetiella japonica 66 66

14 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis 1 1 1

15 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora 141 141

16 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae 6 4 4 10

17 トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata 1 1 1

18 サナエトンボ科 オナガサナエ Melligomphus viridicostus 2 1 1 2 4

19 コオニヤンマ Sieboldius albardae 1 1 1 2 3

20 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 1 1 1

21 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 7 7

22 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 88 88

23 クダトビケラ科 クダトビケラ属 Psychomyia sp. 6 6

24 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica 4 4

25 ハエ目 ヒメガガンボ科 ウスバガガンボ属 Antocha sp. 8 8

26 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae gen. sp. 1 1

27 ユスリカ科 ウスギヌヒメユスリカ属 Rheopelopia sp. 1 1

28 モンユスリカ亜科 Tanypodinae gen. sp. 3 3

29 ハダカユスリカ属 Cardiocladius sp. 73 73

30 ツヤユスリカ属 Cricotopus sp. 11 11

31 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. 12 12

32 エリユスリカ属 Orthocladius sp. 41 41

33 ムナクボエリユスリカ属 Synorthocladius sp. 7 7

34 ヌカユスリカ属 Thienemanniella  sp. 3 3

35 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae gen. sp. 82 82

36 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp. 1 1

37 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. 44 44

38 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp. 5 5

39 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp. 36 36

40 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) 4 4

41 ブユ科 アシマダラブユ属 Simulium sp. 1 1

42 コウチュウ目 ヒラタドロムシ科 クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis 3 3

個体数合計　(/サンプル) 702 11 15 3 29 731

採集法、採集場所別出現種類数 34 6 10 3 13 42

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

合計 4門 7綱 14目 23科 42種

学名

重要種

外来種

A B C D
種和名

0種 0種 0種 0種 5種

二柳橋

柳瀬川:二柳橋 (地点Ｂ)

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和3年8月2日水生生物出現種一覧表  (様式イ)

柳瀬川：松戸橋（地点Ｂ）

定量

採集

(早瀬)

①植生 ②砂 ③淵 ④湧水

任意

採集

合計

松戸橋

総合計

1 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala - - - 39 1 1 4 6 45 国外

2 環形動物門 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 ミズミミズ属 Nais  sp. 3 B αm 46 46

3 テングミズミミズ属 Stylaria sp. 2 B βm 1 1

4 ヒル綱 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata 3 B αm 2 2 2 4

5 節足動物門 クモ綱 ダニ目 ナガレダニ科 ナガレダニ属 Sperchon sp. - - - 2 2

6 軟甲綱 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx froridanus - - - 3 2 2 5 その他の総合対策外来種

7 ナギサヨコエビ科 コジマチカヨコエビ Eoniphargus kojimai - - - 1 1 1

8 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi 3 B αm 9 1 5 6 15

9 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. - - - 3 1 2 6 6 国外

10 昆虫綱 カゲロウ目 マダラカゲロウ科 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica 2 B βm 1 1 1 2

11 コカゲロウ科 ミツオミジカオフタバコカゲロウ Acentrella gnom 1 - Os 126 126

12 フタバコカゲロウ Baetiella japonica 1 A Os 6 6

13 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis 2 B βm 3 3

14 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus 1 A Os 2 2

15 Fコカゲロウ Baetis  sp. F - - - 8 8

16 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis - - - 1 1 1 2

17 Ｄコカゲロウ Nigrobaetis sp. D 2 B βm 4 4

18 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora 1 - Os 108 108

19 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae 1 A Os 12 1 4 5 17

20 トンボ目 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops 2 B βm 1 1 1 NT2

21 オナガサナエ Melligomphus viridicostus 2 B βm 2 2 2 4

22 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 3 B αm 1 1 2 2

23 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 2 B βm 1 1

24 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia 2 B βm 1 1

25 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 1 A Os 75 1 1 76

26 クダトビケラ科 クダトビケラ属 Psychomyia sp. 2 B βm 24 24

27 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata 1 A Os 3 3

28 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica 1 A Os 1 1

29 ヒゲナガトビケラ科 アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides sp. 2 B βm 1 1 1

30 ハエ目 ヒメガガンボ科 ウスバガガンボ属 Antocha sp. 1 A Os 8 1 1 9

31 ユスリカ科 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. 1 A Os 9 9

32 ムナトゲユスリカ属 Limnophyes sp. - - - 4 4

33 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. 3 B αm 5 5

34 ムナクボエリユスリカ属 Synorthocladius sp. - - - 4 4

35 ヌカユスリカ属 Thienemanniella sp. 1 A Os 1 1

36 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae gen. sp. - - - 38 38

37 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. 3 B αm 17 17

38 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp. 3 B αm 13 13

39 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) - - - 6 6

40 コウチュウ目 ヒラタドロムシ科 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus 2 B βm 2 2

587 13 2 4 19 38 625

35 10 2 3 7 15 40

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

※4)外来種の選定基準ではカワリヌマエビ属は掲載されていないものの、今年度の調査で確認されたカワリヌマエビ属については、その形態や分布等から外来種と判断した。

3種
採集法、採集場所別出現種類数

合計 3門 6綱 13目 21科 40種
個体数合計　(/サンプル)

0種 0種 0種 1種

重要種

外来種
松戸橋

A B C D
学名

汚濁階級

指数
耐忍性 水質階級

個体数

種和名No. 門名 綱名 目名 科名
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令和元年8月6日水生生物出現種一覧表  (様式イ)

個体数

定量

採集

(早瀬)

①平瀬 ②植生

任意

採集

合計

清柳橋

総合計

1 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala 50 50 国外

2 環形動物門 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 ユリミミズ属 Limnodrilus sp. 2 2 2

3 ヒル綱 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata 4 8 8 12

4 節足動物門 クモ綱 ダニ目 ナガレダニ科 ナガレダニ属 Sperchon sp. 1 1 1

5 軟甲綱 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx froridanus 2 1 1 2 4 その他の総合対策外来種

6 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi 12 4 4 16

7 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. 7 7 7 国外

8 テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens 2 2 2

9 昆虫綱 カゲロウ目 マダラカゲロウ科 アカマダラカゲロウ Teleganopsis punctisetae 15 3 3 18

10 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica 10 1 1 11

11 コカゲロウ科 ミツオミジカオフタバコカゲロウ Acentrella gnom 52 1 1 53

12 ヨシノコカゲロウ Alainites yoshinensis 25 1 1 26

13 フタバコカゲロウ Baetiella japonica 111 111

14 サホコカゲロウ Baetis sahoensis 6 6

15 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus 4 4

16 トビイロコカゲロウ属 Nigrobaetis sp. 1 1

17 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora 42 42

18 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae 9 9 2 11 20

19 トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata 1 1 1

20 コオニヤンマ Sieboldius albardae 1 1 1

21 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 1 1 1

22 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 30 6 6 36

23 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 151 27 27 178

24 クダトビケラ科 クダトビケラ属 Psychomyia  sp. 7 7

25 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata 87 14 14 101

26 ハエ目 ヒメガガンボ科 ウスバガガンボ属 Antocha sp. 2 2

27 ユスリカ科 ウスギヌヒメユスリカ属 Rheopelopia sp. 2 2

28 モンユスリカ亜科 Tanypodinae gen. sp. 4 4

29 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. 1 1

30 エリユスリカ属 Orthocladius sp. 4 2 2 6

31 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. 11 11

32 ニセテンマクエリユスリカ属 Tvetenia sp. 8 8

33 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae gen. sp. 18 18

34 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. 13 13

35 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp. 65 65

36 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) 1 1

37 コウチュウ目 ヒメドロムシ科 アシナガミゾドロムシ属 Stenelmis sp. 45 45

38 ヒラタドロムシ科 クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis 3 1 1 4

39 マスダチビヒラタドロムシ Malacopsephenoides japonicus 2 2 NT1

個体数合計　(/サンプル) 797 77 19 96 893

採集法、採集場所別出現種類数 32 14 8 20 39

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

合計 3門 6綱 13目 20科 39種

学名

重要種

外来種

A B C D

種和名

0種 0種 0種 1種 3種

清柳橋

柳瀬川：清柳橋 (地点Ｃ)

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和2年8月7日水生生物出現種一覧表  (様式イ)

定量

採集
(早瀬)

①植生 ②礫 ③砂

任意

採集
合計

狭山湖橋

合計

1 軟体動物門腹足綱 新生腹足目 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta 4 1 1 5 国外

2 ヒラマキガイ科 ヒロマキミズマイマイ Menetus dilatatus 2 2 国外

3 環形動物門ミミズ綱イトミミズ目ミズミミズ科 ユリミミズ属 Limnodrilus sp. 98 1 1 99

4 ミズミミズ属 Nais sp. 204 204

5 ヒル綱 吻蛭目 ヒラタビル科 ヒラタビル科 Glossiphoniidae gen. sp. 2 1 1 3

6 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata 8 3 4 7 15

7 イシビル科 Erpobdellidae gen. sp. 3 1 1 4

8 節足動物門軟甲綱 ヨコエビ目 ハマトビムシ科 ハマトビムシ科 Talitridae gen. sp. 1 1 1

9 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. 5 1 6 6 国外

10 アメリカザリガニ科アメリカザリガニ Procambarus clarkii 2 1 3 3 緊急対策外来種

11 昆虫綱 トンボ目 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii 1 1 1

12 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 15 1 1 16

13 ハエ目 ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. 1 1 1

14 チョウバエ科 チョウバエ属 Psychoda  sp. 2 2

15 ユスリカ科 コシアキヒメユスリカ属 Paramerina sp. 2 2

16 モンユスリカ亜科 Tanypodinae gen. sp. 10 10

17 ツヤユスリカ属 Cricotopus sp. 6 6

18 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. 8 8

19 ユスリカ属 Chironomus  sp. 18 1 1 2 20

20 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) 5 5

21 カ科 ナミカ亜科 Culicinae gen. sp. 1 2 2 3

22 コウチュウ目ガムシ科 キベリヒラタガムシ Enochrus japonicus 1 1 1

23 ヒメガムシ Sternolophus rufipes 1 1 1

個体数合計　(/サンプル) 388 19 6 5 30 418

採集法、採集場所別出現種類数 16 11 3 5 15 23

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和2年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。
※2)重要種の選定基準・カテゴリー
 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物
 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種
 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー
a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種
b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種
c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」
国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」
定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」
定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」
総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」
総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」
総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」
産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

4種

C D
外来種

合計 3門 5綱 10目 15科 23種 0種0種

種和名 学名

個体数 重要種
狭山湖橋

A B

0種0種

東川：狭山湖橋 (地点Ｂ)

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和2年8月6日水生生物出現種一覧表  (様式イ)

定量

採集
(早瀬)

①平瀬 ②植生 ③礫
④湛水

区域

任意

採集
合計

弘法橋

合計

1 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala 10 10 国外

2 軟体動物門 腹足綱 新生腹足目 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina 14 4 2 2 5 13 27

3 汎有肺目 モノアラガイ科 モノアラガイ科 Lymnaeidae gen. sp. 1 1 1 国外

4 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta 6 6 6 国外

5 二枚貝綱 マルスダレガイ目 シジミ科 シジミ属 Corbicula sp. 4 1 1 3 5 9 その他の総合対策外来種

6 環形動物門 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 エラミミズ Branchiura sowerbyi 1 1 1

7 ユリミミズ属 Limnodrilus sp. 2 1 1 3

8 ミズミミズ属 Nais sp. 56 56

9 ヒル綱 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata 7 1 2 3 10

10 イシビル科 Erpobdellidae gen. sp. 3 2 2 5

11 節足動物門 軟甲綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi 1 1 1 2

12 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. 1 3 2 6 6 国外

13 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii 3 3 3 緊急対策外来種

14 昆虫綱 カゲロウ目 コカゲロウ科 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus 2 2

15 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora 2 2

16 トンボ目 サナエトンボ科 オナガサナエ Melligomphus viridicostus 1 2 2 4 5

17 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 2 1 3 3

18 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 2 22 22 24

19 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia 59 59

20 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 2 2

21 ハエ目 ユスリカ科 ツヤユスリカ属 Cricotopus sp. 3 2 2 5

22 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. 2 2

23 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. 1 1

24 ムナクボエリユスリカ属 Synorthocladius  sp. 2 2

25 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp. 5 5

26 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus  sp. 2 2

27 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) 1 1

28 コウチュウ目 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca opaca 2 2

29 クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis 2 2

個体数合計　(/サンプル) 185 9 18 32 14 73 258

採集法、採集場所別出現種類数 23 5 7 7 6 15 29

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和2年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。
※2)重要種の選定基準・カテゴリー
 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物
 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種
 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足
 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、
NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー
a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種
b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種
c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」
国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」
定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」
定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」
総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」
総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」
総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」
産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

6種

C D
外来種

合計 4門 7綱 14目 16科 29種 0種0種

種和名 学名

個体数 重要種

弘法橋

A B

0種0種

東川：弘法橋(地点Ａ)

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和元年8月7日水生生物出現種一覧表  (様式イ)

定量

採集

(早瀬)

①平瀬 ②植生

任意

採集

合計

中橋

総合計

1 扁形動物門 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala 3 3 国外

2 軟体動物門 腹足綱 新生腹足目 タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica 1 1 1

3 汎有肺目 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta 9 1 1 2 11 国外

4 ヒラマキガイ科 ヒロマキミズマイマイ Menetus dilatatus 6 6 国外

5 環形動物門 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 ユリミミズ属 Limnodrilus sp. 56 8 8 64

6 ヒル綱 ヒルミミズ目 ヒルミミズ科 ヒルミミズ科 Branchiobdellidae gen. sp. 2 2 2 国外

7 吻蛭目 ヒラタビル科 ヒラタビル科 Glossiphoniidae gen. sp. 5 5 5

8 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata 75 20 20 95

9 節足動物門 クモ綱 ダニ目 ナガレダニ科 ナガレダニ属 Sperchon sp. 9 9

10 軟甲綱 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi 248 42 42 290

11 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. 116 9 14 23 139 国外

12 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii 1 1 1 緊急対策外来種

13 昆虫綱 カゲロウ目 コカゲロウ科 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis 2 2

14 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora 244 244

15 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae 13 9 9 22

16 トンボ目 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius 1 1 1

17 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum 1 1 1

18 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata 836 8 8 844

19 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis 9 1 1 10

20 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata 1 1 1

21 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. 2 2

22 ハエ目 ユスリカ科 エリユスリカ属 Orthocladius sp. 3 3

23 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. 4 4

24 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae gen. sp. 15 1 1 16

25 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. 3 3

26 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp. 14 14

27 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) 1 1

28 コウチュウ目 ヒラタドロムシ科 クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis 3 3 3 6

29 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus 5 5

個体数合計　(/サンプル) 1,676 108 21 129 1,805

採集法、採集場所別出現種類数 22 12 7 17 29

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (底生動物)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

0種 0種 0種 0種 6種29種

学名

個体数

No. 門名 綱名 目名 科名 種和名

合計 4門 7綱 16目 21科

東川：中橋 (地点Ａ)
重要種

外来種
A B C D

中橋
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令和3年7月26日魚類出現種一覧表  (様式エ)

個体数

柳瀬川

大鐘橋

1 コイ コイ ギンブナ Carassius sp. 1 69 -

2 カワムツ Candidia temminckii 59 80 20

3 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus 8 64 41

4 スズキ ハゼ トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR unidentified 5 44 21

5 タイワンドジョウ カムルチー Channa argus ○ 約400 - 国外由来

個体数合計 73

出現種類数 5
※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

※4)外来種の選定基準ではカムルチーは掲載されていないが、国外から導入されたことが明らかであるため、本報告書では国外由来外来種として扱う。

全長（mm）

最大 最小

- -

柳瀬川:大鐘橋(地点Ａ)

No. 目名 科名 種和名 学名

重要種

外来種
A B C D

0種 0種 1種合計 1目 3科 5種 0種 0種
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令和元年8月5日魚類出現種一覧表  (様式エ)

個体数

柳瀬川

二柳橋

1 コイ コイ コイ Cyprinus carpio ○

2 オイカワ Opsariichthys platypus 38

3 カワムツ Candidia temminckii 2

4 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus 1

5 サケ アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis 1

6 ダツ メダカ ミナミメダカ Oryzias latipes 1 VU NT2

7 スズキ ハゼ 旧トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR morphotype unidentified 13

個体数合計 56

出現種類数 7

注）○は目視による確認

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

No.

合計 4目 4科 7種

柳瀬川：二柳橋 (地点Ｂ)

0種 0種

外来種目名 科名 種和名 学名

重要種

0種 1種 1種

A B C D
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令和3年8月2日魚類出現種一覧表  (様式エ)

個体数

柳瀬川

松戸橋

1 コイ コイ コイ（型不明） Cyprinus carpio ○ 約500 -

2 オイカワ Opsariichthys platypus 87 103 32

3 カワムツ Candidia temminckii 31 98 33

4 スナゴカマツカ Pseudogobio polystictus 2 92 91

5 サケ アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis 3 129 80

6 スズキ ハゼ トウヨシノボリ類 Rhinogobius sp.OR unidentified 5 39 23

個体数合計 128

出現種類数 6
※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

柳瀬川:松戸橋(地点Ｂ)

No. 目名 科名 種和名 学名

-

全長（mm） 重要種

外来種
最大 最小 A B C D

0種 0種 0種 0種 0種合計 3目 3科 6種 -
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令和元年8月6日魚類出現種一覧表  (様式エ)

柳瀬川 ： 清柳橋 (地点Ｃ)
個体数

柳瀬川

清柳橋

1 コイ コイ コイ Cyprinus carpio 1

2 フナ類 Carassius sp. ●

3 オイカワ Opsariichthys platypus 20

4 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus 1

5 ニゴイ Hemibarbus barbus ○

6 ドジョウ ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C ●

7 サケ アユ アユ Plecoglossus altivelis altivelis 15

8 カダヤシ カダヤシ カダヤシ Gambusia affinis ● 特定外来、重点対策外来種

9 スズキ ハゼ マハゼ Acanthogobius flavimanus 1

10 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 2

11 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia 3

個体数合計 43

出現種類数 11

注）○は目視による確認

　　●は現地踏査時の目視による確認

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

No.

合計 4目 5科 11種 0種 1種

外来種目名 科名 種和名 学名

重要種

0種 0種 0種

A B C D
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令和2年8月7日魚類出現種一覧表  (様式エ)

個体数

東川

狭山湖橋

1 コイ コイ タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus 2 47 42

2 ドジョウ ドジョウ（外来系統） Misgurnus anguillicaudatus 2 68 62 国外由来

個体数合計 4

出現種類数 2
※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和2年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

全長（mm）

最大 最小

- -

東川:狭山湖橋 (地点Ｂ)

No. 目名 科名 種和名 学名

重要種

外来種
A B C D

0種 0種 1種合計 1目 2科 2種 0種 0種
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令和2年8月6日魚類出現種一覧表  (様式エ)

個体数

東川

弘法橋

1 コイ コイ コイ Cyprinus carpio ○ 約400 -

2 オイカワ Opsariichthys platypus 44 102 22

3 カワムツ Candidia temminckii 70 112 16

4 ドジョウ ドジョウ（外来系統）Misgurnus anguillicaudatus 2 112 99 国外由来

5 ヒガシシマドジョウ Cobitis sp. BIWAE type C 5 68 35

個体数合計 121

出現種類数 5
※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和2年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

全長（mm）

最大 最小

- -

東川:弘法橋 (地点Ａ)

No. 目名 科名 種和名 学名

重要種

外来種
A B C D

0種 0種 1種合計 1目 2科 5種 0種 0種
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令和元年8月7日魚類出現種一覧表  (様式エ)

個体数

東川

中橋

1 コイ コイ コイ Cyprinus carpio 6

2 カワムツ Candidia temminckii 3

3 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus 2

4 ドジョウ ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 1 NT

5 ダツ メダカ ミナミメダカ Oryzias latipes 1 VU NT2

個体数合計 13

出現種類数 5

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2018動物編」(埼玉県，2018)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR+EN：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、NT1：準絶滅危惧1型、NT2：準絶滅危惧2型、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群、RT：地帯別危惧

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 (魚類)」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

No.

合計 1目 2科 5種

東川:中橋 (地点Ａ)

0種 0種

外来種目名 科名 種和名 学名

重要種

0種 2種 1種

A B C D
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令和3年7月26日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

柳瀬川 ： 大鐘橋（地点Ａ）
個体数

柳瀬川

大鐘橋

1 藍藻植物門 藍藻綱 カマエシフォン目 カマエシフォン科 コンボウランソウ Chamaesiphon confervicola 10,350

2 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 4,830

3 紅色植物門 紅藻綱 アクロカエチウム目 オオジュイネラ科 オオジュイネラ Audouinella sp. 489,900

4 珪藻植物門 珪藻綱 羽状目 アクナンテス科 ツメワカレケイソウ Achnanthidium japonicum 1,150

5 コバンケイソウ Cocconeis placentula var. linearis 230

6 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 230

個体数合計 506,690

出現種類数 6

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、

DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

合計 3門 3綱 4目 5科 6種

学名

重要種

外来種
A B C D

種和名

0種 0種 0種 0種 0種

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和元年8月5日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

個体数

柳瀬川

二柳橋

1 藍色細菌門 藍藻綱 クロオコッカス目 エントフィサリス科 エントフィサリス Entophysalis lemaniae 30,720

2 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 829,440

3 ユレモ科 サヤユレモ Phormidium  sp. * 1,536

4 珪藻植物門 珪藻綱 中心目 タラシオシラ科 ヒメマルケイソウ Cyclotella meneghiniana 3,072

5 メロシラ科 チャヅツケイソウ Melosira varians 3,072

6 羽状目 ディアトマ科 イタケイソウ Diatoma vulgaris 1,536

7 オビケイソウ Fragilaria fasciculata 1,536

8 ハリケイソウ Ulnaria lanceolata 1,536

9 ハリケイソウ Ulnaria pseudogailonii 4,608

10 ハリケイソウ Ulnaria ulna var. oxyrhynchus 1,536

11 ハリケイソウ Ulnaria ulna var. ulna 9,216

12 ナビクラ科 クチビルケイソウ Cymbella tumida 1,536

13 クチビルケイソウ Cymbella turgidula 1,536

14 ハラミクチビルケイソウ Encyonema leei 1,536

15 ハラミクチビルケイソウ Encyonema prostratum 1,536

16 クサビフネケイソウ Gomphoneis heterominuta 7,680

17 クサビケイソウ Gomphonema lagenula 3,072

18 クサビケイソウ Gomphonema parvulum 3,072

19 クサビケイソウ Gomphonema pseudoaugur 1,536

20 クサビケイソウ Gomphonema truncatum 1,536

21 フネケイソウ Navicula cryptotenella 12,288

22 フネケイソウ Navicula rostellata 19,968

23 フネケイソウ Navicula seminulum 3,072

24 フネケイソウ Navicula subminuscula 3,072

25 フネケイソウ Navicula subrostellata 12,288

26 フネケイソウ Navicula symmetrica 9,216

27 フネケイソウ Navicula tripunctata 1,536

28 フネケイソウ Navicula veneta 6,144

29 フネケイソウ Navicula yuraensis 3,072

30 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata 7,680

31 フネケイソウ Sellaphora japonica 3,072

32 エリツキケイソウ Sellaphora pupula 1,536

33 アクナンテス科 ツメワカレケイソウ Achnanthidium clevei 1,536

34 ツメワカレケイソウ Achnanthidium exiguum 1,536

35 ツメワカレケイソウ Achnanthidium japonicum 3,072

36 ツメワカレケイソウ Achnanthidium subhudsonis 6,144

37 コバンケイソウ Cocconeis pediculus 1,536

38 コバンケイソウ Cocconeis placentula var. linearis 3,072

39 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 10,752

40 ササノハケイソウ Nitzschia inconspicua 4,608

41 ササノハケイソウ Nitzschia linearis 1,536

42 ササノハケイソウ Nitzschia palea 115,200

43 ササノハケイソウ Nitzschia paleacea 26,112

44 スリレラ科 オオバンケイソウ Surirella bifrons 1,536

45 緑藻植物門 緑藻綱 クロロコックム目 セネデスムス科 イカダモ Scenedesmus acutiformis 6,144

46 イカダモ Scenedesmus acutus 24,576

47 イカダモ Scenedesmus spinosus 36,864

48 カエトフォラ目 カエトフォラ科 クロニオフォラ Cloniophora plumosa 16,896

49 キヌミドロ Stigeoclonium  sp. 61,440

50 カエトフォラ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） 76,800

51 サヤミドロ目 サヤミドロ科 サヤミドロ Oedogonium sp. 7,680

52 ミドリゲ目 シオグサ科 シオグサ Cladophora glomerata 1,536

53 ホシミドロ目 ホシミドロ科 アオミドロ Spirogyra  sp. 1,536

個体数合計 1,403,904

出現種類数 53

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

53種

学名

重要種

外来種
A B C D

種和名

0種 0種 0種 0種 0種

柳瀬川：二柳橋 (地点Ｂ)

合計 3門 3綱 53目 53科

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和3年8月2日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

柳瀬川 ： 松戸橋（地点Ｂ）
個体数

柳瀬川

松戸橋

1 藍色細菌門 藍藻綱 クロオコッカス目 エントフィサリス科 エントフィサリス Entophysalis lemaniae 67,200

2 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 960,000

3 紅色植物門 紅藻綱 アクロカエチウム目 オオジュイネラ科 オオジュイネラ Audouinella sp. 2,880

4 珪藻植物門 珪藻綱 中心目 メロシラ科 チャヅツケイソウ Melosira varians 2,880

5 羽状目 ディアトマ科 イタケイソウ Diatoma vulgaris 960

6 オビケイソウ Fragilaria rumpens 960

7 オビケイソウ Fragilaria vaucheriae 960

8 ハリケイソウ Ulnaria lanceolata 960

9 ハリケイソウ Ulnaria pseudogailonii 960

10 ハリケイソウ Ulnaria ulna 960

11 ナビクラ科 ニセクチビルケイソウ Amphora pediculus 960

12 ハラミクチビルケイソウ Encyonema leei 960

13 クサビケイソウ Gomphonema clavatum 960

14 クサビケイソウ Gomphonema lagenula 1,920

15 クサビケイソウ Gomphonema parvulum 960

16 フネケイソウ Navicula cryptocephala 1,920

17 フネケイソウ Navicula cryptotenella 2,880

18 フネケイソウ Navicula gregaria 1,920

19 フネケイソウ Navicula minima 1,920

20 フネケイソウ Navicula nipponica 960

21 フネケイソウ Navicula rostellata 960

22 フネケイソウ Navicula subrostellata 3,840

23 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata 960

24 フネケイソウ Sellaphora japonica 960

25 アクナンテス科 コバンケイソウ Cocconeis placentula var. linearis 960

26 フトスジツメワカレケイソウ Planothidium lanceolatum 1,920

27 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 14,400

28 ササノハケイソウ Nitzschia inconspicua 1,920

29 ササノハケイソウ Nitzschia palea 960

30 緑藻植物門 緑藻綱 クロロコックム目 セネデスムス科 イカダモ Scenedesmus armatus var. ecornis 1,920

31 カエトフォラ目 カエトフォラ科 クロニオフォラ Cloniophora plumosa 115,200

32 キヌミドロ Stigeoclonium sp. 81,600

33 カエトフォラ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） 57,600

個体数合計 1,337,280

出現種類数 33

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、

DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

合計 4門 4綱 7目 10科 33種

学名

重要種

外来種
A B C D

種名

0種 0種 0種 0種 0種

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和元年8月6日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

個体数

柳瀬川

清柳橋

1 藍色細菌門 藍藻綱 クロオコッカス目 エントフィサリス科 エントフィサリス Entophysalis lemaniae 103,680

2 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 334,080

3 紅色植物門 紅藻綱 アクロカエチウム目 オオジュイネラ科 オオジュイネラ Audouinella sp. 2,304

4 珪藻植物門 珪藻綱 中心目 タラシオシラ科 ヒメマルケイソウ Cyclotella meneghiniana 28,800

5 メロシラ科 スジタルケイソウ Aulacoseira granulata 1,152

6 チャヅツケイソウ Melosira varians 12,672

7 羽状目 ディアトマ科 イタケイソウ Diatoma vulgaris 9,216

8 オビケイソウ Fragilaria capitellata 1,152

9 オビケイソウ Fragilaria fasciculata 1,152

10 オビケイソウ Fragilaria vaucheriae 2,304

11 オビジュウジケイソウ Staurosira construens  var. venter 12,672

12 ハリケイソウ Ulnaria lanceolata 1,152

13 ハリケイソウ Ulnaria pseudogailonii 1,152

14 ハリケイソウ Ulnaria ulna  var. oxyrhynchus 3,456

15 ハリケイソウ Ulnaria ulna var. ulna 4,609

16 ナビクラ科 ニセクチビルケイソウ Amphora pediculus 2,304

17 クチビルケイソウ Cymbella tumida 1,152

18 クチビルケイソウ Cymbella turgidula 1,152

19 ハスフネケイソウ Frustulia vulgaris 2,304

20 クサビフネケイソウ Gomphoneis heterominuta 1,152

21 クサビケイソウ Gomphonema gracile 1,152

22 クサビケイソウ Gomphonema lagenula 6,912

23 クサビケイソウ Gomphonema parvulum 34,560

24 クサビケイソウ Gomphonema pseudoaugur 6,912

25 クサビケイソウ Gomphonema truncatum 1,152

26 フネケイソウ Navicula cryptocephala 1,152

27 フネケイソウ Navicula cryptotenella 26,496

28 フネケイソウ Navicula decussis 1,152

29 フネケイソウ Navicula goeppertiana 1,152

30 フネケイソウ Navicula gregaria 6,912

31 フネケイソウ Navicula nipponica 1,152

32 フネケイソウ Navicula pseudacceptata 1,152

33 フネケイソウ Navicula rostellata 5,760

34 フネケイソウ Navicula saprophila 11,520

35 フネケイソウ Navicula seminulum 2,304

36 フネケイソウ Navicula subminuscula 3,456

37 フネケイソウ Navicula subrostellata 21,888

38 フネケイソウ Navicula symmetrica 1,152

39 フネケイソウ Navicula trivialis 1,152

40 フネケイソウ Navicula veneta 2,304

41 フネケイソウ Navicula viridula 1,152

42 フネケイソウ Navicula yuraensis 28,800

43 カイコマケケイソウ Reimeria sinuata 4,608

44 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata 1,152

45 フネケイソウ Sellaphora japonica 2,304

46 アクナンテス科 ツメワカレケイソウ Achnanthidium japonicum 32,256

47 ツメワカレケイソウ Achnanthidium minutissimum 1,152

48 ツメワカレケイソウ Achnanthidium subhudsonis 2,304

49 コバンケイソウ Cocconeis pediculus 1,152

50 コバンケイソウ Cocconeis placentula var. linearis 6,912

51 フトスジツメワカレケイソウ Planothidium lanceolatum 9,216

52 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 24,192

53 ササノハケイソウ Nitzschia inconspicua 44,928

54 ササノハケイソウ Nitzschia palea 38,016

55 ササノハケイソウ Nitzschia paleacea 24,192

56 スリレラ科 オオバンケイソウ Surirella angusta 1,152

57 緑藻植物門 緑藻綱 クロロコックム目 セネデスムス科 イカダモ Scenedesmus acutus 27,648

58 イカダモ Scenedesmus armatus 2,304

59 アミミドロ科 クンショウモ Pediastrum boryanum 3,456

60 カエトフォラ目 カエトフォラ科 クロニオフォラ Cloniophora plumosa 357,120

61 キヌミドロ Stigeoclonium  sp. 34,560

62 カエトフォラ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） 190,080

63 サヤミドロ目 サヤミドロ科 サヤミドロ Oedogonium sp. 2,304

64 ミドリゲ目 シオグサ科 シオグサ Cladophora glomerata 1,152

個体数合計 1,509,121

出現種類数 64

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

64種

学名

重要種

外来種
A B C D

種和名

0種 0種 0種 0種 0種

柳瀬川：清柳橋 (地点Ｃ)

合計 4門 4綱 64目 64科

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和2年8月7日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

東川 ： 狭山湖橋
個体数

東川

狭山湖橋

1 藍色細菌門藍藻綱 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 6,912

2 紅色植物門紅藻綱 オオイシソウ目 オオイシソウ科 オオイシソウ Compsopogon coeruleus 207,360 VU CE

3 アクロカエチウム目 オオジュイネラ科 オオジュイネラ Audouinella sp. 25,344

4 珪藻植物門珪藻綱 中心目 メロシラ科 チャヅツケイソウ Melosira varians 2,304

5 羽状目 ディアトマ科 ハリケイソウ Ulnaria lanceolata 2,304

6 ハリケイソウ Ulnaria ulna 2,304

7 ナビクラ科 ニセクチビルケイソウ Amphora montana 2,304

8 ハスフネケイソウ Frustulia vulgaris 2,304

9 クサビケイソウ Gomphonema lagenula 13,824

10 クサビケイソウ Gomphonema parvulum 62,208

11 クサビケイソウ Gomphonema pseudoaugur 9,216

12 ニセメガネケイソウ Gyrosigma scalproides 2,304

13 フネケイソウ Navicula cryptocephala 4,608

14 フネケイソウ Navicula cryptotenella 4,608

15 フネケイソウ Navicula gregaria 4,608

16 フネケイソウ Navicula minima 11,520

17 フネケイソウ Navicula saprophila 1,011,456

18 フネケイソウ Navicula seminulum 237,312

19 フネケイソウ Navicula subminuscula 4,608

20 フネケイソウ Navicula symmetrica 4,608

21 フネケイソウ Navicula trivialis 2,304

22 フネケイソウ Navicula veneta 25,344

23 エリツキケイソウ Sellaphora pupula 2,304

24 アクナンテス科 フトスジツメワカレケイソウ Planothidium lanceolatum 66,816

25 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 4,608

26 ササノハケイソウ Nitzschia linearis 4,608

27 ササノハケイソウ Nitzschia palea 311,040

28 スリレラ科 オオバンケイソウ Surirella angusta 2,304

29 緑藻植物門緑藻綱 カエトフォラ目 カエトフォラ科 キヌミドロ Stigeoclonium sp. 380,160

30 カエトフォラ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） 23,040

31 サヤミドロ目 サヤミドロ科 サヤミドロ Oedogonium  sp. 149,760

32 ミドリゲ目 シオグサ科 ミゾジュズモ Chaetomorpha okamurai 48,384

33 ネダシグサ Rhizoclonium sp. 16,128

個体数合計 2,658,816

出現種類数 33

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和2年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、

DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

No. 門名 綱名 目名 科名

33種

学名

重要種

外来種
A B C D

種名

0種 0種 1種 1種 0種合計 4門 4綱 8目 12科



42 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和2年8月6日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

東川 ： 弘法橋
個体数

東川

弘法橋

1 藍色細菌門藍藻綱 クロオコッカス目 エントフィサリス科 エントフィサリス Entophysalis lemaniae 26,112

2 カマエシフォン目 カマエシフォン科 コンボウランソウ Chamaesiphon minutus 23,040

3 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 261,120

4 珪藻植物門珪藻綱 中心目 メロシラ科 チャヅツケイソウ Melosira varians 7,680

5 羽状目 ディアトマ科 ハリケイソウ Ulnaria lanceolata 1,536

6 ハリケイソウ Ulnaria ulna 1,536

7 ナビクラ科 ニセクチビルケイソウ Amphora montana 3,072

8 クサビフネケイソウ Gomphoneis heterominuta 6,144

9 クサビケイソウ Gomphonema gracile 1,536

10 クサビケイソウ Gomphonema lagenula 1,536

11 クサビケイソウ Gomphonema parvulum 26,112

12 クサビケイソウ Gomphonema pseudoaugur 1,536

13 クサビケイソウ Gomphonema pumilum var. rugidum 1,536

14 ニセメガネケイソウ Gyrosigma scalproides 1,536

15 フネケイソウ Navicula cryptocephala 1,536

16 フネケイソウ Navicula cryptotenella 3,072

17 フネケイソウ Navicula decussis 3,072

18 フネケイソウ Navicula gregaria 7,680

19 フネケイソウ Navicula minima 18,432

20 フネケイソウ Navicula molestiformis 56,832

21 フネケイソウ Navicula nipponica 1,536

22 フネケイソウ Navicula rostellata 13,824

23 フネケイソウ Navicula saprophila 53,760

24 フネケイソウ Navicula seminulum 9,216

25 フネケイソウ Navicula subminuscula 16,896

26 フネケイソウ Navicula subrostellata 16,896

27 フネケイソウ Navicula suprinii 7,680

28 フネケイソウ Navicula symmetrica 1,536

29 フネケイソウ Navicula trivialis 1,536

30 フネケイソウ Sellaphora japonica 1,536

31 エリツキケイソウ Sellaphora pupula 3,072

32 アクナンテス科 コバンケイソウ Cocconeis pediculus 1,536

33 コバンケイソウ Cocconeis placentula  var. linearis 1,536

34 フトスジツメワカレケイソウ Planothidium lanceolatum 3,072

35 ハネケイソウ科 ハネケイソウ Pinnularia gibba 1,536

36 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 4,608

37 ササノハケイソウ Nitzschia inconspicua 1,536

38 ササノハケイソウ Nitzschia linearis 1,536

39 ササノハケイソウ Nitzschia palea 337,920

40 スリレラ科 オオバンケイソウ Surirella angusta 3,072

41 緑藻植物門緑藻綱 カエトフォラ目 カエトフォラ科 クロニオフォラ Cloniophora plumosa 560,640

42 キヌミドロ Stigeoclonium sp. 12,288

43 カエトフォラ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） 245,760

個体数合計 1,757,184

出現種類数 43

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和2年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2020」(環境省，2020)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、

DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

合計 3門 3綱 6目 11科 43種

学名

重要種

外来種
A B C D

種和名

0種 0種 0種 0種 0種

No. 門名 綱名 目名 科名
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令和元年8月7日付着藻類出現種一覧表  (様式オ)

個体数

東川

中橋

1 藍色細菌門 藍藻綱 クロオコッカス目 エントフィサリス科 エントフィサリス Entophysalis lemaniae 15,360

2 カマエシフォン目 カマエシフォン科 コンボウランソウ Chamaesiphon minutus 138,240

3 ネンジュモ目 ヒゲモ科 ビロウドランソウ Homoeothrix janthina  * 24,960

4 ユレモ科 サヤユレモ Phormidium  sp. * 384

5 紅色植物門 紅藻綱 オオイシソウ目 オオイシソウ科 オオイシソウ Compsopogon coeruleus 3,072 VU CE

6 珪藻植物門 珪藻綱 中心目 メロシラ科 スジタルケイソウ Aulacoseira ambigua 384

7 スジタルケイソウ Aulacoseira granulata 384

8 アナウルス科 サンカクガサネケイソウ Hydrosera triquetra 384

9 羽状目 ナビクラ科 クサビフネケイソウ Gomphoneis heterominuta 59,520

10 クサビケイソウ Gomphonema augur 384

11 クサビケイソウ Gomphonema inaequilongum 384

12 クサビケイソウ Gomphonema lagenula 384

13 クサビケイソウ Gomphonema parvulum 1,536

14 クサビケイソウ Gomphonema pseudosphaerophorum 384

15 クサビケイソウ Gomphonema truncatum 384

16 クサビケイソウ Gomphonema pumilum var. rugidum 384

17 フネケイソウ Navicula seminulum 768

18 カイコマケケイソウ Reimeria sinuata 768

19 マガリクサビケイソウ Rhoicosphenia abbreviata 4,224

20 アクナンテス科 コバンケイソウ Cocconeis pediculus 51,840

21 コバンケイソウ Cocconeis placentula var. linearis 3,840

22 ニッチア科 ササノハケイソウ Nitzschia amphibia 5,760

23 緑藻植物門 緑藻綱 クロロコックム目 クロロコックム科 カラキウム Characium  sp. 21,120

24 カエトフォラ目 カエトフォラ科 カエトフォラ科（基部細胞） Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell） 15,360

25 サヤミドロ目 サヤミドロ科 サヤミドロ Oedogonium sp. 3,072

26 ミドリゲ目 シオグサ科 シオグサ Cladophora glomerata 19,200

27 ネダシグサ Rhizoclonium sp. 7,296

個体数合計 379,776

出現種類数 27

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

※1)分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(平成30年公表，水情報国土データ管理センター)に準じた。

※2)重要種の選定基準・カテゴリー

 A 「文化財保護法」(昭和25年法律第214号) に基づく国・県・市町村指定の天然記念物

 B 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」の国内希少野生動植物種の指定種

 C 「環境省レッドリスト2019」(環境省，2019)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、NT：準絶滅危惧、DD：情報不足

 D 「埼玉県レッドデータブック2011植物編」(埼玉県，2012)の掲載種

EX：絶滅、EW：野生絶滅、CE：絶滅危惧Ⅰ類、CR：絶滅危惧ⅠA類、EN：絶滅危惧ⅠB類、VU：絶滅危惧Ⅱ類、

NT：準絶滅危惧、DD：情報不足、LP：絶滅のおそれがある地域個体群

※3)外来種の選定基準・カテゴリー

a 「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」(2015年3月、環境省)の掲載種

b 「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」(平成16年6月2日法律第78号)の掲載種

c 「河川水辺の国勢調査　外来種準拠文献一覧 」の文献における掲載種

特定:「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」指定の「特定外来生物」

国外:おおよそ明治以降に人為的影響により侵入したと考えられる国外由来の動植物(国外外来種)」

定着予防(侵入予防):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(侵入予防外来種)」

定着予防(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「定着予防外来種(その他の定着予防外来種)」

総合対策(緊急):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(緊急対策外来種)」

総合対策(重点):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(重点対策外来種)」

総合対策(その他):「生態系被害防止外来種リスト」選定の「総合対策外来種(その他の総合対策外来種)」

産業管理:「生態系被害防止外来種リスト」選定の「産業管理外来種」

27科 27種

学名

重要種

外来種
A B C D

種和名

0種 0種 1種 1種 0種

科名

合計 4門 5綱 27目

No. 門名 綱名 目名

東川：中橋 (地点Ａ)



 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 確認された河川生物各種の解説 
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確認された水生生物各種の解説(1)  

 

 

  

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

1

扁形動物 有棒状体 三岐腸 ｻﾝｶｸｱﾀﾏｳｽﾞﾑｼ ｱﾒﾘｶﾂﾉｳｽﾞﾑｼ
Girardia dorotocephala

- - -

本種は北米原産の外来種で、体長1.5cm
から3.5㎝程度と比較的大型のプラナリ
アの仲間。体色は茶褐色から黒茶褐色。
黒目部分が小さく、体高が厚いのが特
徴。また、耳葉が反り返り、角状に見え
ることが”ツノ”ウズムシの由来となっ
ている。在来種のナミウズムシやミヤマ
ウズムシなどに比べると有機的な汚濁に
強く、河川下流部まで分布する。本邦で
は2003年に愛知県碧南市ではじめて見つ
かった。

○ ○ ○ ○ ○

2

新生腹足 ﾀﾆｼ ﾋﾒﾀﾆｼ
Sinotaia quadrata
histrica

αm B 3

殻高20～30mm。東北から九州にかけて分
布する。池沼や湖、水路、水田等止水域
に生息する。卵胎生。

○

3
ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ ﾓﾉｱﾗｶﾞｲ科

Lymnaeidae gen. sp. - - -
殻高20mm前後。外来種と考えられるが、
原産地や移入経路については不明。 ○

4

ｶﾜﾆﾅ ｶﾜﾆﾅ
Semisulcospira
libertina

βm B 2

殻髙20～50mm。全国に分布する。河川や
水路に生息し、藻類や有機物を食べる。
卵胎生。ゲンジボタルの幼虫の餌とな
る。

○ ○

5

ｻｶﾏｷｶﾞｲ ｻｶﾏｷｶﾞｲ
Physa acuta

Ps B 4

殻高10～15mm。殻は左巻き。ヨーロッパ
原産とされている。現在は世界各国に分
布している。水田・ため池・湿地等に生
息し、有機汚濁に強い。

○ ○ ○

6

ﾋﾗﾏｷｶﾞｲ ﾋﾛﾏｷﾐｽﾞﾏｲﾏｲ
Menetus dilatatus

- - -

殻径3mm前後。北米原産の外来種。2000
年代初頭以降本州の複数の県で確認され
るようになった。ヨーロッパにも移入さ
れており、日本ではフロリダマミズヨコ
エビやアメリカナミウズムシなどととも
に見られることもある。

○ ○

7

ｼｼﾞﾐ ｼｼﾞﾐ属
Corbicula sp.

- - -

殻長20～30mm。食用に輸入されたシジミ
が起源と推察される。1980年代から国内
で確認され、現在は全国で在来のマシジ
ミとの交雑、駆逐が問題となっている。

○ ○

8

ﾏﾒｼｼﾞﾐ ﾏﾒｼｼﾞﾐ属
Pisidium sp.

- - -

殻長10～15mm。全国的に分布、低地から
高山地の湧水のある湖沼・湿地・水路に
生息する。20余りの種や亜種が記載され
ているが、分類は混迷している。

○

9

ｴﾗﾐﾐｽﾞ
Branchiura sowerbyi

Ps B 4

大型の水生ミミズ類で、体長が100mmを
超えることがある。水田や池沼都市河川
など、有機物の多い河川に多い。 ○

10

ﾕﾘﾐﾐｽﾞ属
Limnodrilus  sp.

Ps B 4

体長数十mmになる。流水、止水に生息
し、汚濁した水域でよくみられる。海水
の影響を受ける汽水域でみられることも
ある。

○ ○ ○ ○ ○

11
ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属
Nais sp . αm B 3

体長3～9mm。河川の上流から中流の礫底
に生息する。有機物を餌とし、卵のほ
か、分裂によっても増殖する。

○ ○ ○

12

ﾃﾝｸﾞﾐｽﾞﾐﾐｽﾞ属
Stylaria sp .

βm B 2

体長5～10mmで透明。日本列島や東南ア
ジアに広く分布する。口前葉は長く突き
出て吻となる。水草帯によく見られ、活
発に遊泳する。

○

13

ﾋﾙﾐﾐｽﾞ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ ﾋﾙﾐﾐｽﾞ科
Branchiobdellidae gen.
sp.

- - -

ザリガニ類の体表に外部共生する。在来
のヒルミミズはニホンザリガニに共生す
るため、東北地方北部、北海道に分布す
る。本種は同地点で採集されたアメリカ
ザリガニに共生していたことから外来種
と考えられる。

○

14

吻蛭 ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ ﾋﾗﾀﾋﾞﾙ科
Glossiphoniidae gen.
sp.

- - -

体長15mm～30mm。他のヒル類よりも幅が
広い。止水～緩流域に生息する種が多
い。小型の淡水無脊椎動物を捕食する。

○ ○

15

ｼﾏｲｼﾋﾞﾙ
Dina lineata

αm B 3

体長80mm程度。全国に分布する。止水～
緩流に生息する。流れのある河川では岸
際の礫に付着していることが多い。小型
の淡水無脊椎動物を捕食する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

16

ｲｼﾋﾞﾙ科

- - -

体長80mm程度。全国に分布する。止水～
緩流に生息する。流れのある河川では岸
際の礫に付着していることが多い。小型
の淡水無脊椎動物を捕食する。

○ ○ ○

17
ｸﾓ ﾀﾞﾆ ﾅｶﾞﾚﾀﾞﾆ ﾅｶﾞﾚﾀﾞﾆ属

Sperchon sp. - - -
体長1mm程度。流水に生息し、ユスリカ
幼虫やミジンコ等を捕食する。 ○ ○ ○ ○ ○

18

ﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ ﾌﾛﾘﾀﾞﾏﾐｽﾞﾖｺｴﾋﾞ
Crangonyx froridanus

- - -

体長4～8mm。止水・流水問わず、様々な
底質・水質の淡水域に生息可能。湧水の
ある河川上流域、河川の中・下流域のや
や汚濁の進んだ水域、砂礫質・泥質・植
生の根などに生息する。在来のヨコエビ
類とは異なり夏季に25℃を超えるような
水域にも生息可能である。

○ ○ ○

19

ﾅｷﾞｻﾖｺｴﾋﾞ ｺｼﾞﾏﾁｶﾖｺｴﾋﾞ
Eoniphatgus kojimai

- - -

体長5.5～6mm。関東地方の地下水や河川
間隙水に生息する。分布や生態について
はまだ不明な点が多い。

○ ○

20
ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼﾞ ﾊﾏﾄﾋﾞﾑｼﾞ科

Talitridae gen. sp. - - -
体長7～15mm。水際の落葉や転石の下に
生息する。主に陸で活動するが、水中に
も入る。

○

21

ﾜﾗｼﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ ﾐｽﾞﾑｼ
Asellus hilgendorf i

αm B 3

体長10mm程度。河川、湖沼、細流に普通
に生息している。汚染に強く、富栄養化
が進んだ汚れた水域では大量繁殖し易
い。落ち葉等を採食する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

22

ﾇﾏｴﾋﾞ ｶﾜﾘﾇﾏｴﾋﾞ属
Neocaridina  sp.

- - -

体長30mm程度。東アジアから釣り餌・観
賞用として輸入された個体が全国で拡散
している。複数種が含まれると考えられ
ている。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

23

ﾃﾅｶﾞｴﾋﾞ ｽｼﾞｴﾋﾞ
Palaemon paucidens

βm B 2

体長63mm程度。北海道～屋久島にかけて
分布する。河川の中流から下流、湖沼に
生息する。肉食傾向の強い雑食性。陸封
型と両側回遊型がある。

○ ○ ○

24

ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ ｱﾒﾘｶｻﾞﾘｶﾞﾆ
Procambarus clarkii

ps B 4

体長120mm程度。1927年にウシガエルの
餌として輸入され、現在は全国に分布。
河川、湖沼、水田、水路等に生息。雑食
性。

○ ○ ○ ○ ○

ﾐﾐｽﾞ

ﾖｺｴﾋﾞ

ｴﾋﾞ

軟甲

腹足軟体動物

二枚貝 ﾏﾙｽﾀﾞﾚｶﾞｲ

ﾐｽﾞﾐﾐｽﾞｲﾄﾐﾐｽﾞ環形動物

ﾋﾙ

吻無蛭 ｲｼﾋﾞﾙ

節足動物

東川柳瀬川
№ 種名

確認地点

生　態　等門名 綱名 目名 科名

指標性

水質階級
③⑤
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④

汚濁指数
⑥

汎有肺
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確認された水生生物各種の解説(2) 

 

 

  

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

水質階級
③⑤

耐忍性
④

汚濁指数
⑥

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

25
ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ ﾓﾝｶｹﾞﾛｳ

Ephemera strigata βm B 2
体長20mm程度。北海道から九州にかけて
分布。河川の中流から下流の流れの緩や
かな砂・泥の底に穴を掘って生活する。

○ ○

26
ｱｶﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ
Teleganopsis
punctisetae

βm B 3
体長8mm程度。北海道から九州にかけて
分布。河川の上流から下流の早瀬から平
瀬に生息。

○

27
ｴﾗﾌﾞﾀﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ
Torleya japonica βm B 2

体長7mm程度。北海道から九州にかけて
分布。河川の上流から下流の平瀬から淵
に生息。

○ ○ ○

28
ﾐﾂｵﾐｼﾞｶｵﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ
Acentrella gnom Os - 1

体長4mm程度。本州・四国・九州に分
布。河川中流の平瀬に生息。 ○ ○ ○

29
ﾌﾀﾊﾞｺｶｹﾞﾛｳ
Baetiella japonica Os A 1

体長6mm程度。北海道から九州にかけて
分布。山間渓流から平地流の早瀬に生
息。

○ ○ ○

30

ｻﾎｺｶｹﾞﾛｳ
Baetis sahoensis αm B 3

体長7mm程度。北海道から九州にかけて
分布。河川の上流から下流の平瀬に生
息。有機汚濁のある河川に多い。

○

31

ﾌﾀﾓﾝｺｶｹﾞﾛｳ
Baetis taiwanensis βm B 2

体長6mm程度。北海道から九州にかけて
分布。山間渓流から河川中流の早瀬から
平瀬に生息。

○ ○ ○

32
ｼﾛﾊﾗｺｶｹﾞﾛｳ
Baetis thermicus Os A 1

体長7mm程度。北海道から九州にかけて
分布。河川の上流から下流の平瀬から早
瀬に生息。

○ ○ ○

33
Fｺｶｹﾞﾛｳ
Baetis  sp. F - - -

体長5mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地流の平瀬から早瀬に生息。 ○ ○

34
ｳｽｲﾛﾌﾄﾋｹﾞｺｶｹﾞﾛｳ
Labiobaetis - - -

体長9mm程度。北海道・本州・四国・九
州に分布。平地流の流れのある水際のヨ
シ帯等に生息する。

○

35
Dｺｶｹﾞﾛｳ
Nigrobaetis  sp. D βm B 2

体長5mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地流の平瀬から早瀬に生息。 ○ ○

36
ﾄﾋﾞｲﾛｺｶｹﾞﾛｳ属
Nigrobaetis  sp. βm B 2

体長5mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地流の平瀬から早瀬に生息。 ○

37
ｳﾃﾞﾏｶﾞﾘｺｶｹﾞﾛｳ
Tenuibaetis
flexifemora

Os - 1
体長5mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地流の平瀬から早瀬に生息。 ○ ○ ○ ○ ○

38
節足動物 ﾋﾗﾀｶｹﾞﾛｳ ｼﾛﾀﾆｶﾞﾜｶｹﾞﾛｳ

Ecdyonurus yoshidae Os A 1
体長12mm程度。北海道から九州にかけて
分布する。山地渓流から平地流の緩流部
に多い。

○ ○ ○ ○

39

ｶﾜﾄﾝﾎﾞ ﾊｸﾞﾛﾄﾝﾎﾞ
Atrocalopteryx atrata

βm B 2

体長43mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地から丘陵地の河川の緩流部や水
路に生息。抽水植物や沈水植物が繁茂す
る環境を好む。

○ ○ ○

40

ﾔﾝﾏ ｷﾞﾝﾔﾝﾏ
Anax parthenope julius αm B 3

体長50mm程度。全国に分布。平地から丘
陵地にかけての開放的な池沼、河川の淀
みに生息する。

○

41
ﾔﾏｻﾅｴ
Asiagomphus
melaenops

βm B 2
体長30～38mm程度。本州・四国・九州に
分布。丘陵地から山地にかけての樹林が
近い砂泥底の河川や用水路に生息する。

○ ○

42
ｵﾅｶﾞｻﾅｴ
Melligomphus
viridicostus

βm B 2
体長30mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地から丘陵地の河川の瀬の礫の下
に生息する。

○ ○ ○

43

ｺｵﾆﾔﾝﾏ
Sieboldius albardae βm B 2

体長35～40mm。北海道・本州・四国・九
州に分布。山地から丘陵地にかけての河
川の礫間や挺水植物の根元に生息する。

○ ○ ○

44

ｵﾆﾔﾝﾏ ｵﾆﾔﾝﾏ
Anotogaster
sieboldii

βm B 2

体長42～51mm。平地から山地の周辺に樹
林のある、小河川や水路に生息する。幼
虫期間は3～4年。

○ ○

45

ﾄﾝﾎﾞ ｵｵｼｵｶﾗﾄﾝﾎﾞ
Orthetrum melania

αm B 3

体長18～24mm。北海道・本州・四国・九
州・南西諸島に分布。平地から丘陵地の
樹林が近い池沼や湿地、水田等に生息す
る。

○

46

ｱﾒﾝﾎﾞ
Aquarius paludum
paludum

αm B 3

体長11～16mm。北海道・本州・四国・九
州に分布。池沼や河川の緩流部に生息。
水面に落ちた昆虫等を捕食する。

○ ○ ○ ○ ○ ○

47

ｺｾｱｶｱﾒﾝﾎﾞ
Gerris
gracilicornis

- - -

体長11～16mm。北海道・本州・四国・九
州に分布。樹林内の小規模な水域を好
む。

○

48

ｼﾏｱﾒﾝﾎﾞ
Metrocoris histrio βm B 2

体長11～16mm。北海道・本州・四国・九
州に分布。流水域に生息し、薄暗い環境
を好む。

○

49

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ ﾔﾏﾄｸﾛｽｼﾞﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ
Parachauliodes
japonicus

βm B 2

体長50mm前後。本州・四国・九州に分布
する。肉食で他の水生昆虫等を襲って食
べる。

○

50

ｾﾝﾌﾞﾘ ﾈｸﾞﾛｾﾝﾌﾞﾘ
Sialis japonica βm B 2

体長10～15mm。本州・四国・九州に分布
する。流れの緩やかな細流や池沼に生息
する。

○

51

節足動物 昆虫 ﾄﾋﾞｹﾗ ｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ
Cheumatopsyche
brevilineata

βm B 2

体長7mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地の河川中流から下流にかけての
瀬に生息する。比較的有機汚濁に強い。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52

ﾅﾐｺｶﾞﾀｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ
Cheumatopsyche
infascia

Os A 1

体長7mm程度。本州・四国・九州に分
布。平地の河川中流から下流にかけての
瀬に生息する。コガタシマトビケラより
上流に生息する傾向がある。

○

53

ｳﾙﾏｰｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ
Hydropsyche orientalis Os A 1

体長14mm程度。全国に分布。山地から平
地の河川の平瀬や早瀬に生息する。礫間
に網を張り流下する有機物を採食する。

○ ○ ○ ○ ○

54

節足動物 昆虫 ﾄﾋﾞｹﾗ ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ ｸﾀﾞﾄﾋﾞｹﾗ属
Psychomyia  sp.

βm B 2

体長6mm以下。未記載種が多く含まれ幼
虫による同定は困難。河川の平瀬・早瀬
に回廊状の巣を作る。付着藻類や微細堆
積物を採食する。

○ ○ ○

55

ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ ﾋｹﾞﾅｶﾞｶﾜﾄﾋﾞｹﾗ
Stenopsyche marmorata

Os A 1

体長約40mm。北海道、本州、四国、九州
に分布。山地から平地の河川の早瀬や平
瀬に生息。礫間に網を張り流下する有機
物を採食する。

○ ○ ○

56

ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ ﾋﾒﾄﾋﾞｹﾗ属
Hydroptila  sp. βm B 2

体長2～3mm。河川の中流から下流にかけ
て生息する種が多い。砂や糸状藻類を材
料とした可携巣を作る。

○

57

ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ ﾆﾝｷﾞｮｳﾄﾋﾞｹﾗ
Goera japonica Os A 1

体長13mm程度。北海道から屋久島にかけ
て分布する。山地渓流から河川下流、礫
底の湖に生息する。砂礫で巣筒を作る。

○ ○ ○

58

ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ ｶｸﾂﾂﾄﾋﾞｹﾗ属
Lepidostoma sp.

Os A 1

体長6～9mm。河川の中流から上流の流れ
の緩やかなところに生息する。若齢幼虫
は砂粒により巣筒を作り、成虫に伴い、
落葉で四角い巣筒を作ることが多い。

○

確認地点

柳瀬川 東川生　態　等
指標性

種名科名目名綱名

ﾏﾀﾞﾗｶｹﾞﾛｳ

ﾄﾝﾎﾞ

ｻﾅｴﾄﾝﾎﾞ

ｱﾒﾝﾎﾞｶﾒﾑｼ

ﾍﾋﾞﾄﾝﾎﾞ

ｶｹﾞﾛｳ昆虫

門名

ｼﾏﾄﾋﾞｹﾗ
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確認された水生生物各種の解説(3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

水質階級
③⑤

耐忍性
④

汚濁指数
⑥

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

59

ﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ ｱｵﾋｹﾞﾅｶﾞﾄﾋﾞｹﾗ属
Mystacides sp.

βm B 2

体長約8mm。北海道・本州・四国・九州
に分布する。河川緩流部や湖沼沿岸に生
息する。砂粒と植物片を合わせた巣筒を
作る。

○

60

ﾋﾒｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｳｽﾊﾞｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属
Antocha  sp. Os A 1

体長3～10mm。河川の上流から下流にか
けて生息する。礫上に糸で筒状の巣を作
りその中で生活する。

○ ○ ○

61

ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ ｶﾞｶﾞﾝﾎﾞ属
Tipula  sp.

βm B 2

多くの種を含み、国内からは約110種が
知られている。体長は大きなものでは
50mmを超える。河川の水際や細流の落葉
の中に生息している。

○ ○

62
ﾁｮｳﾊﾞｴ ﾁｮｳﾊﾞｴ属

Psychoda sp.
Ps B 4

体長5～10mm。非常に汚濁した水域を好
み、衛生害虫として知られる。

○

63
ﾇｶｶ ﾇｶｶ科

Ceratopogonidae gen.
sp.

Os A 1
体長数mm～10mm程度。成虫は哺乳類から
吸血する。 ○ ○

64
ｳｽｷﾞﾇﾋﾒﾕｽﾘｶ属
Rheopelopia  sp. βm B 2

体長約8mm。全国に分布する。
○ ○

65
ﾓﾝﾕｽﾘｶ亜科
Tanypodinae gen. sp. - - -

体長3～15mm。70種以上の報告がある。
自由生活をし、営巣はしない。 ○ ○ ○

66
ﾊﾀﾞｶﾕｽﾘｶ属
Cardiocladius  sp. Os A 1

体長10mm前後。山間渓流から河川中流の
流れのはやい場所に生息する。 ○

67
ﾂﾔﾕｽﾘｶ属
Cricotopus  sp. αm B 3

体長7～8mm。止水、流水のどちらにも生
息する。食植性でイネの害虫となること
もある。

○ ○ ○

68
ﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属
Eukiefferiella  sp. Os A 1

体長数mm程度。流水中に生息する。
○ ○ ○ ○ ○

69
ﾑﾅﾄｹﾞﾕｽﾘｶ属
Limnophyes sp. Os A 1

体長4mm前後。
○ ○

70
ｴﾘﾕｽﾘｶ属
Orthocladius  sp. βm B 2

体長6～8mm。30種以上の種を含む。
○ ○ ○

71
ﾅｶﾞﾚﾂﾔﾕｽﾘｶ属
Rheocricotopus  sp. αm B 3

体長6mm前後。流水性であるが、湖沼沿
岸で見つかることもある。 ○ ○ ○ ○

72
ﾑﾅｸﾎﾞｴﾘﾕｽﾘｶ属
Synorthocladiu s sp. - - -

体長4mm前後。
○ ○ ○

73
ﾇｶﾕｽﾘｶ属
Thienemanniella  sp. Os A 1

体長3mm前後。止水、流水のどちらにも
生息する。 ○ ○

74
ﾆｾﾃﾝﾏｸｴﾘﾕｽﾘｶ属
Tvetenia sp. Os A 1

体長5～7mm。流水性。
○

75
ｺｼｱｷﾋﾒﾕｽﾘｶ属
Paramerina sp. - - -

体長約6mm。広温性で様々な底質に生息
する。河川の緩流部から止水に多い。 ○

76
ｴﾘﾕｽﾘｶ亜科
Orthocladiinae gen.
sp.

- - -
体長2～17mm。多くの種を含む。

○ ○ ○ ○ ○ ○

77
ﾕｽﾘｶ属
Chironomus sp. Ps B 4

体長数mm～15mm。有機汚濁に強い種が多
い。大量発生し、害虫となることがあ
る。

○

78
ｶﾏｶﾞﾀﾕｽﾘｶ属
Cryptochironomus  sp. αm B 3

体長10～15mm。
○ ○ ○

79
ﾎｿﾐﾕｽﾘｶ属
Dicrotendipes sp. - - -

体長10mm前後。
○

80
ﾊﾓﾝﾕｽﾘｶ属
Polypedilum  sp. αm B 3

体長3～8mm。
○ ○ ○ ○ ○

81

ﾅｶﾞﾚﾕｽﾘｶ属
Rheotanytarsus  sp. αm B 3

体長4～5mm。流水性。腕状突起を持つ巣
を作り、そこに糸を張り流下してくる有
機物を採食する。

○ ○ ○

82
ﾋｹﾞﾕｽﾘｶ属
Tanytarsus sp. Os - 1

体長3-5mm
○ ○ ○ ○

83
ﾕｽﾘｶ科(蛹)
Chironomidae gen.
sp.(pupa)

- - -
-

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

84
ｶ ﾅﾐｶ亜科

Culicinae gen. sp. - B -
体長は数mm～十数mm。止水を好む種が多
いが、流水に生息する種もいる。成虫は
哺乳類や鳥類から吸血する種がある。

○

85
ﾎｿｶ ﾎｿｶ属

Dixa sp. αm B 3
体長7～8mm。流水域の流れの緩慢な場所
に生息する。水面に浮かぶ微小な藻類や
有機物を摂食する。

○

86
ﾌﾞﾕ ﾂﾉﾏﾕﾌﾞﾕ属

Eusimulium  sp. - - -
体長数mm程度。全国に分布。河川の流水
中に生息する。哺乳類や鳥類から吸血す
る種がある。

○

87
ﾌﾞﾕ ｱｼﾏﾀﾞﾗﾌﾞﾕ属

Simulium  sp. Os A 1
体長数mm程度。全国に分布。河川の流水
中に生息する。哺乳類や鳥類から吸血す
る種がある。

○

88
ﾐｽﾞｱﾌﾞ Allognosta属

Allognosta sp. - - -
体長10～15mm。腐敗有機物や藻類を食べ
る。 ○

89
ﾋﾒﾄﾞﾛﾑｼ ｱｼﾅｶﾞﾐｿﾞﾄﾞﾛﾑｼ属

Stenelmis sp. Os A 1
体長3～10mm程度。流水性で付着藻類等
を採食する。 ○

90
ｷﾍﾞﾘﾋﾗﾀｶﾞﾑｼ
Enochrus japonicus βm B 2

体長5.3～5.5mm。全国に分布する。主に
止水域に生息する。 ○

91
ﾋﾒｶﾞﾑｼ
Sternolophus
rufipes

αm B 3
体長9～11mm。全国に分布する。止水域
を中心に様々な環境で見られるが、特に
高水温の浅い水域を好む。

○

92
ﾁﾋﾞﾋｹﾞﾅｶﾞﾊﾅﾉﾐ
Ectopria opaca opaca βm B 2

体長約4mm。河川の中流域の流木や石の
下に生息する。 ○ ○ ○

93
ｸｼﾋｹﾞﾏﾙﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ
Eubrianax granicollis βm B 2

体長3.8mm～5.6mm。本州・四国・九州に
分布する。流水性で河川の中・下流域に
生息する。

○ ○ ○

94
ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ
Mataeopsephus
japonicus

βm B 2
体長5.7～7.7mm。本州・四国・九州に分
布。流水性で河川の中・下流域の礫間に
生息する。

○ ○

95

ﾏｽﾀﾞﾁﾋﾞﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ
Malacopsephenoides
japonicus

βm B 2

体長3mm程度。本州・四国・九州に分
布。流水性で河川の中・下流域の礫間に
生息する。埼玉県レッドデータブック
2018で絶滅危惧Ⅱ類。

○

注）1.耐忍性　Ａ：汚濁に対して耐忍性を持たない種　　Ｂ：汚濁に対して耐忍性を持つ種
　　2.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）
　　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）
　　3.指標性の③～⑥は以下の水質判定方法で使用する。
　　　③：優占種法　　④：Beck-Tsuda法　　⑤：Kolkwitz法　　⑥：汚濁指数法

ﾊｴ

ﾋﾗﾀﾄﾞﾛﾑｼ

ｺｳﾁｭｳ

ﾕｽﾘｶ

ｶﾞﾑｼ

門名 綱名 目名 科名 種名
指標性

生　態　等

確認地点

柳瀬川 東川
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確認された魚類各種の解説(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点F 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

1

コイ コイ コイ
Cyprinus carpio

ほぼ全国に分布。自然分布は琵琶湖・淀川水系、関東平野、濃尾平野など。大き
な川の下流域から河口域、湖沼などの低層部水に生息。砂底や砂泥底を好み、低
酸素環境や水質の悪化に強い。動物食性の強い雑食性で、底泥上の餌を泥ごと吸
い込んで摂食する。3年で成熟。繁殖期は4～7月で、雌1尾に対し雄数尾で構成さ
れる小集団を形成し、ヨシやマコモなど抽水植物の茂みで産卵する。期間中、2
～3回の産卵を行う。フナ類とは口ひげの有無で判別可能。河川保護などを名目
に掲げた放流事業によってあらゆる河川・湖沼に分布しているが、その一方で琵
琶湖などの在来個体群は交雑等により絶滅の危機に瀕している。悪食で水質汚濁
に強く、また繁殖力旺盛かつ大型化するため、しばしば移入先で在来生物を駆逐
する。このことから国際自然保護連合（IUCN）により『世界の侵略的外来種ワー
スト100』に数えられている。

○ ○ ○ ○ ○

2

フナ類
Carassius  sp.

全国に分布する。キンブナ、オオキンブナ、ニゴロブナ、ナガブナ、ゲンゴロウ
ブナ、ギンブナに分けられるが、その分類には混乱が生じている。フナ類のうち
関東平野に分布しているのはキンブナ、ゲンゴロウブナ、ギンブナで、ゲンゴロ
ウブナは移植による分布である。動植物プランクトン、底生動物等を食べる。4
～6月の増水時に水草の生えている場所や川岸の植生等、水深の浅いところに集
まって産卵する。ゲンゴロウブナはヘラブナとも呼ばれ釣りの対象として人気が
ある。

○

3

ギンブナ
Carassius sp.

全国に分布する。主に河川の中流域～下流域、湖沼に生息し、緩流から止水域で
底質が泥底の場所を好む。底生動物や藻類を食べる。繁殖期は3～6月で、水深の
浅い抽水植物帯で産卵する。クローンとして雌性生殖で繁殖し、オス個体はほと
んど確認されず、特に関東地方には全くいない。卵の発生には多種の精子を刺激
として利用する。小型の個体は甘露煮の等食用に利用される。

○

4

オイカワ
Opsariichthys platypus

関東以西の本州、四国(瀬戸内海側)、九州北部に分布。移入により東北地方な
ど。 河川の中～下流域、農業水路、湖沼などに広く生息。植物食に偏った雑食
性で、付着藻類のほか水生・陸生昆虫などの小動物も食べる。2年で成熟。産卵
期は5～8月ごろ。性的に成熟した雄は尾ビレが後方へ伸長して頭部や尻ビレに追
星と呼ばれる凹凸を生じ、全身が水色・赤・ピンクなどの鮮やかな婚姻色に彩ら
れる。 産卵は日中、雌雄のペアによって行われ、川の平瀬や湖・池の砂礫底に
卵を産み付ける。カワムツやヌマムツと同所的に生息することも多いが、この2
種が淵や淀みなど比較的流れの緩やかな場所を好むのに対し本種は明るく開けた
瀬、やや流れの早い砂礫底を好む。釣りの対象魚として人気が高く、甘露煮や天
ぷらなど能く食用に供される。国内では複数の在来集団が存在するが、放流・移
植に伴う遺伝的攪乱が報告されている。

○ ○ ○ ○

5

カワムツ
Candidia temminckii

中部地方以西の本州、四国、九州。移入により関東地方など。河川の中～上流域
に広く生息。淵やよどみなど流れのゆるやかな場所で、樹木や背の高い草などの
陰を好む。雑食性。水生・陸生昆虫などの小動物、付着藻類や糸状藻類などを食
べる。2～3年で成熟する。産卵期は5～8月。つがいで流れのゆるやかな浅瀬で産
卵し、尻ビレと尾ビレをはためかせ、砂礫を巻き上げて卵を埋める。 かつては
ヌマムツと同種と扱われており、ヌマムツがカワムツA型、カワムツB型と呼ばれ
ていた。しかし、交雑がないこと、鱗が細かいこと、体側の縦帯や胸ビレと腹ビ
レの前縁の違いや、カワムツが河川上中流に生息する流水適応型に対してヌマム
ツは用水路や支流、湖沼などの緩やかな流れを好む止水適応型であることから別
種とされた。オイカワのように食用にされることはあまりないが、美味。この仲
間は高温と酸素欠乏に弱いので、採集後に持ち帰る際には過密をさける。川の小
物釣りの入門に適する。

○ ○ ○ ○ ○

6

タモロコ
Gnathopogon elongatus
elongatus

静岡県以西の本州と四国に分布。移入により各地。日本固有種。農業水路、浅い
湖沼、溜め池などに生息。モツゴと同時にいることが多いが、本種はやや流れの
ある場所を好む。4～6月の増水時に水草や冠水植物に卵を産み付ける。 雑食
性。1年で成熟。 モツゴとは口の形とヒゲの有無で識別する。モツゴより口が大
きく釣りやすく、小物釣りの入門に向く。近縁種で琵琶湖特産のホンモロコとは
体形、ヒゲの長さ、尾ビレの切れ込みや腹の着色の程度などで見分ける。

○ ○ ○

7

カマツカ
Pseudogobio esocinus

静岡・富山以西の本州、高知を除く四国、九州に分布。移植により各地。河川の
中・下流域、農業水路、湖沼沿岸域などに広く生息し、流れの緩やかな砂底を好
む。底生動物を好む雑食性で、砂ごと吸い込んで摂食を行う。2～3年で成熟。産
卵期は4～7月。雌雄ペアを形成し、夜間、平瀬の砂地で産卵する。

本種はこれ まで 1種 とさ れて いた が、 平成 30年 にカ マツ カ Pseudogobio
esocinus、ナガレカマツカP. agathonectris (新種)、およびスナゴカマツカP.
polystictus (新種)の3種に分けられた。

関東平野に本来生息しているのはスナゴカマツカであるが今回確認されたのは
カマツカであり、国内移入種と考えられる。

○ ○

8

スナゴカマツカ
Pseudogobio
polystictus

2019年にカマツカより分割・新種記載された。カマツカとは口ひげの長さや胸鰭
の形状等が異なる。移入されたカマツカと交雑も生じている。フォッサマグナ以
東の本州に分布する。河川の上流から下流に生息し、底質が砂地の場所を好む。
主に底生動物を砂の中から吸引して食べるが、幼魚期は藻類も食べる。。日中は
砂に潜り、夜間に活動することが多い。繁殖期は4月～7月で、浅くて流れが緩や
かな場所で夜間に産卵する。食用として利用されることがある。

○

9

ニゴイ
Hemibarbus barbus

近畿・中部以北の本州、錦川以西の山口県、九州に分布。日本固有種。比較的大
きな河川の中・下流域、湖や池に生息。砂礫底を好み、流れの穏やかな低層部に
多い。底生動物を主とする雑食性で、稀に小型魚類も捕食する。産卵期は4～6
月。産卵は雌1尾を数尾の雄が追尾する形で行われ、雌は卵を砂礫の中にばら撒
く。西日本に生息するコウライニゴイHemibarbus labeoとは下唇の皮弁の有無で
判別可能だが、小型個体では識別は困難。耐塩性を有し、河口付近など汽水域に
も進出可能。個体数が多く食用可能で味も良好だが、小骨が多く食べにくい。

○

10

ドジョウ ドジョウ
Misgurnus
anguillicaudatus

全国に分布。北海道の個体群は放流による人為分布の可能性がある。河川の中・
下流域、水田や農業水路、湿地帯など。植物の豊富な止水域と底泥を好む。雑食
性。底泥上の藻類や有機物を泥ごと吸い込んで摂食する。口から空気を摂取し腸
で呼吸ができるため低酸素に対してきわめて強い。1年で成熟し、産卵期は5～8
月。水田や湿地などの高水温域に移動し産卵を行う。日本でもっとも有名な淡水
魚の一つ。腸呼吸や湿った土中での越冬など、水位の不安定な湿地帯に適応した
生理的特徴を持つ。庶民の生活に根差した大衆魚であったが、近年は水田を始め
とする水域環境の近代的変化や放流個体との交雑、移入種との競争・交雑などに
より個体数の減少が危惧されている。

○ ○ ○

11

ヒガシシマドジョウ
Cobiti s sp. BIWAE type C

中部以北の本州に分布。日本固有種。河川中流域・下流域、流れの緩やかな砂底
および砂礫底に生息。雑食性で砂中の小動物や有機物を摂食する。産卵期は4～6
月。浅い湿地や細流、用水路や水田などに移動して産卵を行う。シマドジョウ
Cobitis biwaeから近年新たに区別された4種のひとつで、かつては『シマドジョ
ウ東日本グループ』と呼ばれていた。分布域が広く移動能力が低いことから地域
集団ごとに模様や形態、サイズなどが大きく異なり、関東の集団は特に小型。

○ ○

12

サケ アユ アユ
Plecoglossus altivelis
altivelis

北海道南部以南、青森県以南、屋久島以北に分布。河川の上・下中流域や水のき
れいな湖、ダム湖など。生まれたばかりの稚魚は動物食性だが成体へ変態すると
ヤスリ状の歯(櫛状歯)を得て草食性となり、河川底石の付着藻類を食べて成長す
る。寿命は約1年。産卵期は8～10月で、おもに夜間、下流域の砂礫底で産卵を行
う。生まれた稚魚は海まで流下して越冬し、翌春ふたたび母川へ遡上する。初夏
の代表的な味覚として親しまれる川魚。独特の香気はその食性に由来する、とい
う俗説は実は誤りで、体表から分泌される化学物質によるもの。成魚の縄張り意
識の強さを利用し、掛針をつけた囮鮎を攻撃させて野鮎を釣り上げる『友釣り』
は夏の風物詩。

○ ○ ○

13

カダヤシ カダヤシ カダヤシ
Gambusia affinis

福島県以南の本州、四国、九州、南西諸島に分布。原産地は北米。平野部の水路
や湖沼。止水域を好む。動物食性の強い雑食性で、水生昆虫や魚卵、稚魚などを
捕食する。繁殖期は春～秋。一定の水温および日照があればいつでも繁殖可能。
卵胎生で、雌は雄と交尾し一度に100尾以上の稚魚を産む。特定外来生物。本邦
へは蚊の防除を目的として1913年を皮切りに複数回導入され、現在では熱帯から
温帯域を中心に広く定着している。一見メダカに酷似しているが、背ビレおよび
尻ビレがメダカより前方に位置すること、尾ビレがやや丸みを帯びること、尻ビ
レの基底が短いこと、雄に交接脚が存在することなどにより容易に判別可能。繁
殖力が旺盛であることから在来小型淡水魚との競争が懸念されている。

○

14

ダツ メダカ ミナミメダカ
Oryzias latipes

兵庫県日本海側と岩手県南部以前の本州、四国、九州、南西諸島に分布する。日
本固有種。キタノメダカに似る。体長 4 cm ほどの小型の魚。側線はない。背ビ
レはかなり後ろにあり、腹ビレの先端より後ろとなる。腹ビレは前後に長い。オ
スの背ビレの膜には欠ける部分があるが、メスにはない。胸ビレと腹ビレはメス
の方が大きいが、背ビレと尻ビレはオスの方が大きい。ミナミメダカに比べ、キ
タノメダカでは体側後半に黒色の網目模様があり、オスの背ビレの欠けが浅く軟
条の長さの半分以下とされている。2011 年にメダカが 2 種に分けられ、そのう
ちの「南日本集団」と呼ばれていたもの。学名についてはこちらが引き継いだ。
観賞用のヒメダカは、おそらく関東地方のミナミメダカ由来。実験動物として用
いられる。キタノメダカとともに、飼育は簡単。屋内水槽でも容易に繁殖する。
このことがわざわいして、近年、「自然保護」と称して、本来の分布域とは異な
る由来のものの放流が横行している。とくに都市部での遺伝子汚染が深刻。環境
省のレッドリストに絶滅危惧Ⅱ類(VU)、埼玉県レッドデータブック2018に準絶滅
危惧2型として記載されている。

○ ○

№ 目名 科名 種名 生態等

確認地点

柳瀬川 東川
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確認された魚類各種の解説(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点F 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

15

スズキ ハゼ マハゼ
Acanthogobius flavimanus

北海道南部から種子島(内陸部を除く)に分布。内湾や干潟の砂泥底に生息。未成
魚は夏から秋にかけて河口～下流の汽水域・準淡水域にも侵入する。雑食性で、
主にゴカイ類や甲殻類、ときに稚魚なども捕食する。産卵期は1～5月。雄は泥底
や砂泥底にトンネル状の巣を作り、雌に産卵させて卵を守る。ハゼ釣りの代表
種。旬は秋から冬で、特に天ぷらが美味。水質汚染に強く、都市部の港湾でもそ
の姿を見ることができる。

○

16

ヌマチチブ
Tridentiger brevispinis

北海道から九州にかけての日本各地に分布する。主に河川の中・下流域（汽水域
から準淡水領域にかけて）に生息。雑食性で主に付着藻類や小動物を食べる。産
卵期は春から夏で、転石の下や石垣の隙間などに雄が巣を構えて雌に産卵させ
る。稚魚は海まで流下して成長した後ふたたび河川を遡るが、海の代わりに湖沼
で成長し一生を淡水域で過ごす個体(陸封型)も存在する。近縁種チチブ
Tridentiger obscurusは本種よりも塩分濃度の高い領域を好み、両種がともに分
布する河川ではチチブが下流側、ヌマチチブが上流側に偏って生息する傾向がみ
られる。同2種は形態的にも類似しているが、本種はチチブに比べ頬の斑点がま
ばらで大きく、また胸ビレ基部に臙脂色の斑点を持つ。

○

17

トウヨシノボリ類
Rhinogobius  sp.OR
unidentified

北海道から九州にかけての全国各地に分布する。河川の上流域から下流域、湖沼
などに幅広く生息。流れの穏やかな領域を好む。動物食性で水生昆虫などを捕食
する。産卵期は5～7月。中流域の転石などの下面に産卵し、稚魚は一度海や湖に
下って成長したのちふたたび河川を遡る。1989年に提唱されたトウヨシノボリ類
はその後きわめて複雑な細分化を経たのち2013年にクロダハゼRhinogobius
kurodaiおよび近縁数種へと再分類されたが、種内における各型を別種として扱
うか否かなど細かな分類に関しては目下討論が続けられている。

○ ○

18

旧トウヨシノボリ類
Rhinogobius  sp.OR
morphotype unidentified

北海道から九州にかけての全国各地に分布する。河川の上流域から下流域、湖沼
などに幅広く生息。流れの穏やかな領域を好む。動物食性で水生昆虫などを捕食
する。産卵期は5～7月。中流域の転石などの下面に産卵し、稚魚は一度海や湖に
下って成長したのちふたたび河川を遡る。1989年に提唱されたトウヨシノボリ類
はその後きわめて複雑な細分化を経たのち2013年にクロダハゼRhinogobius
kurodaiおよび近縁数種へと再分類されたが、種内における各型を別種として扱
うか否かなど細かな分類に関しては目下討論が続けられている。本報告書では暫
定的に『旧トウヨシノボリ類』の呼称を用いた。

○

19

ウキゴリ
Gymnogobius urotaenia

北海道から屋久島にかけての日本各地に分布する。河川の汽水域から中流、湖沼
などに生息。淵など流れの穏やかな領域、止水を好む。動物食性で、水生昆虫や
甲殻類、稚魚などを捕食する。産卵期は4～6月。転石や空き缶などに産卵し、卵
はブドウの房状に垂れ下がる。稚魚は海や湖に下り、成長したのちふたたび河川
を遡る。近縁種シマウキゴリG.opperiensおよびスミウキゴリG.petschiliensis
はかつてウキゴリの種内変異集団だと考えられていた。2種は口の大きさ、背ビ
レの黒点の有無、胸ビレの付け根の白斑の有無などでそれぞれ判別可能であるほ
か、同一河川に生息する場合はウキゴリが流れのない淵に、シマウキゴリが流れ
のある平瀬に、スミウキゴリが下流側に偏って棲み分ける傾向がある。

○

20

タイワンドジョウ カムルチー
Channa argus

外来種であり、1923年～1924年に朝鮮半島から移入されたとされるが、江戸時代
から移入されていたとされる説もある。離島を除く全国に生息している。大型に
なり、通常は50～80cmでるが、稀に1mを超すこともある。河川の中流域～下流、
湖沼の流れの緩やかな環境をこのむ。汚濁に強い他、空気呼吸を行うため、無酸
素状態の水域でも生息できる。肉食で魚類・底生動物・両生類などを捕食する。
繁殖期は5月～7月で雌雄が共同で浮巣を作り卵や仔魚を保護する。釣りや食用の
対象として利用される。

○

確認地点

№ 目名 科名 種名 生態等
柳瀬川 東川
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確認された付着藻類各種の解説(1) 

 

 

  

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

1
藍藻 ｸﾛｵｺｯｶｽ ｴﾝﾄﾌｨｻﾘｽ ｴﾝﾄﾌｨｻﾘｽ

Entophysalis lemaniae - B -
-

○ ○ ○ ○ ○

2
ｺﾝﾎﾞｳﾗﾝｿｳ
Chamaesiphon confevicola - B -

-
○

3
ｺﾝﾎﾞｳﾗﾝｿｳ
Chamaesiphon minutus Os～βm A 1

-
○ ○

4
ﾈﾝｼﾞｭﾓ ﾋｹﾞﾓ ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾗﾝｿｳ

Homoeothrix janthina Os～βm A 1
近年、アユの主要な餌料となっていることが
判明。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

5
ﾕﾚﾓ ｻﾔﾕﾚﾓ

Phormidium  sp. - B -
水中で付着生活を行う藍藻。薄くてかたい殻
をもつ。 ○ ○ ○

6

紅藻 ｵｵｲｼｿｳ ｵｵｲｼｿｳ ｵｵｲｼｿｳ
Compsopogon coeruleus

- B -

日本特産種。富栄養の小河川や用水路、汽水
域の石上などに付着して生息。環境省レッド
リスト絶滅危惧Ⅱ類。埼玉県レッドリスト絶
滅危惧Ⅰ類。

○ ○

7
ｱｸﾛｶｴﾁｳﾑ ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ

Audouinella  sp. Os～βm A 1
-

○ ○ ○ ○

8
珪藻 中心 ﾀﾗｼｵｼﾗ ﾋﾒﾏﾙｹｲｿｳ

Cyclotella meneghiniana βm～αm B 3
有機汚濁に関しては好汚濁性。好アルカリ性
種。付着藻、プランクトン群集において普遍
的。

○ ○

9
ﾒﾛｼﾗ ｽｼﾞﾀﾙｹｲｿｳ

Aulacoseira ambigua Os～βm A 1
広適応性種。

○

10
ｽｼﾞﾀﾙｹｲｿｳ
Aulacoseira granulata βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。付着藻、プラン
クトン群集において普遍的。 ○ ○

11
ﾁｬﾂﾞﾂｹｲｿｳ
Melosira varians Os～βm A 1

広適応性、好アルカリ性種。通常は付着性だ
がプランクトンとしても出現。 ○ ○ ○ ○ ○

12
ｱﾅｳﾙｽ ｻﾝｶｸｶﾞｻﾈｹｲｿｳ

Hydrosera triquetra - B -
-

○

13
羽状 ﾃﾞｨｱﾄﾏ ｲﾀｹｲｿｳ

Diatoma vulgaris Os～βm A 1
好清水性。好アルカリ性種。

○ ○ ○

14
ｵﾋﾞｹｲｿｳ
Fragilaria capitellata αm B 3

好清水性、好中性種。貧腐水性の止水域に出
現する。 ○

15
ｵﾋﾞｹｲｿｳ
Fragilaria fasciculata βm B 2

広適応性、中性種。貧栄養の止水域に付着藻
類として出現。 ○ ○

16
ｵﾋﾞｹｲｿｳ
Fragilaria rumpens βm B 2

好清水性。真アルカリ性種。
○

17
ｵﾋﾞｹｲｿｳ
Fragilaria vaucheriae Os～βm A 1

好清水性。好アルカリ性種。清冽な流水域に
出現。 ○ ○

18
ｵﾋﾞｼﾞｭｳｼﾞｹｲｿｳ
Staurosira construens var.
venter

Os～βm A 1
好汚濁性、好アルカリ性種。多様な水域に出
現するが、やや汚濁を好む。 ○

19
ﾊﾘｹｲｿｳ
Ulnaria lanceolata - B -

稀産種のため生態未詳。
○ ○ ○ ○ ○

20
ﾊﾘｹｲｿｳ
Ulnaria pseudogailonii Os～βm A 1

-
○ ○ ○

21
ﾊﾘｹｲｿｳ
Ulnaria ulna βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。分布域の極めて
広い普遍種。優占種となることがある。 ○ ○ ○

22
ﾊﾘｹｲｿｳ
Ulnaria ulna var. oxyrhynchus βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。珪藻群集中での
相対出現頻度は低い。 ○ ○

23
ﾊﾘｹｲｿｳ
Ulnaria ulna var. ulna βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。分布域の極めて
広い普遍種。 ○ ○

24
ﾅﾋﾞｸﾗ ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ

Amphora pediculus βm B 2
好清水性。好アルカリ性種。中腐生の汚濁に
も適応可能な普遍種。 ○ ○

25
ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ
Amphora montana βm B 2

好適応性。好アルカリ性種。相対頻度は低い
が、多くの地点に出現する普遍種。 ○ ○

26
ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ
Cymbella tumida Os～βm A 1

好清水性。好アルカリ性種。流水域に出現。
○ ○

27
ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ
Cymbella turgidula Os～βm A 1

好清水性。好アルカリ性種。日本の流水域に
おける代表的普遍種。 ○ ○

28
ﾊﾗﾐｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ
Encyonema leei - B -

好清水性。真アルカリ性種。強アルカリ性水
域に出現。相対頻度は低い。 ○ ○

29
ﾊﾗﾐｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ
Encyonema prostratum Os A 1

広適応性、好アルカリ性種。電解質の豊富な
中栄養水域に広く分布。 ○

30
ﾊｽﾌﾈｹｲｿｳ
Frustulia vulgaris Os～βm A 1

広適応性、中性種。汚濁域から清冽な水域ま
で広く分布する。 ○ ○

31
ｸｻﾋﾞﾌﾈｹｲｿｳ
Gomphoneis heterominuta βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。β貧腐水性の清
水域に出現。 ○ ○ ○ ○

32
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema augur Os～βm A 1

好アルカリ性種。中～富栄養域を好む稀産
種。 ○

33
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema clavatum Os A 1

好清水性。好アルカリ性種。
○

34
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema gracile Os A 1

広適応性、中性種。幅広い水質に適応可能だ
が、低濃度の栄養塩を含む水域を好む。 ○ ○

35
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema inaequilongum - B -

-
○

36
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema lagenula βm～ps B 4

好汚濁性、中性種。汚濁の進んだ都市河川に
よく出現する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

37
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema parvulum βm～ps B 4

広適応性、中性種。富栄養水域を好み、世界
的に普遍種。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

38
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema pseudoaugur βm～αm B 3

好汚濁性、中性種。汚濁の進んだ都市河川に
優占種として出現。 ○ ○ ○ ○

39
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema pseudosphaerophorum - B -

-
○

40
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema truncatum βm B 2

好清水性、好アルカリ性種。低度から中程度
の栄養塩濃度を好む。 ○ ○ ○

41
ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Gomphonema pumilum var.
rugidum

Os～βm A 1
広適応性、中性種。汚濁水域から清澄な河川
まで幅広く適応可能だが出現頻度は低い。 ○ ○

42
ﾆｾﾒｶﾞﾈｹｲｿｳ
Gyrosigma scalproides - B -

広適応性、中性種。湿原、池沼、湖沼に広く
分布する。 ○ ○

ｶﾏｴｼﾌｫﾝ ｶﾏｴｼﾌｫﾝ

生態等

確認地点

水質階級
③⑤

耐忍性
④

汚濁指数
⑥

柳瀬川 東川

指標性

No. 綱名 目名 科名 種名
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確認された付着藻類各種の解説(2) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

43
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula cryptocephala βm～αm B 3

広適応性、中性種。世界普遍種とされるが、
第1位優占種として出現することは稀。 ○ ○ ○ ○

44
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula cryptotenella Os～βm A 1

好清水性、中性種。多くの水域に比較的高い
頻度で出現する普通種。 ○ ○ ○ ○ ○

45
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula decussis Os A 1

広適応性、好アルカリ性種。普通種だが第1位
優占種とはならない。 ○ ○

46
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula goeppertiana βm～αm B 3

好汚濁性、好アルカリ性。汚濁した流水域で
第1位優占種として出現することがある。 ○

47
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula gregaria βm～αm B 3

広適応性、好アルカリ性種。電解質豊富な淡
水から汽水まで幅広く分布する普遍種。 ○ ○ ○ ○

48
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula minima βm～ps B 4

広適応性、好アルカリ性種。極めて強い汚濁
水域から清冽な水域まで広く出現する。 ○ ○ ○

49
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula molestiformis βm～ps B 4

電解質の豊富な水域、強い汚濁水域に出現す
るとされる。 ○

50
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula nipponica Os～βm A 1

好清水性、中性種。
○ ○ ○

51
珪藻 羽状 ﾅﾋﾞｸﾗ ﾌﾈｹｲｿｳ

Navicula pseudoacceptata - B -
広適応性、中性種。

○

52
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula rostellata Os～βm A 1

広適応性、好アルカリ性種。
○ ○ ○ ○

53
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula saprophila βm～αm B 3

好汚濁性、中性種。
○ ○ ○

54
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula seminulum βm～ps B 4

好汚濁性、好アルカリ性種。汚濁流水域にお
いて第1位優占種として出現することがある。 ○ ○ ○ ○ ○

55
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula subminuscula βm～αm B 3

好汚濁性、好アルカリ性種。汚濁流水域にお
いて第1位優占種として出現することがある。 ○ ○ ○ ○

56
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula subrostellata Os～βm A 1

広適応性、好アルカリ性種。流水域に分布
し、高度に汚濁の進んだ水域には出現しな
い。

○ ○ ○ ○

57
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula suprinii - B -

広適応性、好アルカリ性種。流水域で優占種
となることがあるが、止水域でも出現する。 ○

58
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula symmetrica βm B 2

-
○ ○ ○ ○

59
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula tripunctata βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。極貧腐水性～β
中腐水性の水域に出現。 ○

60
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula trivialis Os A 1

広適応性、中性種。多様な水域に適応可能だ
が、稀産種。 ○ ○ ○

61
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula veneta βm～αm B 3

広適応性、好アルカリ性種。きわめて富栄養
化した水域にも適応可能な普遍種。 ○ ○ ○

62
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula viridula Os～βm A 1

広適応性、中性種。さまざまな流水域で第1位
優占種として現れるほか、汚れた止水にも適
応可能。

○

63
ﾌﾈｹｲｿｳ
Navicula yuraensis Os～βm A 1

好清水性、中性種。淡水域から塩分濃度の低
い汽水域かけて分布。 ○ ○

64
ｶｲｺﾏｹｹｲｿｳ
Reimeria sinuata Os～βm A 1

好清水性、中性種。清冽な流水域を代表する
第1位優占種。 ○ ○

65
ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ
Rhoicosphenia abbreviata Os A 1

好清水性、好アルカリ性種。
○ ○ ○ ○

66
ﾌﾈｹｲｿｳ
Sellaphora japonica Os～βm A 1

好清水性、真酸性種。清冽な水域から汚濁し
た水域にも出現する普遍種だが優占種とはな
らない。

○ ○ ○ ○

67
ｴﾘﾂｷｹｲｿｳ
Sellaphora pupula βm～ps B 4

好汚濁性、中性種。好汚濁水域に多く出現す
るが、第１優占種とはならない。 ○ ○ ○

68
ｱｸﾅﾝﾃｽ ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ

Achnanthidium clevei Os A 1
好清水性、中性種。清冽な河川、湖沼に出現
する。 ○

69
ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ
Achnanthidium exiguum Os～βm A 1

好汚濁性、好アルカリ性種。温泉中に多産。
○

70
ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ
Achnanthidium japonicum Os～βm A 1

好清水性、中性種。貧腐水性、ごく貧腐水性
水域において最も代表的な普遍種。 ○ ○ ○

71
ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ
Achnanthidium minutissimum βm B 2

広適応性、中性種。環境ストレスの少ない水
域において第1位優占種となり得る代表的普遍
種。

○

72
ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ
Achnanthidium subhudsonis - B -

好清水性、中性種。様々な汚濁程度において
出現するが、清冽な水域を好む。 ○ ○

73
ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ
Cocconeis pediculus Os～βm A 1

好清水性、中性種。
○ ○ ○ ○

74
ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ
Cocconeis placentula var.
linearis

Os～βm A 1
好清水性、好アルカリ性種。清冽な水域を好
む普遍種。 ○ ○ ○ ○ ○ ○

75
ﾌﾄｽｼﾞﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ
Planothidium lanceolatum Os～βm A 1

好清水性、中性種。貧腐水性の流水域に多く
出現する。 ○ ○ ○ ○

76
ﾊﾈｹｲｿｳ ﾊﾈｹｲｿｳ

Pinnularia gibba βm～αm B 3
広適応性、好酸性種。

○

77
ﾆｯﾁｱ ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ

Nitzschia amphibia βm～αm B 3
好汚濁性、好アルカリ性種。汚濁流水域に出
現し、第１優占種となりうる。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

78
ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ
Nitzschia inconspicua βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。貧腐水性河川に
出現する普遍種。 ○ ○ ○ ○

79
ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ
Nitzschia linearis Os～βm A 1

広適応性、真アルカリ性種。普遍種。
○ ○ ○

80
ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ
Nitzschia palea βm～ps B 4

好汚濁性、好アルカリ性種。流水域において
汚濁度が増すにつれて急増する普遍種。 ○ ○ ○ ○ ○

81
ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ
Nitzschia paleacea βm B 2

広適応性、好アルカリ性種。淡水・止水域に
広く分布する普遍種。 ○ ○

82
ｽﾘﾚﾗ ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ

Surirella angusta βm B 2
広適応性、中性種。多様な水域に広く分布す
る普遍種。 ○ ○ ○

83
ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ
Surirella bifrons βm B 2

好アルカリ性種。貧腐水性の水域を好む。
○

綱名 目名 科名 種名

指標性

水質階級
③⑤

耐忍性
④

汚濁指数
⑤

生態等

確認地点

柳瀬川 東川
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確認された付着藻類各種の解説(3) 

 地点Ａ 地点Ｂ 地点Ｃ 地点Ｄ 地点Ｅ 地点Ｆ 地点Ｇ

大鐘橋 二柳橋 松戸橋 清柳橋 狭山湖橋 弘法橋 中橋

84
緑藻 ｸﾛﾛｺｯｸﾑ ｸﾛﾛｺｯｸﾑ ｶﾗｷｳﾑ

Characium  sp. - B -
-

○

85
ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ ｲｶﾀﾞﾓ

Scenedesmus acutiformis - B -
イカダモ類：きわめて普遍的な緑藻。あらゆ
る湖沼、池、水たまりなどに分布する。 ○

86
ｲｶﾀﾞﾓ
Scenedesmus acutus - B -

-
○ ○

87
ｲｶﾀﾞﾓ
Scenedesmus armatus - B -

-
○ ○

88
ｲｶﾀﾞﾓ
Scenedesmus spinosus - B -

-
○

89
ｱﾐﾐﾄﾞﾛ ｸﾝｼｮｳﾓ

Pediastrum boryanum - B -
星形の群体を形成する緑藻。

○

90
ｶｴﾄﾌｫﾗ ｶｴﾄﾌｫﾗ ｸﾛﾆｵﾌｫﾗ

Cloniophora plumosa - B -
-

○ ○ ○ ○

91
ｷﾇﾐﾄﾞﾛ
Stigeoclonium  sp. - B -

流れの緩やかな清流、湧泉で付着生活を行う
樹状緑藻。 ○ ○ ○ ○ ○

92

ｶｴﾄﾌｫﾗ科（基部細胞）
Chaetophoraceae gen. sp.
（basalcell）

- B -

沈水植物や底石に付着し生育する樹状緑藻。

○ ○ ○ ○ ○ ○

93
緑藻 ｻﾔﾐﾄﾞﾛ ｻﾔﾐﾄﾞﾛ ｻﾔﾐﾄﾞﾛ

Oedogonium  sp. - B -
付着性の糸状緑藻。雌雄の区別が存在する。

○ ○ ○ ○

94
ﾐﾄﾞﾘｹﾞ ｼｵｸﾞｻ ｼｵｸﾞｻ

Cladophora glomerata - B -
-

○ ○ ○

95
ﾐｿﾞｼﾞｭｽﾞﾓ
Chaetomorpha okamurai - B -

-
○

96
ﾈﾀﾞｼｸﾞｻ
Rhizoclonium  sp. - B -

-
○ ○

97
ﾎｼﾐﾄﾞﾛ ﾎｼﾐﾄﾞﾛ ｱｵﾐﾄﾞﾛ

Spirogyra  sp. - B -
淡水中どこにでも見られる普遍的な糸状緑
藻。 ○

 注）1.耐忍性　Ａ：汚濁に対して耐忍性を持たない種　　Ｂ：汚濁に対して耐忍性を持つ種

　　 2.水質階級　　Os：貧腐水性水域指標種（清冽な水域の指標種）　βm：β中腐水性水域指標種（やや汚い水域の指標種）

　　　　　　　　　αm：α中腐水性水域指標種（かなり汚い水域の指標種）　Ps：強腐水性水域指標種（極めて汚い水域の指標種）

　　 3.指標性の③～⑥は以下の水質判定方法で使用する。

　　　③：優占種法　　④：Beck-Tsuda法　　⑤：Kolkwitz法　　⑥：汚濁指数法

　　 4. 生態について

　　　　 好清水性種：清冽な水域にしばしばみられる種
　　 　　好汚濁性種：汚濁した水域にしばしばみられる種
　　 　　広適応性種：好清水性、好汚濁性のどちらでもない種
　　 　　真アルカリ性種：pH9.0以上のアルカリ水域でしばしば優占する種
　 　　　中性種：中性周辺の広いpH範囲に出現する種
　　 　　好アルカリ性種：中性以上のアルカリ水域でしばしば多産するが、pH9位所の水域では優占しない種
　　 　　真酸性種：pH4.5以下の酸性水域でしばしば優占する種

指標性

水質階級
③⑤

耐忍性
④

汚濁指数
⑤

生態等綱名 目名 科名 種名
東川

確認地点

柳瀬川



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 埼玉県レッドデータブックについて 
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埼玉県レッドデータブックについて 

 

 埼玉県レッドデータブックは、県内で絶滅のおそれがある動植物をリストアップし、その現状

をまとめたものである。現在は、動物が「埼玉県レッドデータブック動物編 2018」、「埼玉県レッ

ドデータブック植物編 2011」が発行されている。 

埼玉県レッドデータブックでは、県内の標高を基準に［亜高山帯：標高 1,600m 以上］・［山地

帯：標高 1,600m 〜 800m］・［低山帯：標高 800m 〜 200m］・［台地･丘陵帯：標高 200m 〜 50m］・

［低地帯：標高 50m 以下］の 5 地帯に区分し、［低地帯：標高 50m 以下］をさらに 3 つの地帯［荒

川以西］・［大宮台地］・［中川･加須低地］に細分して掲載種を評価している。所沢市はほとんどが

［台地･丘陵帯］に含まれ、東部の一部が［低地帯］の［荒川以西］に含まれる。 

レッドリストのカテゴリー（ランク）は、絶滅（EX）、野生絶滅（EW）、絶滅危惧ⅠA類（CR）・

絶滅危惧ⅠB 類（EN）、絶滅危惧Ⅱ類（VU）、準絶滅危惧 1 型（NT1）、準絶滅危惧 2 型（NT2）、情

報不足（DD）、絶滅のおそれがある地域個体群（LP）、地帯別危惧（RT）に分けられる。図 1 に地

帯別区分を、表 1にレッドリストのカテゴリーランクを示す。 

 

 

 

図 1  埼玉県レッドリスト地帯別区分 
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表 1 埼玉県レッドリスト カテゴリーランク 

区  分 基本概念および定性的要件 

絶   滅 （EX） 埼玉県ではすでに絶滅したと考えられる種。 

野生絶滅（EW） 埼玉県在来個体群で、飼育下でのみ存続している種。 

絶滅危惧Ⅰ類 （CR+EN） 

○ 絶滅危惧ⅠA類（CR） 

○ 絶滅危惧ⅠB類（EN） 

埼玉県において絶滅の危機に瀕している種。 CR：ごく近い将来における

野生での絶滅の危険性が極めて高い種。 EN：ⅠA類ほどではないが、近い

将来における野生での絶滅の危険性が高い種。 

絶滅危惧Ⅱ類（VU） 埼玉県において絶滅の危険が増大している種。現在の状態をもたらした圧

迫要因が引き続き作用する場合、近い将来｢絶滅危惧Ⅰ類｣のカテゴリーに

移行することが確実と考えられる種。 

準絶滅危惧（NT） 

○ 準絶滅危惧 1型（NT1） 

○ 準絶滅危惧 2型（NT2） 

埼玉県において存続基盤が脆弱な種。現時点では絶滅危険度は小さいが、

生息条件の変化によっては「絶滅危惧」として上位カテゴリーに移行する

要素を有する種。 

準絶滅危惧 1型（NT1）種本

来の特性として脆弱な要素

をもつ種。すなわち、生息地

が局限されている、もしくは

生活史の一部またはすべて

において特殊な環境条件を

必要としている種。 

準絶滅危惧 2型（NT2）生息状況の推移から

判断して種の存続への圧迫が強まっている

と判断される種。すなわち、生息地におけ

る個体密度の低下や生息地そのものの減少

が顕著に認められる種や、過度の採集圧が

かかっている、交雑可能な別種が侵入して

いることなどが認められる種。 

情 報 不 足（DD） 埼玉県では評価に必要な情報が不足している種。環境条件の変化によって

は、容易に「絶滅危惧」のカテゴリー（VU以上）に移行する属性を有して

いるが、そのカテゴリーを判定するに足る情報が不足している種。 

絶滅の恐れがある地域個体群（LP） 埼玉県において地域的に孤立している個体群で、絶滅のおそれが高いもの｡ 

地帯別危惧（RT） 全県的には絶滅の危険性は低いものの、地帯区分でみた場合にすでに絶滅

した地帯がある、もしくは絶滅の恐れを危惧すべき地帯があると判断され

る種。 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６. 水質判定方法の詳細 
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生物学的水質判定と理化学的水質検査の特徴 

 

 理化学的な水質検査と生物学的な水質判定のそれぞれの特徴をみると、表 1に示すようになる。

一般に、河川の水質は時々刻々と変化するのが普通であり、理化学的水質検査では、その平均的

な状態を把握することは難しい。一方、生物学的水質判定は正確な水質濃度値を示すことはでき

ないが、水質変動の平均的な状況を反映する。従って、理化学的検査では把握しにくい面を生物

学的方法で補うことができるといえる。 

 

表 1 理化学的分析と生物学的水質判定の特徴 

項 目 理化学的分析 生物学的水質判定 

汚濁物質の種類 把握可能 把握不可能 

汚濁物質の量 数値化が可能 数値化が不可能 

結果が示す内容 調査時の汚濁度 調査時までの数週～数ヶ月間の汚濁変動の平均 

生物への有害度の判定 把握不可能 把握可能 

汚濁度の示教性 現地では不可能 現地である程度可能 

 

 

きれいな川の生物と汚れた川の生物の概念的な相違 

 

 一般に、清冽な川における生物は多種多様であり、個体数も偏りのない数値を示す。特に、底

生生物では水質判定を行う上で最も重要な水生昆虫のカゲロウ類やトビケラ類などが数多く出現

する。 

 一方、汚濁の進行に伴い、有機汚濁の場合には、溶存酸素量（DO）の減少を伴い運動量が大き

く多量の酸素を要求するカゲロウ類の大半が存在できなくなり、浮遊物質が多くなると造網系の

トビケラ類が生息不可能となる。 

 このほか様々な要因により出現種数は減少し、その汚濁に耐えられる生物だけが生息し、他の

種類が消えて競争者がなくなるため、汚濁に耐えられる生物のみが大繁殖することが多い。この

ような水域では赤色のユスリカやミミズ類などがよく見られる。そして、さらに汚濁が進むと生

物は全く生息しなくなる。 

 

耐忍性について 

 

 生物学的水質階級の判定に多用される「Beck－Tsuda法」（後述）は、生物情報を底生生物の耐

忍性（汚濁に対する耐忍性）に着目して生物群集を数値化・比較する方法であり、従来は耐忍性

Ａ（清水種で汚濁に対して耐忍性が小さい種類）、耐忍性Ｂ（汚濁性種で汚濁に対して耐忍性が大

きい種類）に区別し、各調査場所でそれぞれの種類数を計数して、耐忍性Ａの種類数を２倍した

ものと耐忍性Ｂの種類数を合計して生物指数（Biotic index 略称 B.I.）として算出する。 

 しかし、底生生物の分類体系や生態特性が 100％確立されているわけではなく、実際には分類

ができない種や耐忍性が不明な種類が多く出現する。この場合、従来の２区分だけで算出する方
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法では、不明種に対する情報量が判定結果に反映されないこととなる。これを修正するため新た

に耐忍性Ｏ（耐忍性が不明）を加え、「２×耐忍性Ａの種類数＋（耐忍性Ｂ及び耐忍性Ｏの種類数）」

で算定する事が提案されている。 

 なお、本調査では、後者のＡ、Ｂ、Ｏによる生物学的水質階級判定を行っている。 

 

優占種について 

 

優占種とは、出現個体数を総出現個体数で割った出現頻度の高い種類から上位４種類を選出し、

さらにこれら種類の出現頻度が 10％以上のものをいう。 

 ここで優占種の意義を述べると、ある水域で水底質汚濁・河川形状の平坦化・底質の均一化・

有害化学物質の流入等によって生物の生息環境に偏りが生じた場合には、その環境に適応した種

類が卓越的に生息するようになることが知られている。従って、現況生態系を調査することで、

生物の生息状況に偏りが生じている場合には、環境的な偏りがあると認識される。 
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生物学的水質判定とは 
 

 河川には、バクテリア、藻類、底生生物、魚類など様々な種類の生物が生活している。これら

の生物群集は、その場の河川環境（生息環境＝河川形態、流況、底質、水質等）に適応して生活

している。そのため、環境が異なることで、そこで生活する生物群種の構造も大きく異なる。 

生物学的水質判定とは、様々な河川環境要素の中で水質汚濁に着目し、現存する生物群集構造

から水質汚濁状況を推定することである。 

 生物学的水質判定には種々の手法が提唱されており、代表的な手法として、優占種法、Beck－

Tsuda法（生物指数法）、Kolkwitz法、汚濁指数法等が知られている。 
 

1. 水質階級とは 

 生物を用いて水質の汚濁状況を判定する場合、その表現方法にはいくつかの方法がある。 生

物学的水質判定方法を初めて完成させたコルクウィッツとマルソンは、生物学的水質階級として、 
 
 

          強腐水性   polysaprobic    （Ｐｓ） 

          α中腐水性    α-mesosaprobic  （αｍ） 

                 β中腐水性  β-mesosaprobic  （βｍ） 

          貧腐水性   oligosaprobic      （Ｏｓ） 
 
 

の４段階区分を提唱した。また、初期には、これら一般的になじみの少ない用語を用いないでロ

ーマ字数字のⅠ～Ⅳで表す方法もあったが、現在では上記用語が一般的に普及している。本文中

に使用した「水質階級」は「生物学的水質階級」のことを指している。 

 日本では河川の水質基準が定められており、汚濁に関係する「生活環境の保全に関する環境基

準」では河川を水域に区分して類型指定がなされている。その類型は水質の理化学分析値、特に

生物学的酸素要求量（ＢＯＤ）を基にして分類されたものであり、生物学的水質階級とは本質的

に異なるものであるが、おおまかな目安を表 2に示す。 
 
 

表 2 生物学的水質階級とＢＯＤ等との比較 

 
 

  

きれい ① 日本版平均スコア法

水生生物 付着藻類

β貧腐水域（β-Os） ＡＡ 0～1mg/L程度

Ａ 1～2mg/L程度

6.0以上　7.5未満 水質階級Ⅱ

良好 ややきれいな水 Ｃ 3～5mg/L程度

5.0以上　6.0未満 水質階級Ⅲ Ｄ 5～8mg/L程度

やや良好 きたない水 Ｅ 8～10mg/L程度

Ⅳ 5.0未満 水質階級Ⅳ

良好とはいえない とてもきたない水
10mg/L程度以上

2～3mg/L程度

11～19

6～10

0～5

やや汚れている

汚れている

1.95～3.25

2.40～3.15

2.90～4.003.5～4.0 －

環境基準の

水域類型
BOD値

Ｂ

Ⅰ

Ⅱ

一般的表現

20以上 1.0～1.5 1.65～2.30 きれい

ややきれい1.5～2.5

α貧腐水域（α-Os）

β中腐水域（βm）

水質階級Ⅰ
きれいな水

7.5以上
とても良好

汚い

Ⅲ

② 川の生きものを調べよう

～水生生物による水質判定～

⑥ 汚濁指数法

③,⑤ 生物学的水質階級    汚濁階級指数
④ Beck-Tsuda法

生物指数

2.5～3.5α中腐水域（αm）

強腐水域（Ps）

水

質
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２．生物学的水質判定の方法 

(1) 日本版平均スコア法 

 日本版平均スコア法は、1976年にイギリスの環境省で開発された BMWP（biological monitoring 

Working Party）スコア法をもとに日本の生物相の特徴に合わせて、平成 22 年度に環境省におい

て対象とする科やスコア値を改定した手法である。日本版平均スコア法は、同定を科レベルにと

どめ、出現した科に与えられたスコアを加算したスコア（BMWPスコア）を算出し、それを出現し

た科数で割った平均スコアで評価するものである。平均スコア値は 1.0～10.0 の数値で示され、

数値が大きいほどきれいな水域であり、数値が小さいほど汚濁が強いことを表す（表 2参照）。表 

3に各科に与えられたスコア値を示す。 

以下に算出方法を示す。 

 

日本版平均スコア法による算出例 

 

 

＜算出方法＞  

出現科数：○の個数  

総スコア(TS)：6＋7＋4＋8＋6＋1＋4＋2＝38(出現した科のスコアの合計)  

平均スコア(ASPT)：38(総スコア)÷8(出現科数)＝4.75 

    小数点第 2 位を四捨五入して 4.8 

水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和60年10月15日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae ○

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3 ○

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae ○

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae ○

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae ○

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae ○

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 14

総スコア (TS) 83

平均スコア (ASPT) 5.9
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表 3 スコア値一覧 

 

スコア値
カゲロウ目 フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10
ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8
チラカゲロウ科 Isonychiidae 8
ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9
コカゲロウ科 Baetidae 6
トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9
マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8
ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7
カワカゲロウ科 Potamanthidae 8
モンカゲロウ科 Ephemeridae 8
シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8

トンボ目 カワトンボ科 Calopterygidae 6
ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9
サナエトンボ科 Gomphidae 7
オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

カワゲラ目 オナシカワゲラ科 Nemouridae 6
アミメカワゲラ科 Perlodidae 9
カワゲラ科 Perlidae 9
ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9

カメムシ目 ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7
ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 Corydalidae 9
トビケラ目 ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9

カワトビケラ科 Philopotamidae 9
クダトビケラ科 Psychomyiidae 8
イワトビケラ科 Polycentropodidae 9
シマトビケラ科 Hydropsychidae 7
ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9
カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9
ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9
ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4
カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10
エグリトビケラ科 Limnephilidae 8
コエグリトビケラ科 Apataniidac 9
ク口ツツトビケラ科 Uenoidae 10
ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7
カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9
ケトビケラ科 Sericostomatidae 9
ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

チョウ目 ツトガ科 Crambidae 7
コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae 5

ミズスマシ科 Gyrinidae 8
ガムシ科 Hydrophilidae 4
ヒラタドロムシ科 Psephenidae 8
ドロムシ科 Dryopidae 8
ヒメドロムシ科 Elmidae 8
ホタル科 Lampyridae 6

ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae 8
アミカ科 Blephariceridae 10
チョウバ工科 Psychodidae 1
ブユ科 Simuliidae 7
ユスリカ科(ユスリカ族:腹鰓あり) Chironomidae 2
ユスリカ科(その他:腹鰓なし) Chironomidae 6
ヌカカ科 Ceratopogonidae 7
アブ科 Tabanidae 6
ナガレアブ科 Athericidae 8

ウズムシ目（三岐腸目） サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae 7
ニナ目（原始紐舌目） カワニナ科 Pleuroceridae 8
モノアラガイ目（基眼目） モノアラガイ科 Lymnaeidae 3

サカマキガイ科 Physidae 1
ヒラマキガイ科 Planorbiidae 2
カワコザラガイ科 Ancylidae 2

ハマグリ目（マルスダレガイ目） シジミガイ科（シジミ科） Corbiculidae 3
ミミズ綱 ミミズ綱(エラミミズ) Oligochaeta 1

ミミズ綱(その他) Oligochaeta 4
ヒル綱 ヒル綱 Hirudinea 2
ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae 8

キタヨコエビ科 Anisogammaridae 8
アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae 8

ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae 2
エビ目 サワガニ科 Potamidae 8

平均スコア値と水質

5.0未満：良好とはいえない　5.0以上6.0未満：やや良好　6.0以上7.5未満：やや良好　7.5以上：良好

分類群
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(2) 川の生きものを調べよう～水生生物による水質判定～ 

「川の生きものを調べよう～水生生物による水質判定～」は、川底に住んでいる生きものから

水質の程度を調べるために、小学生、中学生、高校生、一般の人々の誰もが簡単にできるように

作成されたもので、環境省と国土交通省が平成 12 年 3 月に作成し、その後平成 24 年 3 月に改定

された。 

この調査では、河川に生息する水生生物のうち、①全国各地に分布し、②分類が容易で、③水

質に係る指標性が高い、29種を指標生物としており、河川で水生生物を採集し、指標生物の同定・

分類を行い、地点ごとにⅠ（きれいな水）、Ⅱ（ややきれいな水）、Ⅲ（きたない水）、Ⅳ（とても

きたない水）の 4階級で水質の状況を判定している。 

判定方法は、確認した指標生物に点数（集計用紙上では〇）を与え、特に個体数が多かった上

位 2 種（もしくは 3 種、集計用紙上では●）は点数を 2 倍にして、階級ごとに合計し、点数が高

かった階級をその河川の水質階級と判定する方法である。 

表 4に各水質階級の指標生物を示す。 

 

表 4 指標生物一覧 

きれいな水（Ⅰ）の指標生物 ややきれいな水（Ⅱ）の指標生物 

カワゲラ類     ヨコエビ類 

ヒラタカゲロウ類  ヘビトンボ 

ナガレトビケラ類  ブユ類 

ヤマトビケラ類   サワガニ 

アミカ類      ナミウズムシ 

コガタシマトビケラ類 コオニヤンマ 

オオシマトビケラ   カワニナ類 

ヒラタドロムシ類  ※ヤマトシジミ 

ゲンジボタル    ※イシマキガイ 

きれいな水（Ⅰ）とややきれいな水（Ⅱ）の両方で見られる生物（指標生物ではない） 

チラカゲロウ タニガワカゲロウ類 ニンギョウトビケラ類 ヒゲナガカワトビケラ類 

きたない水（Ⅲ）の指標生物 とてもきたない水（Ⅳ）の指標生物 

ミズカマキリ    タニシ類 

ミズムシ      シマイシビル 

※イソコツブムシ類 ※ニホンドロソコエビ 

ユスリカ類      エラミミズ 

チョウバエ類     サカマキガイ 

アメリカザリガニ 

注）※は海水の少し混ざっている汽水域の生物 
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(3) 優占種法 

優占種法の算出方法 

Fjerdingstad（1964）により提案された方法で、もっとも出現頻度の高い種に基づいて、その

種が示す水質階級（Ps～Os：表 5 参照）をもって、その調査河川の水質階級とする方法である。

出現個体数を総出現個体数で割った出現頻度の高い種類から上位４種類を選出し、さらにこれら

種類の出現頻度が 10％以上のものをいう。 

 

表 5 水質階級と汚濁の度合 

水 質 階 級 汚濁の度合 

Ｐｓ（強腐水性） 

αｍ（α中腐水性） 

βｍ（β中腐水性） 

Ｏｓ（貧腐水性） 

極めて汚い 

かなり汚い 

やや汚い 

清冽 
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(4) Beck－Tsuda法 

Beck-Tsuda法の算出方法 

 Beck（1955）により提案された方法で、津田（1961）や福島（1968）により採集のための注意

点などについて補足された。この方法は、出現した全種の耐忍性から耐忍性Ａ（非耐汚濁性種）

及びＢ（耐汚濁性種）の２グループに分け、耐忍性Ａグループに２倍のウエイトを与えて、２Ａ

＋Ｂ（２×Ａの種類数＋Ｂの種類数）で表される生物指数により河川の水質階級を判定する方法

である。さらに近年、分類手法の未発達な生物群の情報も反映させるために、耐忍性Ｏ（耐汚濁

性不明）を補足し、２Ａ＋Ｂ＋Ｏでの生物指数を提案している。また、付着藻類の判定では福島・

小林により提唱された表 6に示す判定基準を用いており、この判定基準では複数の水質階級にま

たがって判定されるようになっている。 
 
 

表 6(1) 生物指数と水質階級の関係（底生動物） 

水 質 階 級 判定基準 汚濁の度合 

Ｐｓ（強腐水性） 

αｍ（α中腐水性） 

βｍ（β中腐水性） 

Ｏｓ（貧腐水性） 

０～５ 

６～１０ 

１１～１９ 

２０以上 

極めて汚い 

かなり汚い 

やや汚い 

清冽 

 
 

表 6 (2) 生物指数と水質階級の関係（付着藻類） 

水 質 階 級 福島・小林の判定基準 汚濁の度合 

Ｐｓ（強腐水性） 

αｍ（α中腐水性） 

βｍ（β中腐水性） 

Ｏｓ（貧腐水性） 

０～１６ 

８～１９ 

１２～３０ 

２０以上 

極めて汚い 

かなり汚い 

やや汚い 

清冽 

 
 
 
 

(5) Kolkwitz法 

Kolkwitz法による算出方法 

Kolkwitz(1908)により考案された方法。個体数に関わらず、全種の水質階級（Ps～Os：表 5 参

照）から最も多くの種が含まれる階級をもって判定結果とする。 
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(6) 汚濁指数法 

① 汚濁指数の算出方法 

 汚濁指数は、ザプロビ指数法とも呼ばれ、Pantel と Buck（1955）によって底生動物の解析のた

めに考案された方法であり、各出現種の個体数が判定結果に反映される方法である。これに津田

（1972）が修正を加え、後に津田・福島（1979）が付着藻類に適応させている。 

 汚濁指数は、水質汚濁の程度を示す指数であり、出現個体数(h)と汚濁階級指数(s)を用いて次

式から算出される。 
 

X=Σ(s×h)／Σh 
 

ｓ値は、表 7の通りである。ただし、生物種の同定が困難な場合や指標する水質階級が未知な

場合にはｓ値の設定が困難となり、これに優占種が該当する場合にはｓ値が不明となって判定結

果の信頼性が低くなってしまう。そこで、生物種の同定が困難な場合や指標する水質階級が未知

な場合にはｓ値の設定ができないが、本報告書では不明種を３とし、汚濁傾向側に危険回避を行

うこととしている。 

 

表 7 水質階級とｓ値 

水 質 階 級 ｓ 

強腐水性水域 ４ 

α-中腐水性水域 ３ 

β-中腐水性水域 ２ 

貧腐水性水域 １ 

 

ｈ値については、個体数や細胞数を直接的に対応させる方法と、出現率を対応させる方法とが

ある。 

 細胞数や個体数を直接的に対応させる方法では、各調査における相対評価値となるため、調査

全体での出現個体数や細胞数が十分に小さい場合や各個別データが類似する場合についてのみ、

ｈ値に対する個体数や細胞数の範囲も小さくなるとともに、ｈ値についても１、２、３と連続し

た数値を用いることが可能となる。しかしながら、経年調査や生息環境が大きく異なる状況での

調査結果では、一部のデータで個体数や細胞数の極度な大小が生じる場合が多く、この方法は適

さない。 

 よって、平均的な相対評価を行うために出現率を対応させる方法がある。この方法では、同一

時期調査内で個体数や細胞数に極端な大小が生じていても比率の比較という絶対評価に近い評価

を行うことが可能である。このため、出現個体数や細胞数が十分に大きい場合にはｈ値に対する

個体数や細胞数の範囲は大きくなり、ｈも１、３、５などと等差階級的な数値を用いるのが一般

的である。 
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表 8(1) 個体数や細胞数を直接的に対応させる場合のｈ値例 

ｈ 底生生物 付着藻類 

１ 

２ 

３ 

１個体 

２～９個体 

１０個体以上 

１０細胞未満 

１０～９９細胞 

１００細胞以上 

 

表 8(2) 出現率に対応させる場合のｈ値例 

ｈ 底生生物・付着藻類共通 

１ 

３ 

５ 

少ししか見られない種 

普通に見られる種 

多量に見られる種 

出現率10％未満 

出現率10～30％ 

出現率30％以上 

 

 汚濁指数法による水質階級の判定は、表 9に示すように、底生生物と付着藻類でライフサイク

ルの違い等から判定基準が異なっている。また、付着藻類においては水質階級別の汚濁指数が重

複するエリアがあり、判定結果も複数の水質階級にまたがってなされるような場合もある。 

 

表 9 汚濁指数と水質階級の関係 

水 質 階 級 底生生物 付着藻類 

Ｐｓ（強腐水性） 

αｍ（α中腐水性） 

βｍ（β中腐水性） 

Ｏｓ（貧腐水性） 

3.5～4.0 

2.5～3.5 

1.5～2.5 

1.0～1.5 

2.90～4.00 

2.40～3.65 

1.95～3.25 

1.65～2.30 
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② 汚濁指数の算定 

汚濁指数の算定方法は、まず生物出現数を出現頻度（ｈ）によって何段階かに分ける。次に、

生物を有機汚濁の耐性による汚濁階級指数（ｓ）により 4 段階に分け、「貧腐水性指標種」を 1、

「β中腐水性指標種」を 2、「α中腐水性指標種」を 3、「強腐水性指標種」を 4とする。ある 1地

点の調査において、出現する複数種の出現頻度（ｈ）と汚濁階級指数（ｓ）とを用いて、以下に

示す計算式によって算出したものが汚濁指数である。 

 

X=Σ(s×h)／Σh 

 

汚濁指数法の算出過程は以下の通りである。 

 

① 生物種ごとの個体数を個体数合計で割り、出現率を求める。 

② 出現率に対応させる場合の h 値例（表 8(2)）に従い、h値を決定する。 

③ 生物種ごとに、ｈと対応するｓとの積を求める。 

④ ③で求めた積の和を計算する（Σ(s×h) を求める）。 

⑤ ｈの和を計算する（Σh を求める）。 

⑥ ④を⑤で割り、汚濁指数（X）を計算する。 

 

 

 

３．多様度指数 

 

多様度指数とは、生物群集内の多様性を表す尺度である。本報告書では、多くの文献で使用さ

れているシャノン・ウィナーの多様度指数（H’）を用いた。この指数は、種数が多く、かつ各種

の均等度が高いほど数値が大きくなる（多様性が高い）。シャノン・ウィナーの多様度指数（H’）

は次式から算出される。 

 

H’ =-Σ(Pi×log2(Pi)) 

※Pi は種 iの個体数が個体数合計 Nに占める割合 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７. 日本版平均スコア法記録用紙 
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

： 所沢市
： 柳瀬川
： 大鐘橋 (地点Ａ)
： 令和３年７月２６日
： 9:15～11:20

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ○ ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae ○

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 ○ チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae ○

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae ○

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9 ○

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

出現
状況

時 刻

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科 (ユスリカ族:腹鰓あり) Chironomidae 2

7

ユスリカ科 (その他:腹鰓なし) Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

スコア法による集計

8

8

8

2

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 14

総スコア (TS) 96

平均スコア (ASPT) 6.9
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

： 所沢市
： 柳瀬川
： 松戸橋（地点Ｂ）

： 9:30～12:00

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ○ ヒラタドロムシ科 Psephenidae ○

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ○ ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae ○

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7 ○

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 ○ サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 ○ カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea ○

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7 ○

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

： 令和３年８月２日

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科 (ユスリカ族:腹鰓あり) Chironomidae 2

7

ユスリカ科 (その他:腹鰓なし) Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

スコア法による集計

8

8

8

時 刻

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 14

総スコア (TS) 91

平均スコア (ASPT) 6.5

2
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和58年6月30日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae ○

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae ○

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta ○

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

○

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 12

総スコア (TS) 64

平均スコア (ASPT) 5.3
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和58年10月14日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 〇 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3 〇

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae 〇

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae 〇

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 〇 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 〇 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae 〇

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 〇

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 10

総スコア (TS) 54

平均スコア (ASPT) 5.4
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：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和59年5月30日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae ○

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae ○

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ○ ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

○

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 12

総スコア (TS) 71

平均スコア (ASPT) 5.9
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：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和59年10月16日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae ○

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae ○

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae ○

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta ○

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

河 川 名
調査地点

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

○

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 12

総スコア (TS) 67

平均スコア (ASPT) 5.6
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：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和60年5月16日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae ○

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae ○

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta ○

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

河 川 名
調査地点

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 〇

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

-

集 計 結 果

出現科数 12

総スコア (TS) 60

平均スコア (ASPT) 5.0
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：昭和60年10月15日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae ○

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3 ○

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae ○

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae ○

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae ○

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 ○ モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae ○

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae ○

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 14

総スコア (TS) 83

平均スコア (ASPT) 5.9
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：大鐘橋 (地点Ａ)
：平成29年8月23日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ○ ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ○ ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 ○ チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ○ ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae ○

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae ○

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ○ ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta ○

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 ○ キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ○ ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

市町村名
河 川 名
調査地点
年 月 日

分類群名
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

スコア

8

4

8

8

8

6

8

10

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

7

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 ○

カワゲラ目 7

6

8

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

2

2

3

1

4

2

8

8

8

2

8

スコア法による集計

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 11

総スコア (TS) 68

平均スコア (ASPT) 6.2
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：松戸橋 (地点B)
：昭和58年6月30日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae 〇

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 4

総スコア (TS) 13

平均スコア (ASPT) 3.3

2

8

スコア法による集計

8

8

8

1

4

2

2

2

3

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 〇

カワゲラ目 7

6

8

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

6

8

10

8

8

8

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

カゲロウ目 7

5

8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査場所

出現
状況
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：所沢市 
：柳瀬川
：松戸橋 (地点B)
：昭和58年10月14日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 〇 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 3

総スコア (TS) 13

平均スコア (ASPT) 4.3

2

8

スコア法による集計

8

8

8

1

4

2

2

2

3

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6

カワゲラ目 7

6

8

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

6

8

10

8

8

8

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：松戸橋 (地点Ｂ)
：昭和59年5月30日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae 〇

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae 〇

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 4

総スコア (TS) 9

平均スコア (ASPT) 2.3

2

8

スコア法による集計

8

8

8

1

4

2

2

2

3

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6

カワゲラ目 7

6

8

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

6

8

10

8

8

8

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

カゲロウ目 7

5

8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

出現
状況
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：松戸橋 (地点Ｂ)
：昭和59年10月16日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 2

総スコア (TS) 6

平均スコア (ASPT) 3.0

2

8

スコア法による集計

8

8

8

1

4

2

2

2

3

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6

カワゲラ目 7

6

8

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

6

8

10

8

8

8

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

カゲロウ目 7

5

8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

出現
状況
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：松戸橋 (地点Ｂ)
：昭和60年5月16日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 〇 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae 〇

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 5

総スコア (TS) 19

平均スコア (ASPT) 3.8

2

8

スコア法による集計

8

8

8

1

4

2

2

2

3

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6 〇

カワゲラ目 7

6

8

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

6

8

10

8

8

8

出現
状況

カゲロウ目 7

5

8

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点
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水生生物による水質評価法-日本版平均スコア表- （様式ウ）

：所沢市 
：柳瀬川
：松戸橋 (地点Ｂ)
：昭和60年10月15日

フタオカゲロウ科 Siphlonuridae 8 チョウ目 ツトガ科 Crambidae

ガガンボカゲロウ科 Dipteromimidae 10 コウチュウ目 ゲンゴロウ科 Dytiscidae

ヒメフタオカゲロウ科 Ameletidae 8 ミズスマシ科 Gyrinidae

チラカゲロウ科 Isonychiidae 8 ガムシ科 Hydrophilidae

ヒラタカゲロウ科 Heptageniidae 9 ヒラタドロムシ科 Psephenidae

コカゲロウ科 Baetidae 6 ドロムシ科 Dryopidae

トビイロカゲロウ科 Leptophlebiidae 9 ヒメドロムシ科 Elmidae

マダラカゲロウ科 Ephemerellidae 8 ホタル科 Lampyridae

ヒメシロカゲロウ科 Caenidae 7 ハエ目 ガガンボ科 Tipulidae

カワカゲロウ科 Potamanthidae 8 アミカ科 Blephariceridae

モンカゲロウ科 Ephemeridae 8 チョウバエ科 Psychodidae 〇

シロイロカゲロウ科 Polymitarcyidae 8 ブユ科 Simuliidae

カワトンボ科 Calopterygidae 6

ムカシトンボ科 Epiophlebiidae 9

サナエトンボ科 Gomphidae 7

オニヤンマ科 Cordulegasteridae 3

オナシカワゲラ科 Nemouridae 6 ヌカカ科 Ceratopogonidae

アミメカワゲラ科 Perlodidae 9 アブ科 Tabanidae

カワゲラ科 Perlidae 9 ナガレアブ科 Athericidae

ミドリカワゲラ科 Chloroperidae 9 ウズムシ目 サンカクアタマウズムシ科 Dugesiidae

ナベブタムシ科 Aphelocheiridae 7 ニナ目 カワニナ科 Pleuroceridae

ヘビトンボ科 Corydalidae 9 モノアラガイ目 モノアラガイ科 Lymnaridae

ヒゲナガカワトビケラ科 Stenopsychidae 9 サカマキガイ科 Physidae 〇

カワトビケラ科 Philopotamidae 9 ヒラマキガイ科 Planorbiidae

クダトビケラ科 Psychomyiidae 8 カワコザラガイ科 Ancylidae

イワトビケラ科 Polycentropodidae 9 ハマグリ目 シジミガイ科 Corbiculidae

シマトビケラ科 Hydropsychidae 7 ミミズ鋼 ミミズ鋼（エラミミズ) Oligochaeta

ナガレトビケラ科 Rhyacophilidae 9 ミミズ鋼（その他) Oligochaeta 〇

カワリナガレトビケラ科 Hydrobiosidae 9 ヒル鋼 ヒル鋼 Hirudinea 〇

ヤマトビケラ科 Glossosomatidae 9 ヨコエビ目 ヨコエビ科 Gammaridae

ヒメトビケラ科 Hydroptilidae 4 キタヨコエビ科 Anisogammaridae

カクスイトビケラ科 Brachycentridae 10 アゴナガヨコエビ科 Pontogeneiidae

エグリトビケラ科 Limnephilidae 8 ワラジムシ目 ミズムシ科 Asellidae

コエグリトビケラ科 Apataniidae 9 エビ目 サワガニ科 Potamidae

クロツツトビケラ科 Uenoidae 10

ニンギョウトビケラ科 Goeridae 7

カクツツトビケラ科 Lepidostomatidae 9

ケトビケラ科 Sericostomatidae 9

ヒゲナガトビケラ科 Leptoceridae 8

その他の生物の出現状況

集 計 結 果

出現科数 5

総スコア (TS) 10

平均スコア (ASPT) 2.0

2

8

スコア法による集計

8

8

8

1

4

2

2

2

3

カメムシ目 8

アミメカゲロウ目 3

トビケラ目 1

7

〇

ユスリカ科
(その他:腹鰓なし)

Chironomidae 6

カワゲラ目 7

6

8

1

7

トンボ目
ユスリカ科
(ユスリカ族:腹鰓あり)

Chironomidae 2

6

8

10

8

8

8

4

分類群名 スコア
出現
状況 分類群名 スコア

カゲロウ目 7

5

8

市町村名

年 月 日

河 川 名
調査地点

出現
状況
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８． 川の生きものを調べよう記録用紙 
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記録用紙①

市町村名:所沢市 団体名：(株)環境総合研究所

河川名:柳瀬川・東川 調査者名：久保武彦、坂本有加、藤本優

調査地点名（No.） 清柳橋 (地点Ｄ) 中橋 (地点Ｇ)

調査日時（時刻） 令和元年8月6日(9:00～12:15) 令和元年8月7日(9:20～11:30)

天気 晴れ 晴れ

水温（℃） 21.7 ℃ 27.2 ℃

川幅（m） 20.5 m 6.3 m

生物を採取した場所 早瀬、平瀬、植生 早瀬、平瀬、植生

生物採取場所の水深（cm） 40 cm 40 cm

流れの速さ 0.23 m/s 0.035 m/s

川底の状態 礫、砂 岩、浮き石

水の濁り、匂い等 無色、透視度1.0m以上、無臭
着色あり(中程度、灰黄色)

透視度0.65m、無臭

魚、水草、鳥、その他の生物 スッポン

早瀬、平瀬、植生、蛇カゴ

35 cm

0.34 m/s

浮き石

着色あり(淡色、灰色)、
透視度1.0m以上、植物性臭気(弱)

コイ、シジュウカラ、ヒヨドリ、キジバト

　その他気が付いたこと

二柳橋 (地点Ｂ)

令和元年8月5日(9:15～12:00)

晴れ(雲量5)

26.0 ℃

7.0 m
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記録用紙①

市町村名:所沢市 団体名：(株)環境総合研究所

河川名：柳瀬川
調査者名：久保武彦、坂本有加、
　　　　　　 長﨑薫、吉田篤

調査場所名（No.） 松戸橋（地点B)

調査日時（時刻） 令和3年8月2日（9:30 ～12:00）

天気 晴れ

水温（℃） 28.0 ℃

川幅（m） 6.72 m

生物を採取した場所 早瀬、植生、砂、淵、湧水

生物採取場所の水深（cm） 35 cm

流れの速さ 0.19 m/s

川底の状態 礫、砂

水の濁り、匂い等 無色、弱土臭、透視度(m) 1.000≦

魚、水草、鳥、その他の生物 なし

　その他気が付いたこと

大鐘橋（地点A)

令和3年7月26日（9:15～11:20）

晴れ

28.0 ℃

1.08 m

早瀬、平瀬、植生、礫

大鐘橋
・なし

松戸橋
・泡少しあり
・湧水水温　22.8℃

15 cm

0.085 m/s

礫、泥、腐植質

無色、弱土臭、透視度(m) 1.000≦

なし
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋（地点Ａ）

調査日時 令和3年7月26日(9:15～11:20)

水質 指標生物の数

29

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

4

62

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

183

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

24

5

131

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

5

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ

1

1
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

調査場所名 柳瀬川：松戸橋(地点Ｂ)

調査日時 令和3年8月2日(9:30～12:00)

水質 指標生物の数

1

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

3

1

17

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

2

2

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

4

15

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ
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集計用紙

市町村名：所沢市 団体名：㈱環境総合研究所

河川名：柳瀬川・東川 調査者名：久保武彦、坂本有加、藤本優

指標生物

1.カワゲラ類

2.ヒラタカゲロウ類

3.ナガレトビケラ類

4.ヤマトビケラ類

5.アミカ類

6.ヨコエビ類

7.ヘビトンボ類

8.ブユ類

9.サワガニ

10.ナミウズムシ

1.コガタシマトビケラ類

2.オオシマトビケラ

3.ヒラタドロムシ類

4.ゲンジボタル

5.コオニヤンマ

6.カワニナ類

7.ヤマトシジミ

8.イシマキガイ

1.ミズカマキリ

2.ミズムシ

3.タニシ類

4.シマイシビル

5.ニホンドロソコエビ

6.イソコツブムシ類

1.ユスリカ類

2.チョウバエ類

3.アメリカザリガニ

4.エラミミズ

5.サカマキガイ

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1.○印と●印の個数 1 2 2 0 1 3 2 0 1 2 3 2

2.●印の個数 1 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0

3.合計（1.欄+2.欄） 2 3 3 0 2 4 2 0 1 3 4 2

その地点の水質階級

天気 晴れ(雲量5) 晴れ 晴れ

水温（℃） 26.0 ℃ 21.7 ℃ 27.2 ℃

調査地点名（No,） 二柳橋 (地点Ｂ) 清柳橋 (地点D) 中橋 (地点Ｇ)

調査日時 令和元年8月5日(9:15～12:00)令和元年8月6日(9:00～12:15) 令和元年8月7日(9:20～11:30)

生物採取場所の水深（cm） 35 cm 40 cm 40 cm

流れの速さ 0.34 m/s 0.23 m/s 0.035 m/s

川幅（m） 7.0 m 20.5 m 6.3 m

生物を採取した場所 早瀬、平瀬、植生、蛇カゴ 早瀬、平瀬、植生 早瀬、平瀬、植生

魚、水草、鳥、その他の生物 コイ、シジュウカラ、ヒヨドリ、キジバト スッポン

水質 見つかった指標生物の欄に○印、数が多かった上位2種類（最大3種類）に●印をつける。

川底の状態 浮き石 礫、砂 岩、浮き石

水の濁り、匂い等 着色あり、植物性臭気(弱) 無色、無臭 着色あり、無臭

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

● ● ●

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

● ● 〇

〇 〇 〇

〇

〇

● 〇 〇

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

〇 〇 ●

水質階
級

の判定

Ⅱ Ⅱ Ⅲ

〇

と

て

も

き

た

な

い

水

水
質
階
級
Ⅳ

〇
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集計用紙

市町村名：所沢市 団体名：㈱環境総合研究所

河川名：柳瀬川 調査者名：久保武彦、坂本有加、長﨑薫、吉田篤

指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1.○印と●印の個数 2 3 1 2 1 2 2 0 0 0 0 0

2.●印の個数 1 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

3.合計（1.欄+2.欄） 3 4 1 2 1 2 4 0 0 0 0 0

その地点の水質階級

水

質

階

級

Ⅰ

～

Ⅱ

（

指

標

と

し

な

い

）

き

れ

い

な

水

～

や

や

き

れ

い

な

水

水質階

級
の判定

水質階級Ⅱ 水質階級Ⅲ

○（1）

と

て

も

き

た

な

い

水

水
質

階

級

Ⅳ

○（1）

き
た

な
い

水

水
質

階
級

Ⅲ

●（4）

○（5） ●（15）

○（1）

○（3）

○（4） ○（1）

○（62） ●（17）

や
や
き

れ
い

な
水

水
質

階
級

Ⅱ

○（24）

○（5）

●（131） ○（2）

○（2）

○（29）

き
れ

い
な
水

水
質

階
級
Ⅰ

●（183）

魚、水草、鳥、その他の生物 なし なし

水質 見つかった指標生物の欄に○印、数が多かった上位2種類（最大3種類）に●印をつける。

川底の状態 礫、泥、腐植質 礫、砂

水の濁り、匂い等 無色、弱土臭、透視度 1.000ｍ以上無色、弱土臭、透視度 1.000m以上

生物採取場所の水深（cm） 15 cm 35 cm

流れの速さ 0.085 m/s 0.19 m/s

生物を採取した場所 早瀬、平瀬、植生、礫 早瀬、植生、砂、淵、湧水

天気 晴れ 晴れ

水温（℃） 19.8 ℃ 26.8 ℃

調査地点名（No,） 大鐘橋 (地点Ａ) 松戸橋（地点B）

調査日時 令和3年7月26日(9:15～11:20) 令和3年8月2日（9:30～12:00）

川幅（m） 1.08 m 6.72 m
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ

17

153

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

267

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

3

2

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

961

19

3

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 昭和58年6月30日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 5

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

25

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

3

43

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

5

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 昭和58年10月14日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 66

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

152

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

6

20

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

3

37

2

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 昭和59年5月30日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ

3

82

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

9

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

1

37

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

4

2

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 昭和59年10月16日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ

4

311

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

53

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

16

10

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

1

81

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 昭和60年5月16日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 31

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

27

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

45

604

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

1

1

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 昭和60年10月15日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ

2

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

5

17

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

1

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

23

調査場所名 柳瀬川：大鐘橋

調査日時 平成29年8月23日

水質 指標生物の数
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集計用紙

市町村名：所沢市 団体名：

河川名：柳瀬川 調査者名：

指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1.○印と●印の個数 3 2 1 2 1 2 1 1 3 2 1 1 2 2 1 2 2 2 1 2 2 2 1 1 1 2 0 1

2.●印の個数 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 2 0 0 1 1 0 0

3.合計（1.欄+2.欄） 4 2 2 2 1 3 2 1 3 2 2 2 2 3 1 3 3 2 1 3 2 4 1 1 2 3 0 1

その地点の水質階級

○（2）

昭和60年10月

Ⅱ

●（23）

○（1）

○（5）

●（17）

Ⅱ

大鐘橋 

水質階

級

の判定

Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ Ⅰ

○（153） ○（5） ●（66） ●（82） ●（311） ○（31）

○（17） ○（3） ○（4）

と

て

も

き

た

な

い

水

水
質

階

級

Ⅳ

き

た

な

い

水

水

質

階

級

Ⅲ

●（267） ●（25） ●（152） ○（9） ○（53） ○（27）

○（10） ●（604）

○（16） ●（45）や

や

き

れ

い

な

水

水

質

階

級

Ⅱ

○（3） ○（3） ○（6） ○（1）

○（2） ●（43） ○（20） ●（37）

き

れ

い

な

水

～

や

や

き

れ

い

な

水

水

質

階

級

Ⅰ

～

Ⅱ

（

指

標

と

し

な

い

）

○（3） ○（2）

○（19） ○（5） ○（2） ○（4） ○（1）

○（37） ●（81） ○（1）

水質 見つかった指標生物の欄に○印、数が多かった上位2種類（最大3種類）に●印をつける。

き

れ

い

な
水

水

質

階

級
Ⅰ

○（3） ○（1）

魚、水草、鳥、その他の生物

●（961）

水の濁り、匂い等

川底の状態

流れの速さ

生物採取場所の水深（cm）

生物を採取した場所

川幅（m）

水温（℃）

天気

調査日時 昭和58年6月 昭和58年10月 昭和59年5月 昭和59年10月 昭和60年5月 平成29年8月

調査地点名（No,）
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 102

1

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

調査場所名 柳瀬川：松戸橋 (地点B)

調査日時 昭和58年6月30日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 159

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

1

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

調査場所名 柳瀬川：松戸橋 (地点B)

調査日時 昭和58年10月14日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 129

5

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

1

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

調査場所名 柳瀬川：松戸橋 (地点B)

調査日時 昭和59年5月30日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 93

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

調査場所名 柳瀬川：松戸橋 (地点B)

調査日時 昭和59年10月16日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ 207

7

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

調査場所名 柳瀬川：松戸橋 (地点B)

調査日時 昭和60年5月16日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

と
て
も
き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅳ

2

2305

7

き
た
な
い
水

水
質
階
級
Ⅲ

5

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅱ

き
れ
い
な
水
～

や
や
き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ
～

Ⅱ

（
指

標

と

し

な

い

）

き
れ
い
な
水

水
質
階
級
Ⅰ

調査場所名 柳瀬川：松戸橋 (地点B)

調査日時 昭和60年10月15日

水質 指標生物の数
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指標生物

1 ナミウズムシ

2 サワガニ

3 ヒラタカゲロウ類

4 カワゲラ類

5 ヘビトンボ

6 ナガレトビケラ類

7 ヤマトビケラ類

8 ブユ類

9 アミカ類

10 ヨコエビ類

1 ヒゲナガカワトビケラ類

2 ニンギョウトビケラ類

3 タニガワカゲロウ類

4 チラカゲロウ

1 カワニナ類

2 コオニヤンマ

3 コガタシマトビケラ類

4 オオシマトビケラ

5 ヒラタドロムシ類

6 ゲンジボタル

1 タニシ類

2 シマイシビル

3 ミズムシ

4 ミズカマキリ

1 サカマキガイ

2 エラミミズ

3 アメリカザリガニ

4 ユスリカ類

5 チョウバエ類

水質階級 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ

1.○印と●印の個数 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 1 2 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 1 3

2.●印の個数 0 0 0 2 0 1 0 1 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 2

3.合計（1.欄+2.欄） 0 0 0 4 0 2 0 2 0 0 1 4 0 0 0 2 0 0 0 4 0 0 1 5

その地点の水質階級 Ⅳ

松戸橋 (地点B)

水質階

級

の判定

Ⅳ Ⅱ Ⅳ Ⅳ Ⅳ

●（1） ●（5） ●（7） ●（7）

●（102） ●（159） ●（129） ●（93） ●（207） ●（2305）

〇（2）と

て

も

き

た

な

い

水

水

質

階

級

Ⅳ

〇（5）

き

た

な

い

水

水

質

階

級

Ⅲ

〇（1）

や

や

き

れ

い

な

水

水

質

階

級

Ⅱ

●（1）

き

れ

い

な

水

～

や

や

き

れ

い

な

水

水

質

階

級

Ⅰ

～

Ⅱ

（

指

標

と

し

な

い

）

水質 見つかった指標生物の欄に○印、数が多かった上位2種類（最大3種類）に●印をつける。

き

れ

い

な

水

水

質

階

級

Ⅰ

魚、水草、鳥、その他の生物

水の濁り、匂い等

川底の状態

流れの速さ

生物採取場所の水深（cm）

生物を採取した場所

川幅（m）

水温（℃）

天気

調査日時 昭和58年6月 昭和58年10月 昭和59年5月 昭和59年10月 昭和60年5月 昭和60年10月

調査地点名（No,）



137 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



138 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



139 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



140 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



141 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



142 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



143 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



144 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



145 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



146 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



147 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



148 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



149 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



150 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



151 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



152 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



153 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



154 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



155 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



156 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



157 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． 本調査及び既往調査における確認種 
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本調査及び既往調査における水生生物確認種（1） 
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本調査及び既往調査における水生生物確認種（2） 
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本調査及び既往調査における水生生物確認種（3） 
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本調査及び既往調査における水生生物確認種（4） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和名 学名 S58 S59 S60 H29 S58 S59 S60

1 ヒドロ虫綱 ハナクラゲ目 ヒドラ科 Hydra属 Hydra sp. ○

2 有棒状体綱 三岐腸目 サンカクアタマウズムシ科 ナミウズムシ Dugesia japonica ○ ○

3 アメリカツノウズムシ Girardia dorotocephala ○

4 腹足綱 新生腹足目 カワニナ科 カワニナ Semisulcospira libertina ○ ○ ○ ○ ○

5 汎有肺目 モノアラガイ科 ヒメモノアラガイ Orientogalba ollula ○

6 サカマキガイ科 サカマキガイ Physella acuta ○ ○

7 カワコザラガイ科 カワコザラガイ Ferrissia nipponica ○ ○

8 マイマイ目 キセルガイ科 キセルガイ科 Claussiliidae gen. sp. ○

9 二枚貝綱 マルスダレガイ目 マメシジミ科 マメシジミ Pisidium japinicum ○ ○ ○

10 マメシジミ属 Pisidium sp. ○ ○

11 ミミズ綱 イトミミズ目 ミズミミズ科 エラミミズ Branchiura sowerbyi ○ ○ ○

12 ユリミミズ属 Limnodrilus sp. ○ ○ ○

13 ミズミミズ Nais variabilis ○

14 ミズミミズ属 Nais sp. ○ ○ ○ ○ ○

15 イトミミズ属 Tubifex sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○

16 テングミズミミズ属 Stylaria sp. ○

17 ミズミミズ科 Naididae gen. sp. ○

18 ツリミミズ目 フトミミズ科 Pheratima属 Pheretima sp． ○ ○

19 ナガミミズ目 ナガミミズ科 ナガミミズ属 Haplotaxis sp. ○

20 ヒル綱 吻無蛭目 イシビル科 シマイシビル Dina lineata ○ ○

21 線形虫綱 ハリガネムシ目 ハリガネムシ科 ハリガネムシ科 Gordiidae gen. sp. ○ ○ ○

22 ザラハリガネムシ科 ザラハリガネムシ科 Chordodidae gen. sp. ○

23 クモ綱 ダニ目 ナガレダニ科 ナガレダニ属 Sperchon sp. ○

24 軟甲綱 ヨコエビ目 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx froridanus ○

25 ナギサヨコエビ科 コジマチカヨコエビ Eoniphargus kojimai ○

26 ワラジムシ目 ミズムシ科 ミズムシ Asellus hilgendorfi hilgendorfi ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 エビ目 ヌマエビ科 カワリヌマエビ属 Neocaridina sp. ○ ○ ○

28 テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens ○

29 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ○ ○

30 内顎綱 トビムシ目 ツチトビムシ科 ツチトビムシ科 lsotomidae gen. sp. ○

31 昆虫綱 カゲロウ目 モンカゲロウ科 モンカゲロウ Ephemera strigata ○ ○

32 マダラカゲロウ科 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ○

33 コカゲロウ科 ミツオミジカオフタバコカゲロウ Acentrella gnom ○

34 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ○ ○ ○

35 サホコカゲロウ Baetis sahoensis ○

36 フタモンコカゲロウ Baetis taiwanensis ○

37 シロハラコカゲロウ Baetis thermicus ○ ○ ○

38 Fコカゲロウ Baetis sp. F ○

39 コカゲロウ属 Baetis sp. ○ ○ ○ ○

40 ウスイロフトヒゲコカゲロウ Labiobaetis atrebatinus orientalis ○ ○ ○

41 Ｄコカゲロウ Nigrobaetis sp. D ○

42 ウデマガリコカゲロウ Tenuibaetis flexifemora ○

43 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ○ ○ ○

44 トンボ目 カワトンボ科 ハグロトンボ Atrocalopteryx atrata ○

45 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ○ ○

46 オナガサナエ Melligomphus viridicostus ○

47 コオニヤンマ Sieboldius albardae ○

48 オニヤンマ科 オニヤンマ Anotogaster sieboldii ○ ○ ○

49 トンボ科 オオシオカラトンボ Orthetrum melania ○

50 カワゲラ目 オナシカワゲラ科 オナシカワゲラ属 Namoura　sp. ○ ○ ○ ○ ○

51 ホソカワゲラ科 クロホソカワゲラ Rhopalopsole subnigra ○ ○

52 カメムシ目 アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum ○ ○

53 コセアカアメンボ Gerris gracilicornis ○

54 シマアメンボ Metrocoris histrio ○ ○

55 ヘビトンボ目 ヘビトンボ科 ヤマトクロスジヘビトンボ Parachauliodes japonicus ○ ○

56 ヘビトンボ Protohermes grandis ○ ○ ○

57 センブリ科 ネグロセンブリ Sialis japonica ○ ○

柳瀬川：松戸橋（B地点）

既往調査
柳瀬川中流：松戸橋今年度

№ 綱名 目名 科名
種名

今年度

柳瀬川：大鐘橋（A地点）

既往調査
(S58～S60)柳瀬川上流：大鐘橋

(H29)A地点：大鐘橋
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本調査及び既往調査における水生生物確認種（5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

和名 学名 S58 S59 S60 H29 S58 S59 S60

58 昆虫綱 トビケラ目 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata ○ ○ ○ ○ ○ ○

59 ナミコガタシマトビケラ Cheumatopsyche infascia ○ ○ ○

60 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ○ ○

61 シマトビケラ属 Hydropsyche sp. ○

62 クダトビケラ科 クダトビケラ属 Psychomyia sp. ○

63 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ○

64 ヒメトビケラ科 ヒメトビケラ属 Hydroptila sp. ○

65 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica ○ ○

66 カクツツトビケラ科 カクツツトビケラ属 Lepidostoma sp. ○

67 ヒゲナガトビケラ科 アオヒゲナガトビケラ属 Mystacides sp. ○

68 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna moesta ○

69 フトヒゲトビケラ科 ヨツメトビケラ Perissoneura paradoxa ○

70 エグリトビケラ科 エグリトビケラ科 Limnephilidae gen. sp. ○

71 ホタルトビケラ Nothopsyche ruficollis ○

72 ハエ目 ヒメガガンボ科 ウスバガガンボ属 Antocha sp. ○ ○

73 ガガンボ科 ガガンボ属 Tipula sp. ○ ○

74 チョウバエ科 オオケチョウバエ Clogmia albipunctata ○ ○ ○

75 ホシチョウバエ Tinearia alternata ○ ○

76 ヌカカ科 ヌカカ科 Ceratopogonidae gen. sp. ○ ○ ○ ○

77 ユスリカ科 ヒメナガユスリカの一種 Pentaneura sp. ○

78 モンユスリカ亜科 Tanypodinae gen. sp. ○

79 テンマクエリユスリカ属 Eukiefferiella sp. ○

80 ムナトゲユスリカ属 Limnophyes sp. ○ ○

81 ケバネエリユスリカ属 Metriocnemus sp. ○ ○ ○

82 エリユスリカ属 Orthocladius sp. ○

83 ナガレツヤユスリカ属 Rheocricotopus sp. ○

84 ムナクボエリユスリカ属 Synorthocladius sp. ○

85 ヌカユスリカ属 Thienemanniella sp. ○

86 エリユスリカ亜科 Orthocladiinae gen. sp. ○ ○

87 セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui ○ ○ ○ ○ ○

88 ユスリカ属 Chironomus sp. ○ ○ ○ ○

89 カマガタユスリカ属 Cryptochironomus sp. ○

90 ホソミユスリカ属 Dicrotendipes sp. ○

91 ハモンユスリカ属 Polypedilum sp. ○ ○

92 ナガレユスリカ属 Rheotanytarsus sp. ○ ○ ○ ○

93 ヒゲユスリカ属 Tanytarsus sp. ○

94 ユスリカ科 Chironomidae gen. sp. ○

95 ユスリカ科(蛹) Chironomidae gen. sp.(pupa) ○ ○

96 カ科 ナミカ属 Culex sp. ○

97 ホソカ科 ホソカ属 Dixa sp. ○

98 ブユ科 ツノマユブユ属 Eusimulium sp. ○

99 アシマダラブユ属 Simulium sp. ○ ○

100 ミズアブ科 Allognosta属 Allognosta sp. ○

101 ナガレアブ科 モリモトシギアブ Atherix morimotoi ○

102 アブ科 アブ科 Tabanidae gen. sp. ○ ○

103 ハナアブ科 Eristalis属 Eristalis sp. ○

104 コウチュウ目 ヒラタドロムシ科 ヒラタドロムシ Mataeopsephus japonicus ○

39 23 30 25 16 40 7 9 11種　　類　　数

№ 綱名 目名 科名
種名

柳瀬川：大鐘橋（A地点） 柳瀬川：松戸橋（B地点）

今年度

既往調査
(S58～S60)柳瀬川上流：大鐘橋

(H29)A地点：大鐘橋 今年度

既往調査
柳瀬川中流：松戸橋
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本調査及び既往調査における魚類確認種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既往調査
大鐘橋（地点Ａ）

Ｈ29

1 コイ コイ ギンブナ Carassius sp. ○

2 ヤリタナゴ Tanakia lanceolata ○

3 カワムツ Candidia temminckii ○ ○

4 モツゴ Pseudorasbora parva ○

5 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ○ ○

6 ダツ メダカ ミナミメダカ Oryzias latipes ○

7 スズキ ハゼ トウヨシノボリ類 Rhinogobius  sp.OR unidentified ○

8 ヨシノボリ属 Rhinogobius  sp. ○

9 タイワンドジョウ カムルチー Channa argus ○

3目 4科 9種 種類数 5種 6種
注）

2.松戸橋では既往調査を実施していない。

1.分類体系および同定精度は「河川水辺の国勢調査のための生物リスト」(令和3年公表，水情報国土データ管理センター)

　に準じた。

柳瀬川：大鐘橋（Ａ地点）

今年度
№ 目名 科名 種名 学名
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本調査及び既往調査における付着藻類確認種(1) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



165 

 

本調査及び既往調査における付着藻類確認種(2) 
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本調査及び既往調査における付着藻類確認種(3) 
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本調査及び既往調査における付着藻類確認種(4) 
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本調査及び既往調査における付着藻類確認種(5) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S59 S60 S59 S60

1 藍藻綱 ｸﾛｵｺｯｶｽ目 ｴﾝﾄﾌｨｻﾘｽ科 ｴﾝﾄﾌｨｻﾘｽ Entophysalis lemaniae ○

2 ｶﾏｴｼﾌｫﾝ目 ｶﾏｴｼﾌｫﾝ科 ｺﾝﾎﾞｳﾗﾝｿｳ Chamaesiphon confervicola ○

3 ﾈﾝｼﾞｭﾓ目 ﾋｹﾞﾓ科 ﾋﾞﾛｳﾄﾞﾗﾝｿｳ Homoeothrix janthina  * ○ ○ ○

4 ﾕﾚﾓ科 ﾘﾝｸﾞﾋﾞｱ lyngbya blgeri ○

5 ﾘﾝｸﾞﾋﾞｱ lyngbya sp. ○

6 ｻﾔﾕﾚﾓ Phormidium  tenue ○

7 ｻﾔﾕﾚﾓ Phormidium  sp. * ○ ○ ○

8 ﾕﾚﾓ Oscillatoria formosa ○

9 ﾕﾚﾓ Oscillatoria limosa ○ ○

10 ﾕﾚﾓ Oscillatoria tenuis ○ ○

11 ﾕﾚﾓ Oscillatoria sp. ○ ○ ○

12 紅藻綱 ｱｸﾛｶｴﾁｳﾑ目 ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ科 ｵｵｼﾞｭｲﾈﾗ Audouinella sp. ○ ○

13 珪藻綱 中心目 ﾀﾗｼｵｼﾗ科 ｺﾏﾙｹｲｿｳ Cyclotella comta ○ ○

14 ｺﾏﾙｹｲｿｳ Cyclotella kutzingiana ○

15 ｺﾏﾙｹｲｿｳ Cyclotella sp. ○

16 ﾒﾛｼﾗ科 ｽｼﾞﾀﾙｹｲｿｳ Aulacoseira granulata ○ ○

17 ﾁｬﾂﾞﾂｹｲｿｳ Melosira varians ○ ○ ○

18 羽状目 ﾃﾞｨｱﾄﾏ科 ｲﾀｹｲｿｳ Diatoma vulgaris ○

19 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria crotonensis ○ ○

20 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria rumpens ○

21 ｵﾋﾞｹｲｿｳ Fragilaria vaucheriae ○ ○

22 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria acus ○ ○ ○

23 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria lanceolata ○

24 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria pseudogailonii ○

25 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria rumpens ○

26 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria ulna ○ ○ ○

27 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria ulna  var. oxyrhynchus ○

28 ﾊﾘｹｲｿｳ Ulnaria ulna var. ulna ○ ○ ○ ○

29 ﾅﾋﾞｸﾗ科 ﾆｾｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Amphora pediculus ○

30 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cymbella mesianum ○

31 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cymbella tumida ○

32 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cymbella turgidula ○

33 ｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Cymbella ventricosam ○ ○

34 ﾊﾗﾐｸﾁﾋﾞﾙｹｲｿｳ Encyonema leei ○

35 ﾊｽﾌﾈｹｲｿｳ Frustulia vulgaris ○

36 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema clavatum ○

37 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema lagenula ○

38 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema parvulum ○ ○ ○ ○ ○

39 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema sphaerophorum ○

40 ｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Gomphonema tetrastigmatum ○

41 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cinctaeformis ○

42 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cryptocephala ○ ○ ○ ○ ○

43 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cryptocephala ver. exllis ○

44 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula cryptotenella ○ ○

45 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula frugalis ○

46 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula gregaria ○ ○ ○

47 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula minima ○ ○ ○ ○ ○

48 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula mutica ○ ○ ○

49 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula nipponica ○

50 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula pupula ○ ○

51 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula rostellata ○

52 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula rhynchocephala ○ ○

53 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula seminulum ○

54 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula subrostellata ○

55 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula veneta ○

56 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula viridula ○

57 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula radiosa ○ ○

58 ﾌﾈｹｲｿｳ Navicula  sp. ○

既往調査
柳瀬川上流：大鐘橋

既往調査
柳瀬川中流：松戸橋今年度

No. 綱名 目名 科名

　　　種　　　名　

和名 学名

柳瀬川：大鐘橋（A地点） 柳瀬川：松戸橋（B地点）

今年度
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本調査及び既往調査における付着藻類確認種(6) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

S59 S60 S59 S60

59 珪藻綱 羽状目 ﾅﾋﾞｸﾗ科 ﾏｶﾞﾘｸｻﾋﾞｹｲｿｳ Rhoicosphenia abbreviata ○ ○

60 ﾌﾈｹｲｿｳ Sellaphora japonica ○

61 ｱｸﾅﾝﾃｽ科 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium japonicum ○

62 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium lanceolata ○

63 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium minutissimum ○ ○ ○ ○

64 ﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Achnanthidium sp. ○

65 ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeis placentula ○

66 ｺﾊﾞﾝｹｲｿｳ Cocconeis placentula var. linearis ○ ○

67 ﾌﾄｽｼﾞﾂﾒﾜｶﾚｹｲｿｳ Planothidium lanceolatum ○

68 ﾊﾈｹｲｿｳ科 ﾊﾈｹｲｿｳ Pinnularia braunii ○ ○

69 ﾊﾈｹｲｿｳ Pinnularia gibba ○ ○ ○

70 ﾆｯﾁｱ科 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia amphibia ○ ○ ○

71 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia acicularis ○ ○ ○

72 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia dissipata ○

73 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia fonticola ○

74 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia frustulum ○

75 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia ignorata ○

76 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia inconspicua ○

77 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia palea ○ ○ ○ ○

78 ｻｻﾉﾊｹｲｿｳ Nitzschia paleacea ○ ○

79 ｽﾘﾚﾗ科 ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella angusta ○ ○

80 ｵｵﾊﾞﾝｹｲｿｳ Surirella bbirebissonii ○

81 緑藻綱 ｸﾛﾛｺｯｸﾑ目 ｵｵｷｽﾃｨｽ科 ｲﾄｸｽﾞﾓ Ankistrodesmus falcatus ○ ○

82 ｾﾈﾃﾞｽﾑｽ科 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus armatus var. ecornis ○

83 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus denticulatus ○

84 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus microspina ○ ○ ○

85 ｲｶﾀﾞﾓ Scenedesmus quadricauda ○ ○

86 ｶｴﾄﾌｫﾗ目 ｶｴﾄﾌｫﾗ科 ｸﾛﾆｵﾌｫﾗ Cloniophora plumosa ○

87 ｷﾇﾐﾄﾞﾛ Stigeoclonium lubricum ○ ○

88 ｷﾇﾐﾄﾞﾛ Stigeoclonium tenue ○ ○ ○

89 ｷﾇﾐﾄﾞﾛ Stigeoclonium  sp. ○ ○ ○

90 ｶｴﾄﾌｫﾗ科（基部細胞） Chaetophoraceae  gen. sp. （basal cell） ○

91 ﾋﾋﾞﾐﾄﾞﾛ目 ﾐｸﾛｽﾎﾟﾗ科 ﾐｸﾛｽﾎﾟﾗ microspora tumidula ○

92 ﾐｸﾛｽﾎﾟﾗ microspora sp. ○

93 ﾎｼﾐﾄﾞﾛ目 ﾂﾂﾞﾐﾓ科 ｽﾀｳﾗｽﾂﾙﾑ Staurastrum gracile ○

種類数 6 35 42 33 19 27

注）　(*)印を付した種は糸状体を計数

No. 綱名 目名 科名

　　　種　　　名　 柳瀬川：大鐘橋（A地点） 柳瀬川：松戸橋（B地点）

和名 学名 今年度

既往調査
柳瀬川上流：大鐘橋 今年度

既往調査
柳瀬川中流：松戸橋
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余　　白

余　　白

余　　白

余　　白

上流側

地点名

内容 下流側

内容 下流側

二柳橋（地点B)

年月日 令和元年8月5日

表題 調査地点の状況

年月日 令和元年8月5日

調査地点の状況

年月日 令和元年8月7日

内容 上流側

地点名 中橋（地点Ｇ)

表題 調査地点の状況

地点名 二柳橋（地点B)

調査地点の状況表題

年月日 令和元年8月7日

中橋（地点Ｇ)地点名

内容

表題
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余　　白

表題

上流側

年月日 令和元年8月6日

余　　白

余　　白

余　　白
調査手法 定量採集（サーバーネット）

調査手法 任意採集（タモ網）

令和元年8月6日

内容

調査地点の状況

表題 調査地点の状況

地点名 清柳橋（地点Ｄ)

地点名

調査項目 水生生物

内容 下流側

年月日

清柳橋（地点Ｄ)

表題 調査実施状況

調査項目 水生生物

表題 調査実施状況
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調査項目 魚類

表題 調査実施状況

調査項目 魚類

余　　白

調査項目 魚類

調査手法 タモ網

余　　白

余　　白
調査手法 サデ網

余　　白
調査手法 投網

表題 調査実施状況

調査手法 カゴ網

表題 調査実施状況

調査項目 魚類

表題 調査実施状況
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学名 Girardia dorotocephala

科名 サンカクアタマウズムシ科

調査手法

余　　白

表題 調査実施状況

和名 アメリカツノウズムシ

余　　白

余　　白

表題 水生生物確認種

地点 中橋（地点Ｇ)

採水

余　　白
調査手法 定量採集

調査手法 流量観測

表題 調査実施状況

調査項目 付着藻類

表題 調査実施状況
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科名 タニシ科

表題 水生生物確認種

科名 モノアラガイ科

表題 水生生物確認種

科名 サカマキガイ科

水生生物確認種

科名 ヒラマキガイ科

地点 中橋（地点Ｇ)

学名 Menetus dilatatus余　　白

表題

余　　白
地点 中橋（地点Ｇ)

Lymnaeidae  gen. sp.

和名 サカマキガイ

余　　白

和名 ヒロマキミズマイマイ

和名 モノアラガイ科

余　　白
和名 ヒメタニシ

学名 Sinotaia quadrata histrica

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

学名 Physa acuta

地点 二柳橋（地点B)

学名
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表題 水生生物確認種

科名 シジミ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒルミミズ科

表題 水生生物確認種

余　　白

科名

余　　白

科名 ヒラタビル科

地点 中橋（地点Ｇ)

学名 Glossiphoniidae  gen. sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 ヒラタビル科

表題 水生生物確認種

和名 ユリミミズ属

地点 中橋（地点Ｇ)

学名 Limnodrilus  sp.

和名 ヒルミミズ科

学名 Branchiobdellidae  gen. sp.

ミズミミズ科

余　　白
和名 シジミ属

学名 Corbicula  sp.

地点 二柳橋（地点B)

余　　白
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科名 ナガレダニ科

表題 水生生物確認種

科名 マミズヨコエビ科

余　　白

和名 フロリダマミズヨコエビ

地点 二柳橋（地点B)

学名 Crangonyx froridanus余　　白

表題

余　　白
和名 ナガレダニ属

学名 Sperchon  sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

和名 イシビル科

地点 二柳橋（地点B)

学名 Erpobdellidae  gen. sp.

水生生物確認種

科名 イシビル科

余　　白
和名 シマイシビル

学名 Dina lineata

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

科名 イシビル科
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表題 水生生物確認種

科名 ミズムシ科

科名 テナガエビ科

表題 水生生物確認種

科名 アメリカザリガニ科

カワリヌマエビ属

学名 Palaemon paucidens

余　　白

和名 アメリカザリガニ

地点 中橋（地点Ｇ)

学名 Procambarus clarkii余　　白

表題

余　　白
地点 二柳橋（地点B)

表題 水生生物確認種

和名

地点 中橋（地点Ｇ)

学名 Neocaridina  sp.

和名 スジエビ

水生生物確認種

科名 ヌマエビ科

余　　白
和名 ミズムシ

学名 Asellus hilgendorfi 

地点 中橋（地点Ｇ)
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表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

余　　白

余　　白 学名 Baetiella japonica

表題 水生生物確認種

科名 マダラカゲロウ科

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

余　　白

和名 フタバコカゲロウ

地点 二柳橋（地点B)

地点 二柳橋（地点B)

和名 エラブタマダラカゲロウ

地点 二柳橋（地点B)

学名 Torleya japonica

和名 ミツオミジカオフタバコカゲロウ

学名 Acentrella gnom

余　　白
和名 アカマダラカゲロウ

学名 Teleganopsis punctisetae

地点 清柳橋（地点Ｄ)

表題 水生生物確認種

科名 マダラカゲロウ科
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余　　白

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

和名 Ｄコカゲロウ

学名 Nigrobaetis  sp. D

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

和名 シロハラコカゲロウ

学名 Baetis thermicus

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

和名 フタモンコカゲロウ

学名 Baetis taiwanensis

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

和名 サホコカゲロウ

学名 Baetis sahoensis

地点 清柳橋（地点Ｄ)
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学名 Nigrobaetis  sp.

ウデマガリコカゲロウ

Atrocalopteryx atrata

二柳橋（地点B)地点

Ecdyonurus yoshidae

和名

余　　白

余　　白

余　　白

余　　白
ハグロトンボ

シロタニガワカゲロウ

中橋（地点Ｇ)

和名

ヒラタカゲロウ科

Tenuibaetis flexifemora

地点

学名

学名

地点 中橋（地点Ｇ)

学名

表題 水生生物確認種

科名 カワトンボ科

和名

科名

表題

科名

水生生物確認種

コカゲロウ科

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

表題 水生生物確認種

清柳橋（地点Ｄ)地点

トビイロコカゲロウ属和名
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Sieboldius albardae

和名

ギンヤンマ

Anax parthenope julius

コオニヤンマ

地点

アメンボ

学名 Aquarius paludum paludum

地点 中橋（地点Ｇ)

二柳橋（地点B)

和名

表題

和名

和名

学名余　　白

余　　白

地点

科名

余　　白

余　　白

サナエトンボ科

中橋（地点Ｇ)

二柳橋（地点B)

オナガサナエ

学名 Melligomphus viridicostus

表題 水生生物確認種

科名 ヤンマ科

水生生物確認種

地点

表題 水生生物確認種

科名 サナエトンボ科

表題 水生生物確認種

科名 アメンボ科

学名
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余　　白

余　　白

和名 ヒゲナガカワトビケラ

余　　白
和名 クダトビケラ属

学名 Psychomyia  sp.

学名 Stenopsyche marmorata

余　　白
和名 コガタシマトビケラ

学名 Cheumatopsyche brevilineata

科名 シマトビケラ科

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

科名 シマトビケラ科

表題 水生生物確認種

科名 クダトビケラ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒゲナガカワトビケラ科

表題 水生生物確認種

地点 二柳橋（地点B)

和名 ウルマーシマトビケラ

学名 Hydropsyche orientalis

地点 中橋（地点Ｇ)

地点 中橋（地点Ｇ)
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二柳橋（地点B)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ヌカカ科

余　　白

和名 ヌカカ科

学名 Ceratopogonidae  gen. sp.

余　　白
和名 ウスバガガンボ属

学名 Antocha  sp.

地点

余　　白
和名 ヒメトビケラ属

学名 Hydroptila  sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

科名 ヒメトビケラ科

表題 水生生物確認種

科名 ニンギョウトビケラ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒメガガンボ科

地点 二柳橋（地点B)

和名 ニンギョウトビケラ

学名 Goera japonica

地点 二柳橋（地点B)
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地点 二柳橋（地点B)

余　　白

余　　白
地点 二柳橋（地点B)

和名 ハダカユスリカ属

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

和名 ツヤユスリカ属

余　　白
和名 ウスギヌヒメユスリカ属

学名 Rheopelopia  sp.

地点 二柳橋（地点B)

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

学名 Cardiocladius  sp.

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

和名 モンユスリカ亜科

学名 Tanypodinae  gen. sp.

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

学名 Cricotopus  sp.
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余　　白

和名 ムナクボエリユスリカ属

学名 Synorthocladius sp.

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 エリユスリカ属

学名 Orthocladius  sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

和名 ナガレツヤユスリカ属

学名 Rheocricotopus  sp.

余　　白
和名 テンマクエリユスリカ属

学名 Eukiefferiella  sp.

地点 二柳橋（地点B)

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種
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和名 カマガタユスリカ属

学名 Cryptochironomus  sp.

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

余　　白
和名 エリユスリカ亜科

学名 Orthocladiinae  gen. sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 ニセテンマクエリユスリカ属

学名 Tvetenia  sp.

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

余　　白
和名 ヌカユスリカ属

学名 Thienemanniella  sp.

地点 二柳橋（地点B)

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科
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和名 ユスリカ科(蛹)

学名 Chironomidae  gen. sp.(pupa)

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

余　　白
地点 二柳橋（地点B)

和名 ナガレユスリカ属

学名 Rheotanytarsus  sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

和名 ヒゲユスリカ属

ユスリカ科

学名 Tanytarsus  sp.

科名

余　　白
和名 ハモンユスリカ属

学名 Polypedilum  sp.

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

表題 水生生物確認種

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科
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中橋（地点Ｇ)

表題 水生生物確認種

科名 ヒラタドロムシ科

科名 ヒラタドロムシ科

余　　白

余　　白

和名 ヒラタドロムシ

学名 Mataeopsephus japonicus

地点

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 アシナガミゾドロムシ属

学名 Stenelmis sp.

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

和名 クシヒゲマルヒラタドロムシ

学名 Eubrianax granicollis

表題 水生生物確認種

余　　白
和名 アシマダラブユ属

学名 Simulium  sp.

地点 二柳橋（地点B)

科名 ヒメドロムシ科

表題 水生生物確認種

科名 ブユ科

表題 水生生物確認種
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余　　白
和名 カワムツ

学名 Candidia temminckii

地点 二柳橋（地点B)

余　　白
和名 オイカワ

学名 Opsariichthys platypus

地点 二柳橋（地点B)

余　　白
和名 コイ

学名 Cyprinus carpio

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白
和名 マスダチビヒラタドロムシ

学名 Malacopsephenoides japonicus

地点 清柳橋（地点Ｄ)

科名 コイ科

表題 水生生物確認種

科名 コイ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒラタドロムシ科

表題 水生生物確認種

科名 コイ科

表題 水生生物確認種
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余　　白

余　　白

余　　白

余　　白

Gnathopogon elongatus elongatus

二柳橋（地点B)

科名

学名 Plecoglossus altivelis altivelis

地点

学名 Pseudogobio esocinus esocinus

アユ科

和名 アユ

表題 魚類確認種

和名 ドジョウ

魚類確認種

和名 カマツカ

学名 Misgurnus anguillicaudatus

科名 コイ科

表題 魚類確認種

科名 ドジョウ科

地点 中橋（地点Ｇ)

魚類確認種表題

和名 タモロコ

コイ科科名

学名

地点 二柳橋（地点B)

地点 中橋（地点Ｇ)

表題

190



余　　白

表題

Gambusia affinis

和名 ミナミメダカ

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

地点

余　　白

余　　白
和名 マハゼ

学名 Acanthogobius flavimanus

地点

和名 ヌマチチブ

学名 Tridentiger brevispinis

地点 清柳橋（地点Ｄ)

カダヤシ

学名

魚類確認種

表題 魚類確認種

科名 カダヤシ科

科名

中橋（地点Ｇ)

科名 ハゼ科

学名 Oryzias latipes

和名

メダカ科

表題 魚類確認種

科名 ハゼ科

表題 魚類確認種

清柳橋（地点Ｄ)
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学名 Chamaesiphon minutus

科名 カマエシフォン科

表題 付着藻類確認種

学名 Gymnogobius urotaenia

科名 ハゼ科

余　　白

科名 エントフィサリス科

学名 Entophysalis lemaniae

和名 コンボウランソウ

余　　白

余　　白
和名 エントフィサリス

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白
和名 旧トウヨシノボリ類

学名 Rhinogobius sp.OR morphotype unidentified

表題 魚類確認種

地点 二柳橋（地点B)

和名 ウキゴリ

表題 魚類確認種

科名 ハゼ科

表題 付着藻類確認種

地点 中橋（地点Ｇ)

地点 清柳橋（地点Ｄ)
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学名 Audouinella sp.

科名 オオジュイネラ科

学名 Phormidium sp.

科名

余　　白

表題 付着藻類確認種

和名 オオジュイネラ

余　　白

余　　白
和名 オオイシソウ

学名 Compsopogon coeruleus

表題 付着藻類確認種

地点 清柳橋（地点Ｄ)

ユレモ科

余　　白
和名 ビロウドランソウ

学名 Homoeothrix janthina 

地点 中橋（地点Ｇ)

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 サヤユレモ

地点 中橋（地点Ｇ)

科名 オオイシソウ科

表題 付着藻類確認種

科名 ヒゲモ科

表題 付着藻類確認種
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科名 タラシオシラ科

表題 付着藻類確認種

科名 メロシラ科

表題 付着藻類確認種

科名 メロシラ科

付着藻類確認種

科名 メロシラ科

地点 二柳橋（地点B)

学名 Melosira varians余　　白

表題

余　　白
地点 中橋（地点Ｇ)

Aulacoseira ambigua

和名 スジタルケイソウ

余　　白

和名 チャヅツケイソウ

和名 スジタルケイソウ

余　　白
和名 ヒメマルケイソウ

学名 Cyclotella meneghiniana

地点 二柳橋（地点B)

表題 付着藻類確認種

学名 Aulacoseira granulata

地点 中橋（地点Ｇ)

学名
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表題 付着藻類確認種

科名 アナウルス科

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

表題 付着藻類確認種

余　　白

科名

余　　白

科名 ディアトマ科

地点 二柳橋（地点B)

学名 Fragilaria fasciculata

地点 清柳橋（地点Ｄ)

和名 オビケイソウ

表題 付着藻類確認種

和名 イタケイソウ

地点 二柳橋（地点B)

学名 Diatoma vulgaris

和名 オビケイソウ

学名 Fragilaria capitellata

ディアトマ科

余　　白
和名 サンカクガサネケイソウ

学名 Hydrosera triquetra

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白
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科名 ディアトマ科

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

余　　白

和名 ハリケイソウ

地点 二柳橋（地点B)

学名 Ulnaria pseudogailonii余　　白

表題

余　　白
和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria lanceolata

地点 二柳橋（地点B)

表題 付着藻類確認種

和名 オビジュウジケイソウ

地点 清柳橋（地点Ｄ)

学名 Staurosira construens var. venter

付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

余　　白
和名 オビケイソウ

学名 Fragilaria vaucheriae

地点 清柳橋（地点Ｄ)

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科
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表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

ハリケイソウ

学名 Amphora pediculus

余　　白

和名 クチビルケイソウ

地点 二柳橋（地点B)

学名 Cymbella tumida余　　白

表題

余　　白
地点 清柳橋（地点Ｄ)

表題 付着藻類確認種

和名

地点 二柳橋（地点B)

学名 Ulnaria ulna var. ulna

和名 ニセクチビルケイソウ

付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

余　　白
和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria ulna var. oxyrhynchus

地点 二柳橋（地点B)
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表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

余　　白

余　　白 学名 Frustulia vulgaris

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

余　　白

和名 ハスフネケイソウ

地点 清柳橋（地点Ｄ)

地点 二柳橋（地点B)

和名 ハラミクチビルケイソウ

地点 二柳橋（地点B)

学名 Encyonema leei

和名 ハラミクチビルケイソウ

学名 Encyonema prostratum

余　　白
和名 クチビルケイソウ

学名 Cymbella turgidula

地点 二柳橋（地点B)

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema inaequilongum

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema gracile

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema augur

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビフネケイソウ

学名 Gomphoneis heterominuta

地点 中橋（地点Ｇ)

199



学名 Gomphonema lagenula

クサビケイソウ

Gomphonema pseudosphaerophorum

中橋（地点Ｇ)地点

Gomphonema pseudoaugur

和名

余　　白

余　　白

余　　白

余　　白
クサビケイソウ

クサビケイソウ

中橋（地点Ｇ)

和名

ナビクラ科

Gomphonema parvulum

地点

学名

学名

地点 二柳橋（地点B)

学名

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名

科名

表題

科名

付着藻類確認種

ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

中橋（地点Ｇ)地点

クサビケイソウ和名

200



Navicula cryptocephala 

和名

クサビケイソウ

Gomphonema truncatum

フネケイソウ

地点

フネケイソウ

学名 Navicula cryptotenella

地点 二柳橋（地点B)

清柳橋（地点Ｄ)

和名

表題

和名

和名

学名余　　白

余　　白

地点

科名

余　　白

余　　白

ナビクラ科

中橋（地点Ｇ)

中橋（地点Ｇ)

クサビケイソウ

学名

Gomphonema pumilum var. rugidum

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

付着藻類確認種

地点

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

学名

201



余　　白

余　　白

和名 フネケイソウ

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula gregaria

学名 Navicula nipponica

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula decussis

科名 ナビクラ科

地点 清柳橋（地点Ｄ)

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

地点 清柳橋（地点Ｄ)

和名 フネケイソウ

学名 Navicula goeppertiana

地点 清柳橋（地点Ｄ)

地点 清柳橋（地点Ｄ)
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中橋（地点Ｇ)

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

余　　白

和名 フネケイソウ

学名 Navicula seminulum

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula saprophila

地点

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula pseudacceptata

地点 清柳橋（地点Ｄ)

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

地点 清柳橋（地点Ｄ)

和名 フネケイソウ

学名 Navicula rostellata

地点 二柳橋（地点B)
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地点 二柳橋（地点B)

余　　白

余　　白
地点 二柳橋（地点B)

和名 フネケイソウ

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula subminuscula

地点 二柳橋（地点B)

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

学名 Navicula symmetrica

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula subrostellata

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

学名 Navicula tripunctata
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余　　白

和名 フネケイソウ

学名 Navicula yuraensis

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

地点 清柳橋（地点Ｄ)

和名 フネケイソウ

学名 Navicula veneta

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

和名 フネケイソウ

学名 Navicula viridula

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula trivialis

地点 清柳橋（地点Ｄ)

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種
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和名 エリツキケイソウ

学名 Sellaphora pupula

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Sellaphora japonica

地点 二柳橋（地点B)

和名 マガリクサビケイソウ

学名 Rhoicosphenia abbreviata

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

余　　白
和名 カイコマケケイソウ

学名 Reimeria sinuata

地点 中橋（地点Ｇ)

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科
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和名 ツメワカレケイソウ

学名 Achnanthidium minutissimum

地点 清柳橋（地点Ｄ)

余　　白

余　　白
地点 二柳橋（地点B)

和名 ツメワカレケイソウ

学名 Achnanthidium exiguum

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

和名 ツメワカレケイソウ

アクナンテス科

学名 Achnanthidium japonicum

科名

余　　白
和名 ツメワカレケイソウ

学名 Achnanthidium clevei

科名 アクナンテス科

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

表題 付着藻類確認種

表題 付着藻類確認種

地点 二柳橋（地点B)

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科
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清柳橋（地点Ｄ)

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

科名 アクナンテス科

余　　白

余　　白

和名 フトスジツメワカレケイソウ

学名 Planothidium lanceolatum

地点

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 コバンケイソウ

学名 Cocconeis pediculus

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白

和名 コバンケイソウ

学名 Cocconeis placentula var. linearis

表題 付着藻類確認種

余　　白
和名 ツメワカレケイソウ

学名 Achnanthidium subhudsonis

地点 二柳橋（地点B)

科名 アクナンテス科

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

表題 付着藻類確認種
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余　　白
和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia palea

地点 二柳橋（地点B)

余　　白
和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia linearis

地点 二柳橋（地点B)

余　　白
和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia inconspicua

地点 二柳橋（地点B)

余　　白
和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia amphibia

地点 中橋（地点Ｇ)

科名 ニッチア科

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

表題 付着藻類確認種
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余　　白

余　　白

余　　白

余　　白

Nitzschia paleacea

清柳橋（地点Ｄ)

科名

学名 Characium sp.

地点

学名 Surirella angusta

クロロコックム科

和名 カラキウム

表題 付着藻類確認種

和名 オオバンケイソウ

付着藻類確認種

和名 オオバンケイソウ

学名 Surirella bifrons

科名 スリレラ科

表題 付着藻類確認種

科名 スリレラ科

地点 二柳橋（地点B)

付着藻類確認種表題

和名 ササノハケイソウ

ニッチア科科名

学名

地点 中橋（地点Ｇ)

地点 二柳橋（地点B)

表題
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余　　白

表題

Scenedesmus acutiformis

和名 イカダモ

地点 二柳橋（地点B)

余　　白

地点

余　　白

余　　白
和名 イカダモ

学名 Scenedesmus armatus

地点

和名 イカダモ

学名 Scenedesmus spinosus

地点 二柳橋（地点B)

イカダモ

学名

付着藻類確認種

表題 付着藻類確認種

科名 セネデスムス科

科名

二柳橋（地点B)

科名 セネデスムス科

学名 Scenedesmus acutus

和名

セネデスムス科

表題 付着藻類確認種

科名 セネデスムス科

表題 付着藻類確認種

清柳橋（地点Ｄ)
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学名 Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell）

科名 カエトフォラ科

表題 付着藻類確認種

学名 Cloniophora plumosa 

科名 カエトフォラ科

余　　白

科名 カエトフォラ科

学名 Stigeoclonium sp.

和名 カエトフォラ科（基部細胞）

余　　白

余　　白
和名 キヌミドロ

地点 中橋（地点Ｇ)

余　　白
和名 クンショウモ

学名 Pediastrum boryanum

表題 付着藻類確認種

地点 清柳橋（地点Ｄ)

和名 クロニオフォラ

表題 付着藻類確認種

科名 アミミドロ科

表題 付着藻類確認種

地点 二柳橋（地点B)

地点 二柳橋（地点B)
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学名 Spirogyra sp.

科名 ホシミドロ科

学名 Cladophora glomerata

科名

余　　白

表題 付着藻類確認種

和名 アオミドロ

余　　白

余　　白
和名 ネダシグサ

学名 Rhizoclonium sp.

表題 付着藻類確認種

地点 二柳橋（地点B)

シオグサ科

余　　白
和名 サヤミドロ

学名 Oedogonium sp.

地点 中橋（地点Ｇ)

地点 中橋（地点Ｇ)

和名 シオグサ

地点 中橋（地点Ｇ)

科名 シオグサ科

表題 付着藻類確認種

科名 サヤミドロ科

表題 付着藻類確認種
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余　　白

余　　白

余　　白

余　　白

上流側

地点名

内容 下流側

内容 下流側

狭山湖橋（地点Ｅ)

年月日 令和2年8月7日

表題 調査地点の状況

年月日 令和2年8月7日

調査地点の状況

年月日 令和2年8月6日

内容 上流側

地点名 弘法橋（地点Ｆ)

表題 調査地点の状況

地点名 狭山湖橋（地点Ｅ)

調査地点の状況表題

年月日 令和2年8月6日

弘法橋（地点Ｆ)地点名

内容

表題
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余　　白

表題

調査手法 任意採集（タモ網）

余　　白

余　　白

余　　白
調査手法 投網

調査手法 カゴ網

定量採集（サーバーネット）

調査実施状況

表題 調査実施状況

調査項目 水生生物

調査項目

調査項目 魚類

調査手法

水生生物

表題 調査実施状況

調査項目 魚類

表題 調査実施状況
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調査手法 採水

表題 調査実施状況

調査項目 魚類

余　　白

調査項目 付着藻類

余　　白

余　　白
調査手法 定量採集

余　　白
調査手法 サデ網

表題 調査実施状況

調査手法 タモ網

表題 調査実施状況

調査項目 魚類

表題 調査実施状況
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学名 Lymnaeidae gen. sp.

科名 モノアラガイ科

学名 Girardia dorotocephala

科名

余　　白

表題 水生生物確認種

和名 モノアラガイ科

余　　白

余　　白
和名 カワニナ

学名 Semisulcospira libertina

表題 水生生物確認種

地点 弘法橋（地点Ｆ)

サンカクアタマウズムシ科

余　　白

地点 弘法橋（地点Ｆ)

和名 アメリカツノウズムシ

地点 弘法橋（地点Ｆ)

科名 カワニナ科

表題 調査実施状況

調査手法 流量観測

表題 水生生物確認種
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科名 サカマキガイ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒロマキガイ科

表題 水生生物確認種

科名 シジミ科

水生生物確認種

科名 ミズミミズ科

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Branchiura sowerbyi余　　白

表題

余　　白
地点 弘法橋（地点Ｆ)

Menetus dilatatus

和名 シジミ属

余　　白

和名 エラミミズ

和名 ヒロマキミズマイマイ

余　　白
和名 サカマキガイ

学名 Physa acuta

地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 水生生物確認種

学名 Corbicula sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

学名
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表題 水生生物確認種

科名 ミズミミズ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒラタビル科

表題 水生生物確認種

余　　白

科名

余　　白

科名 イシビル科

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Dina lineata

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

和名 シマイシビル

表題 水生生物確認種

和名 ミズミミズ属

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Nais  sp.

和名 ヒラタビル科

学名 Glossiphoniidae gen. sp.

ミズミミズ科

余　　白
和名 ユリミミズ属

学名 Limnodrilus  sp.

地点 弘法橋（地点Ｆ)

余　　白
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科名 ミズムシ科

表題 水生生物確認種

科名 ヌマエビ科

余　　白

和名 カワリヌマエビ属

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Neocaridina sp.余　　白

表題

余　　白
和名 ミズムシ

学名 Asellus hilgendorfi hilgendorfi

地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 水生生物確認種

和名 ハマトビムシ科

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

学名 Talitridae gen. sp.

水生生物確認種

科名 ハマトビムシ科

余　　白
和名 イシビル科

学名 Erpobdellidae gen. sp.

地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 水生生物確認種

科名 イシビル科
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表題 水生生物確認種

科名 アメリカザリガニ科

科名 コカゲロウ科

表題 水生生物確認種

科名 サナエトンボ科

シロハラコカゲロウ

学名 Tenuibaetis flexifemora

余　　白

和名 オナガサナエ

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Melligomphus viridicostus余　　白

表題

余　　白
地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 水生生物確認種

和名

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Baetis thermicus

和名 ウデマガリコカゲロウ

水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

余　　白
和名 アメリカザリガニ

学名 Procambarus clarkii

地点 弘法橋（地点Ｆ)
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表題 水生生物確認種

科名 シマトビケラ科

余　　白

余　　白 学名 Cheumatopsyche infascia

表題 水生生物確認種

科名 アメンボ科

表題 水生生物確認種

科名 シマトビケラ科

余　　白

和名 ナミコガタシマトビケラ

地点 弘法橋（地点Ｆ)

地点 弘法橋（地点Ｆ)

和名 アメンボ

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名 Aquarius paludum paludum

和名 コガタシマトビケラ

学名 Cheumatopsyche brevilineata

余　　白
和名 オニヤンマ

学名 Anotogaster sieboldii

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

表題 水生生物確認種

科名 オニヤンマ科
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余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

和名 コシアキヒメユスリカ属

学名 Paramerina  sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 チョウバエ科

和名 チョウバエ属

学名 Psychoda sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ガガンボ科

和名 ガガンボ属

学名 Tipula sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 シマトビケラ科

和名 ウルマーシマトビケラ

学名 Hydropsyche orientalis

地点 弘法橋（地点Ｆ)
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学名 Tanypodinae gen. sp.

ツヤユスリカ属

Rheocricotopus sp.

弘法橋（地点Ｆ)地点

Eukiefferiella sp.

和名

余　　白

余　　白

余　　白

余　　白
ナガレツヤユスリカ属

テンマクエリユスリカ属

弘法橋（地点Ｆ)

和名

ユスリカ科

Cricotopus sp.

地点

学名

学名

地点 弘法橋（地点Ｆ)

学名

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

和名

科名

表題

科名

水生生物確認種

ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

狭山湖橋（地点Ｅ)地点

モンユスリカ亜科和名
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Cryptochironomus sp.

和名

ムナクボエリユスリカ属

Synorthocladius sp.

カマガタユスリカ属

地点

ヒゲユスリカ属

学名 Tanytarsus sp.

地点 弘法橋（地点Ｆ)

弘法橋（地点Ｅ)

和名

表題

和名

和名

学名余　　白

余　　白

地点

科名

余　　白

余　　白

ユスリカ科

弘法橋（地点Ｆ)

狭山湖橋（地点Ｅ)

ユスリカ属

学名 Chironomus sp.

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

水生生物確認種

地点

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

学名
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余　　白

余　　白

和名 ヒメガムシ

余　　白
和名 キベリヒラタガムシ

学名 Enochrus japonicus

学名 Sternolophus rufipes

余　　白
和名 ユスリカ科（蛹）

学名 Chironomidae gen. sp.(pupa)

科名 ユスリカ科

地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 水生生物確認種

科名 カ科

表題 水生生物確認種

科名 ガムシ科

表題 水生生物確認種

科名 ガムシ科

表題 水生生物確認種

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

和名 ナミカ亜科

学名 Culicinae gen. sp.

地点 狭山湖橋（B地点）

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)
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弘法橋（地点Ｆ)

余　　白

表題 魚類確認種

科名 コイ科

余　　白

和名 オイカワ

学名 Opsariichthys platypus

余　　白
和名 コイ

学名 Cyprinus carpio

地点

余　　白
和名 チビヒゲナガハナノミ

学名 Ectopria opaca opaca

地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 水生生物確認種

科名 ヒラタドロムシ科

表題 水生生物確認種

科名 ヒラタドロムシ科

表題 魚類確認種

科名 コイ科

地点 弘法橋（地点Ｆ)

和名 クシヒゲマルヒラタドロムシ

学名 Eubrianax granicollis

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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地点 弘法橋（地点Ｆ)

余　　白

余　　白
地点 弘法橋（地点Ｆ)

和名 ドジョウ（外来系統）

表題 魚類確認種

科名 ドジョウ科

和名 ヒガシシマドジョウ

余　　白
和名 カワムツ

学名 Candidia temminckii

地点 弘法橋（地点Ｆ)

表題 魚類確認種

科名 コイ科

学名 Misgurnus anguillicaudatus

表題 魚類確認種

科名 コイ科

和名 タモロコ

学名 Gnathopogon elongatus elongatus

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

余　　白

表題 魚類確認種

科名 ドジョウ科

学名 Cobitis sp. BIWAE type C
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余　　白

和名 オオイシソウ

学名 Compsopogon coeruleus

地点 狭山湖橋（地点Ｅ）

余　　白

地点 弘法橋（地点Ｆ）

和名 コンボウランソウ

学名 Chamaesiphon minutus

地点 弘法橋（地点Ｆ)

余　　白

和名 ビロウドランソウ

学名 Homoeothrix janthina

余　　白
和名 エントフィサリス

学名 Entophysalis lemaniae

地点 弘法橋（地点Ｆ)

科名 カマエシフォン科

表題 付着藻類確認種

科名 ヒゲモ科

表題 付着藻類確認種

科名 オオイシソウ科

表題 付着藻類確認種

科名 エントフィサリス科

表題 付着藻類確認種
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和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria ulna

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

余　　白
和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria lanceolata

地点 弘法橋（地点Ｆ）

和名 チャヅツケイソウ

学名 Melosira varians

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 メロシラ科

余　　白
和名 オオジェイネラ

学名 Audouinella sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ）

表題 付着藻類確認種

科名 オオジェイネラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科
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和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema gracile

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

余　　白
地点 弘法橋（地点Ｆ）

和名 ハスフネケイソウ

学名 Frustulia vulgaris

地点 狭山湖橋（地点Ｅ)

余　　白

和名 クサビフネケイソウ

ナビクラ科

学名 Gomphoneis heterominuta

科名

余　　白
和名 ニセクチビルケイソウ

学名 Amphora montana 

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

表題 付着藻類確認種

地点 弘法橋（地点Ｆ）

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

231 



弘法橋（地点Ｆ）

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

科名 ナビクラ科

余　　白

余　　白

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema pumilum var. rugidum

地点

地点 弘法橋（地点Ｆ）

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema parvulum

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema pseudoaugur

表題 付着藻類確認種

余　　白
和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema lagenula

地点 弘法橋（地点Ｆ）

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種
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余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula decussis

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula cryptotenella

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白
和名 フネケイソウ

学名 Navicula cryptocephala 

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白
和名 ニセメガネケイソウ

学名 Gyrosigma scalproides

地点 弘法橋（地点Ｆ）

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

表題 付着藻類確認種
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula molestiformis

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula nipponica

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula gregaria

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula minima

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula seminulum

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula subminuscula

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula rostellata

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula saprophila

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula symmetrica

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula trivialis

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula subrostellata

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula suprinii

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 エリツキケイソウ

学名 Sellaphora pupula

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 コバンケイソウ

学名 Cocconeis pediculus

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula veneta

地点 狭山湖橋（地点Ｅ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Sellaphora japonica

地点 弘法橋（地点Ｆ）

237 



余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ハネケイソウ科

和名 ハネケイソウ

学名 Pinnularia gibba

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia amphibia

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 コバンケイソウ

学名 Cocconeis placentula var. linearis

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 フトスジツメワカレケイソウ

学名 Planothidium lanceolatum

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia palea

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 スリレラ科

和名 オオバンケイソウ

学名 Surirella angusta

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia inconspicua

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia linearis

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 カエトフォラ科（基部細胞）

学名 Chaetophoraceae gen. sp. （basalcell）

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 サヤミドロ科

和名 サヤミドロ

学名 Oedogonium  sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 クロニオフォラ

学名 Cloniophora plumosa 

地点 弘法橋（地点Ｆ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 キヌミドロ

学名 Stigeoclonium  sp.

地点 弘法橋（地点Ｆ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 シオグサ科

和名 ミゾジュズモ

学名 Chaetomorpha okamurai

地点 狭山湖橋（地点Ｅ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 シオグサ科

和名 ネダシグサ

学名 Rhizoclonium sp.

地点 狭山湖橋（地点Ｅ）
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令和3年7月26日

大鐘橋（地点A)地点名

内容

表題

調査地点の状況表題

年月日

年月日 令和3年8月2日

調査地点の状況

年月日 令和3年7月26日

内容 上流側

地点名 大鐘橋（地点Ａ）

表題 調査地点の状況

地点名 松戸橋（地点C）

内容 下流側

内容 下流側

松戸橋（地点C）

年月日 令和3年8月2日

表題 調査地点の状況

余　　白

余　　白

余　　白

余　　白

上流側

地点名
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調査実施状況

調査項目 魚類

表題 調査実施状況

水生生物

表題

調査項目 魚類

調査手法 定量採集（サーバーネット）

調査実施状況

表題 調査実施状況

調査項目 水生生物

調査項目

余　　白

余　　白
調査手法 投網

調査手法 カゴ網

余　　白

表題

調査手法 任意採集（タモ網）

余　　白
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表題 調査実施状況

表題 調査実施状況

調査項目 魚類

余　　白
調査手法 サデ網

表題 調査実施状況

調査手法 タモ網

調査項目 魚類

余　　白

調査項目 付着藻類

余　　白

余　　白
調査手法 定量採集

調査手法 採水

表題 調査実施状況
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地点 大鐘橋（地点Ａ）

和名 アメリカツノウズムシ

地点 松戸橋（地点C）

科名 カワニナ科

表題 調査実施状況

調査手法 流量観測

表題 水生生物確認種

サンカクアタマウズムシ科

余　　白

学名 Girardia dorotocephala

科名

余　　白

表題 水生生物確認種

和名 サカマキガイ

余　　白

余　　白
和名 カワニナ

学名 Semisulcospira libertina

表題 水生生物確認種

地点 大鐘橋（地点Ａ）

学名 Physa acuta

科名 サカマキガイ科
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学名 Nais sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

学名

余　　白
和名 マメシジミ属

学名 Pisidium sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

Limnodrilus sp.

和名 ミズミミズ属

余　　白

和名 テングミズミミズ属

和名 ユリミミズ属

地点 松戸橋（地点C）

学名 Stylaria sp.余　　白

表題

余　　白
地点 松戸橋（地点C）

科名 マメシジミ科

表題 水生生物確認種

科名 ミズミミズ科

表題 水生生物確認種

科名 ミズミミズ科

水生生物確認種

科名 ミズミミズ科
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和名 フロリダマミズヨコエビ

学名 Crangonyx froridanus

ナガレダニ科

余　　白
和名 シミシビル

学名 Dina lineata

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 水生生物確認種

和名 ナガレダニ属

地点 松戸橋（地点C）

学名 Sperchon  sp.

地点 松戸橋（地点C）

学名 Eoniphargus kojimai

地点 松戸橋（地点C）

和名 コジマチカヨコエビ

余　　白

科名

余　　白

科名 ナギサヨコエビ科

表題 水生生物確認種

科名 イシビル科

表題 水生生物確認種

科名 マミズヨコエビ科

表題 水生生物確認種

247 



余　　白
和名 ミズムシ

学名 Asellus hilgendorfi hilgendorfi 

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 ミズムシ科

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

和名 カワリヌマエビ属

地点 松戸橋（地点C）

学名 Neocaridina  sp.

水生生物確認種

科名 ヌマエビ科

余　　白

和名 アメリカザリガニ

地点 大鐘橋（地点Ａ）

学名 Procambarus clarkii余　　白

表題

余　　白
和名 スジエビ

学名 Palaemon paucidens

科名 テナガエビ科

表題 水生生物確認種

科名 アメリカザリガニ科

248 



水生生物確認種

科名 マダラカゲロウ科

余　　白
和名 モンカゲロウ

学名 Ephemera strigata

地点 大鐘橋（地点Ａ）

地点 松戸橋（地点C）

学名 Torleya japonica

和名 ミツオミジカオフタバコカゲロウ

余　　白

和名 フタバコカゲロウ

地点 松戸橋（地点C）

学名 Baetiella japonica余　　白

表題

余　　白
地点 松戸橋（地点C）

表題 水生生物確認種

和名

表題 水生生物確認種

科名 モンカゲロウ科

科名 コカゲロウ科

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

エラブタマダラカゲロウ

学名 Acentrella gnom
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余　　白
和名 フタモンコカゲロウ

学名 Baetis taiwanensis

地点 松戸橋（地点C）

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

地点 松戸橋（地点C）

和名 シロハラコカゲロウ

地点 松戸橋（地点C）

学名 Baetis thermicus

和名 Fコカゲロウ

学名 Baetis sp. F

余　　白

余　　白 学名 Labiobaetis atrebatinus orientalis

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

余　　白

和名 ウスイロフトヒゲコカゲロウ

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科
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余　　白

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

和名 Ｄコカゲロウ

学名 Nigrobaetis sp. D

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 コカゲロウ科

和名 ウデマガリコカゲロウ

学名 Tenuibaetis flexifemora

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ヒラタカゲロウ科

和名 シロタニガワカゲロウ

学名 Ecdyonurus yoshidae

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 カワトンボ科

和名 ハグロトンボ

学名 Atrocalopteryx atrata

地点 大鐘橋（地点Ａ）
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大鐘橋（地点Ａ）地点

ヤマサナエ和名

表題

科名

水生生物確認種

サナエトンボ科

表題 水生生物確認種

科名 サナエトンボ科

表題 水生生物確認種

和名

科名

学名

地点 大鐘橋（地点Ａ）

学名

表題 水生生物確認種

科名 オニヤンマ科

オニヤンマ

コオニヤンマ

松戸橋（地点C）

和名

サナエトンボ科

Melligomphus viridicostus

地点

学名

余　　白

余　　白

余　　白

余　　白

学名 Asiagomphus melaenops

オナガサナエ

Anotogaster sieboldii

大鐘橋（地点Ａ）地点

Sieboldius albardae

和名
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表題 水生生物確認種

科名 アメンボ科

表題 水生生物確認種

科名 アメンボ科

学名

地点 大鐘橋（地点Ａ）

オナシカワゲラ属

学名 Nemoura sp.

表題 水生生物確認種

科名 トンボ科

水生生物確認種

オナシカワゲラ科

大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

余　　白

和名

和名

学名余　　白

余　　白

地点

科名

Aquarius paludum paludum

和名

オオシオカラトンボ

Orthetrum melania

アメンボ

地点

コセアカアメンボ

学名 Gerris gracilicornis

地点 大鐘橋（地点Ａ）

大鐘橋（地点Ａ）

和名

表題

253 



科名 シマトビケラ科

表題 水生生物確認種

地点 大鐘橋（地点Ａ）

和名 ヤマトクロスジヘビトンボ

学名 Parachauliodes japonicus

地点 大鐘橋（地点Ａ）

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 センブリ科

表題 水生生物確認種

余　　白
和名 シマアメンボ

学名 Metrocoris histrio

科名 アメンボ科

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 ヘビトンボ科

余　　白

和名 コガタシマトビケラ

余　　白
和名 ネグロセンブリ

学名 Sialis japonica

学名 Cheumatopsyche brevilineata余　　白
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科名 シマトビケラ科

表題 水生生物確認種

科名 シマトビケラ科

表題 水生生物確認種

科名 クダトビケラ科

地点 松戸橋（地点C）

和名 ウルマーシマトビケラ

学名 Hydropsyche orientalis

地点 松戸橋（地点C）

表題 水生生物確認種

余　　白
和名 ナミコガタシマトビケラ

学名 Cheumatopsyche infascia

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

和名 ヒゲナガカワトビケラ

学名 Stenopsyche marmorata

余　　白
和名 クダトビケラ属

学名 Psychomyia sp.

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ヒゲナガカワトビケラ科
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表題 水生生物確認種

科名 ヒメガガンボ科

学名 Antocha sp.

学名 Mystacides sp.

表題 水生生物確認種

科名 カクツツトビケラ科

和名 カクツツトビケラ属

学名 Lepidostoma sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

余　　白
和名 ニンギョウトビケラ

学名 Goera japonica

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 ニンギョウトビケラ科

和名 アオヒゲナガトビケラ属

表題 水生生物確認種

科名 ヒゲナガトビケラ科

和名 ウスバガガンボ属

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

余　　白
地点 松戸橋（地点C）
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科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ガガンボ科

表題 水生生物確認種

和名 モンユスリカ亜科

学名 Tanypodinae gen. sp.

余　　白
和名 ガガンボ属

学名 Tipula sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

科名 ヌカカ科

表題 水生生物確認種

和名 ヌカカ科

学名 Ceratopogonidae gen. sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

和名 テンマクエリユスリカ属

学名 Eukiefferiella sp.

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白
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表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

余　　白
和名 ムナトゲユスリカ属

学名 Limnophyes sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

地点 松戸橋（地点C）

和名 ナガレツヤユスリカ属

学名 Rheocricotopus sp.

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

和名 ヌカユスリカ属

学名 Thienemanniella sp.

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

余　　白
和名 ムナクボエリユスリカ属

学名 Synorthocladius sp.
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地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

学名 Dicrotendipes sp.

科名

余　　白
和名 エリユスリカ亜科

学名 Orthocladiinae gen. sp.

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

表題 水生生物確認種

カマガタユスリカ属

学名 Cryptochironomus  sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

和名 ホソミユスリカ属

ユスリカ科

和名 ハモンユスリカ属

学名 Polypedilum sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

余　　白
地点 大鐘橋（地点Ａ）

和名
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余　　白
和名 ナガレユスリカ属

学名 Rheotanytarsus sp.

地点 松戸橋（地点C）

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

表題 水生生物確認種

地点 大鐘橋（地点Ａ）

和名 ヒゲユスリカ属

学名 Tanytarsus sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

和名 ユスリカ科(蛹)

学名 Chironomidae gen. sp.(pupa)

表題 水生生物確認種

科名 ユスリカ科

余　　白

余　　白

和名 ホソカ属

学名 Dixa sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

表題 水生生物確認種

科名 ホソカ科
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科名 ヒラタドロムシ科

表題 魚類確認種

科名 コイ科

表題 水生生物確認種

科名 ブユ科

表題 水生生物確認種

科名 ミズアブ科

表題 水生生物確認種

余　　白
和名 ツノマユブユ属

学名 Eusimulium  sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白
和名 Allognosta 属

学名 Allognosta sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白
和名 ヒラタドロムシ

学名 Mataeopsephus japonicus

地点 松戸橋（地点C）

余　　白
和名 ギンブナ

学名 Carassius sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）
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余　　白

表題 魚類確認種

科名 コイ科

和名 オイカワ

学名 Opsariichthys platypus

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 魚類確認種

科名 コイ科

和名 カワムツ

学名 Candidia temminckii

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

表題 魚類確認種

科名 コイ科

和名 タモロコ

学名 Gnathopogon elongatus elongatus

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

表題 魚類確認種

科名 コイ科

和名 スナゴカマツカ

学名 Pseudogobio polystictus

地点 松戸橋（地点C）
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余　　白

表題 魚類確認種

科名 アユ科

和名 アユ

学名 Plecoglossus altivelis altivelis

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 魚類確認種

科名 ハゼ科

和名 トウヨシノボリ類

学名 Rhinogobius sp.OR unidentified

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 エントフィサリス科

和名 エントフィサリス

学名 Entophysalis lemaniae

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カマエシフォン科

和名 コンボウランソウ

学名 Chamaesiphon confervicola

地点 大鐘橋（地点Ａ）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ヒゲモ科

和名 ビロウドランソウ

学名 Homoeothrix janthina 

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 オオジュイネラ科

和名 オオジュイネラ

学名 Audouinella sp.

地点 大鐘橋（地点Ａ）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 メロシラ科

和名 チャヅツケイソウ

学名 Melosira varians

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

和名 イタケイソウ

学名 Diatoma vulgaris

地点 松戸橋（地点C）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

和名 オビケイソウ

学名 Fragilaria rumpens

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

和名 オビケイソウ

学名 Fragilaria vaucheriae

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria lanceolata

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria pseudogailonii

地点 松戸橋（地点C）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ディアトマ科

和名 ハリケイソウ

学名 Ulnaria ulna

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 ニセクチビルケイソウ

学名 Amphora pediculus

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 ハラミクチビルケイソウ

学名 Encyonema leei

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema clavatum

地点 松戸橋（地点C）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema lagenula

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 クサビケイソウ

学名 Gomphonema parvulum

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula cryptocephala 

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula cryptotenella

地点 松戸橋（地点C）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula gregaria

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula minima

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula nipponica

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula rostellata

地点 松戸橋（地点C）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Navicula subrostellata

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 マガリクサビケイソウ

学名 Rhoicosphenia abbreviata

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ナビクラ科

和名 フネケイソウ

学名 Sellaphora japonica

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 ツメワカレケイソウ

学名 Achnanthidium japonicum

地点 大鐘橋（地点A）
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表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 コバンケイソウ

学名 Cocconeis placentu la var. linearis

地点 大鐘橋（地点A）

備考 縦溝殻

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 コバンケイソウ

学名 Cocconeis placentula  var. linearis

地点 大鐘橋（地点A）

備考 無縦溝殻

表題 付着藻類確認種

科名 アクナンテス科

和名 フトスジツメワカレケイソウ

学名 Planothidium lanceolatum

地点 松戸橋（地点C）

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia amphibia

地点 大鐘橋（地点A）
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia inconspicua

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 ニッチア科

和名 ササノハケイソウ

学名 Nitzschia palea

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 セネデスムス科

和名 イカダモ

学名 Scenedesmus armatus var. ecornis

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 クロニオフォラ

学名 Cloniophora plumosa 

地点 松戸橋（地点C）

備考 ×10
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余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 カエトフォラ科（基部細胞）

学名 Chaetophoraceae gen. sp. （basal cell）

地点 松戸橋（地点C）

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 クロニオフォラ

学名 Cloniophora plumosa 

地点 松戸橋（地点C）

備考 ×40

余　　白

表題 付着藻類確認種

科名 カエトフォラ科

和名 キヌミドロ

学名 Stigeoclonium sp.

地点 松戸橋（地点C）

272 


